
ユーザーズガイド　コピー機能編



はじめに

このたびは弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
このユーザーズガイドには、bizhub C200 の機能と操作方法、使用上のご注意、簡単なトラブルの処理方
法などについて記載しています。本機の性能を十分に発揮させて、効果的にご利用いただくために、必要に
応じてこのユーザーズガイドをお読みください。
安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず別冊の「安全にお使いいただくために」をお読みく
ださい。
商標およびライセンスについては、別冊の「商標／ライセンスについて」をごらんください。
ユーザーズガイド内で使用しているイラストなどは、実際の装置とは異なる場合があります。
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こんな機能があります

印刷カラーを選ぶ

用紙を自動的に選択する

用紙サイズに合わせてコピーする

縦と横の倍率を別々に設定する

仕分けしてコピーする

複数の原稿を 1枚にまとめてコピーする

サイズが異なる原稿を一緒にコピーする

フルカラーやブラックなど、コピーするときの印刷カラーを設定できま
す。

詳しくは、p. 2-14をごらんください。

原稿のサイズと選択した倍率に合わせて、用紙を自動的に選択しコピーで
きます。

詳しくは、p. 2-16をごらんください。

原稿のサイズと選択した用紙のサイズに合わせて、倍率を自動的に選択し
コピーできます。

詳しくは、p. 2-18をごらんください。

縦、横それぞれの倍率を変えることで、原稿の画像を変形させてコピーで
きます。

詳しくは、p. 2-23をごらんください。

コピーの仕上り方法を選択できます。

詳しくは、p. 2-42、p. 2-43をごらん
ください。

複数枚の原稿を、1枚の用紙にまとめてコピーできます。

詳しくは、p. 2-32をごらんください。

サイズが異なる原稿を、1度に読込んでコピーできます。

詳しくは、p. 2-11をごらんください。

ABC ABC ABC

ABCABC ABC

ABC DEF ABC DEF

ABCABC
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 こんな機能があります
原稿の画質に合わせてコピーする

ネガポジ反転してコピーする

カラーコピー画質を最適にする

コピーを管理する

コピー条件を登録する

設定内容を確認する

タッチパネルの文字サイズを大きくする

割込んでコピーする

原稿の画質に合った画像でコピーできます。

詳しくは、p. 2-34、p. 2-36をごらん
ください。

原稿の画像をネガポジ反転してコピーできます。
カラーモードがフルカラーの場合、色相と明度を反転し、カラーモードが
ブラック、モノカラーの場合、明度を反転してコピーできます。 詳しくは、p. 7-18をごらんください。

カラー原稿を目的のイメージに合った画質に調整します。

詳しくは、p. 7-19をごらんください。

印刷待ち状況の確認をし、管理できます。

詳しくは、p. 10-2をごらんください。

よく使うコピー条件を登録し、必要なときに呼出してコピーできます。

詳しくは、p. 3-5をごらんください。

設定した内容を確認できます。また設定した内容の変更もできます。

詳しくは、p. 3-2をごらんください。

タッチパネルの文字やキーを見やすい大きな表示にし、基本的な操作をし
やすくします。

詳しくは、p. 1-13をごらんください。

コピーしているジョブを中断し、割込んでコピーできます。

詳しくは、p. 3-4をごらんください。

ABCABC
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ページの見かた
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原稿と用紙の表示について

本文中に出てくる原稿と用紙の表示について説明します。
原稿と用紙の大きさを表す場合、Y辺を幅、X辺を長さと呼びます。

幅（Y）よりも長さ（X）のほうが大きいものをwと表示します。

幅（Y）よりも長さ（X）のほうが小さいものを vと表示します。
11



マニュアル体系について

本製品のユーザーズガイドには、印刷物の冊子でご提供するユーザーズガイドと、ユーザーズガイドCD に
収められたPDF のユーザーズガイドがあります。

印刷物のユーザーズガイド
●すぐに使える操作ガイド
すぐに本製品をご利用いただけるよう使用頻度の高い機能や操作方法を紹介しています。
本製品をはじめてお使いになる場合や機能の概要を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんくださ
い。

●安全にお使いいただくために
本製品を安全にお使いいただくために守っていただきたい注意事項とお願いを記載しています。
本製品をお使いになる前に必ずお読みください。

ユーザーズガイドCD 収録のユーザーズガイド
●ユーザーズガイド（コピー機能編）＜本書＞
本製品のコピー機能およびメンテナンス方法について記載しています。
用紙と原稿について、便利な応用コピーのとりかた、消耗品の交換方法、紙づまりなどのトラブル対処方法
を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（プリンター機能編）
標準装着のプリンターコントローラーで設定できるプリンター機能について記載しています。
プリンター機能の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編）
ネットワークスキャン機能、G3ファクス機能、ネットワークファクス機能について記載しています。
Eメールなどによるネットワークスキャン機能やG3ファクス、インターネットファクス、IP アドレス
ファクス、IP 中継配信の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。
G3ファクス機能、インターネットファクス機能、IP アドレスファクス機能、IP 中継配信機能をご利用に
なるには、別途オプションの FAXキットを購入していただく必要があります。

●ユーザーズガイド（ファクスドライバー機能編）
コンピューターから直接ファクス送信を行うファクスドライバーの機能について記載しています。
PC-FAX の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。
ファクス機能をご利用になるには、別途オプションの FAX キットを購入していただく必要があります。

●ユーザーズガイド（ネットワーク管理者編）
本製品をネットワークに接続して利用するときに必要となる設定の内容や、ソフトウェアDIPSWによる設
定の変更方法、Assistant tool for C200 の使い方について記載しています。
ネットワーク設定、ソフトウェアDIPSW、Assistant tool for C200 について知りたい場合は、このユー
ザーズガイドをごらんください。

●商標／ライセンスについて
商標およびライセンスについて記載しています。
本製品をお使いになる前に必ずお読みください。
12



第 1章

ご使用いただく前に 第1章
ご使用いただく前に知っておきたいことや準備しておくことについて説明します。

1.1　 各部の名称とはたらき ........................................................................................1-2
1.2　 操作パネルの角度をかえる ................................................................................1-14
1.3　 主電源と副電源を入れる ...................................................................................1-16
1.4　 トレイ 1へ用紙をセットする ............................................................................1-22
1.5　 トレイ 2/3/4 へ用紙をセットする ......................................................................1-26
1.6　 LCTへ用紙をセットする ..................................................................................1-27
1.7　 手差しトレイへ用紙をセットする ......................................................................1-29



1.1　各部の名称とはたらき

1.1.1 オプション構成

No 名称 説明

1 本体部 スキャナー部で原稿が読込まれ、読取った画像がプリンター部で印刷
されます。
以降本文中では本機、本体、C200と呼びます。

2 自動両面原稿送り装置 DF-612 自動的に原稿が1枚ずつ送り出され、読込まれます。両面原稿も自動
的に反転して読込まれます。
以降本文中ではADFと呼びます。

3 オリジナルカバー OC-508 セットした原稿が動かないように押さえます。
以降本文中ではオリジナルカバーと呼びます。

4 ワーキングテーブル WT-503 原稿などを一時的に置くことができます。

5 ハンドセット HS-502 本機を通話にも使用する場合に取付けます。
FAXキットを取付けたときだけに装着できるオプションです。

6 自動両面ユニット AD-505 印刷された用紙が自動的に反転され、用紙の両面に印刷されます。
以降本文中では両面ユニットと呼びます。

7 マルチ手差し給紙ユニット MB-502 100 枚までの用紙をセットできます。
以降本文中では手差しトレイと呼びます。

8 給紙キャビネット PC-105 500 枚までの用紙をセットできます。
以降本文中では増設給紙キャビネットと呼びます。

9 給紙キャビネット PC-104 上段には 500枚までの用紙をセットでき、下段は収納ボックスとして
使用できます。
以降本文中では1段給紙キャビネットと呼びます。

10 給紙キャビネット PC-204 上段・下段に各500枚までの用紙をセットできます。
以降本文中では2段給紙キャビネットと呼びます。

4

5

7
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1.1　 各部の名称とはたらき
*1 印は図解してありません。
*2 印は本体内蔵のため図解してありません。

11 給紙キャビネット PC-405 2,500 枚までの用紙をセットできます。
以降本文中では LCTと呼びます。

12 専用デスク DK-504 専用デスクを使用することにより、本機をフロアに設置できます。
以降本文中では専用デスクと呼びます。

13 セパレータ JS-505 本体の排紙トレイに装着すると、印刷された用紙を仕分けることがで
きます。
以降本文中ではセパレータと呼びます。

14 アシストハンドル AH-101*1 オリジナルカバーまたはADFを閉じるときに使用します。

15 FAXキット FK-507*2 本機をファクス機として使用できます。

16 回線拡張キット ML-504*2 ファクス専用の電話回線を増設することができます。

17 ファクス済みスタンプユニット
SP-503*2

原稿が読取られたことをスタンプで確認できます。
詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファクス／ネッ
トワークファクス機能編」をごらんください。

18 交換用スタンプ MS-501*2 ファクス済みスタンプユニットの交換用スタンプです。

19 拡張メモリ EM-310*2 512MBの拡張メモリーです。
プリンター機能で両面印刷、セキュリティ印刷、ソート排紙、PDFの
ダイレクトプリントを行う場合や、スキャン機能のTWAINドライ
バーで原稿のデータを圧縮せずにスキャンする場合や、セパレータ装
着時のシフト排紙を行う場合に必要です。

製品の機能、品質を保持するため、床置きする場合には、専用デスクまたは給紙キャビネットを使用してください。

No 名称 説明
ご使用いただく前に 1-3



1.1　 各部の名称とはたらき
1.1.2 本体外部

※本図は本体にオプションのオリジナルカバー、両面ユニット、手差しトレイ、増設給紙キャビネット、
LCTを装着しています。

No 名称 説明

1 原稿押えパッド セットした原稿が動かないように押さえます。

2 両面ユニット 両面印刷を行うときに、用紙を反転します。

3 手差しトレイ 給紙トレイにセットされていないサイズの用紙や厚紙、OHPフィル
ム、はがき、封筒、ラベル用紙に印刷するときに使います。
普通紙は100枚、厚紙 1、厚紙 2、厚紙 3、OHPフィルム、はがき、
ラベル用紙は20枚、封筒は 10枚までセットできます。

4 LCT 2,500 枚までの普通紙をセットできます。
厚紙1、厚紙2、厚紙3は 1,000 枚までセットできます。

5 トレイ解除ボタン LCTを引出すときに押します。

6 トレイ 2 500枚までの普通紙をセットできます。
厚紙1、厚紙2、厚紙3は 150枚までセットできます。

7 トレイ 1 250枚までの普通紙をセットできます。
厚紙1、厚紙 2、厚紙 3、OHPフィルム、はがき、ラベル用紙、封筒
は20枚までセットできます。

8 前ドア トナーカートリッジの交換、廃棄トナーボックスの交換、イメージン
グユニットの交換、プリントヘッド清掃時に開きます。

9 排紙トレイ 印刷された用紙が排紙されます。

10 操作パネル 本機での各種設定を行います。

1
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1.1　 各部の名称とはたらき
※本図は本体にオプションのADF、両面ユニット、手差しトレイ、増設給紙キャビネット、2段給紙キャ
ビネットを装着しています。

No 名称 説明

11 左カバー 紙づまり処理をするときに開きます。

12 左カバー解除レバー 左カバーを開くときに使用します。

13 ガイド板 原稿の幅に合わせて調整します。

14 原稿給紙トレイ 原稿を上向きにセットします。

15 原稿排出トレイ 読込みの終わった原稿が排出トレイの上に排紙されます。

16 副電源スイッチ 本機の動作をON/OFFします。
OFFのときは節電状態になります。

17 両面ユニットロック解除レバー 両面ユニットドアを開いて紙づまりを処理するときに使用します。

18 両面ユニットドア 両面ユニット内で紙づまりを処理するときに開きます。

19 右上ドア解除レバー 右上ドアを開くときに使用します。

20 右中ドア トレイ2給紙部で紙づまりを処理するときに開きます。

21 右中ドア解除レバー 右中ドアを開くときに使用します。

22 右下ドア トレイ 3/4 で紙づまりを処理するときに使用します。

23 右下ドア解除レバー 右下ドアを開くときに使用します。

24 トレイ 4/ 収納ボックス 1段給紙キャビネット装着時、収納ボックスとして使用します。
2段給紙キャビネット装着時、500枚までの普通紙をセットできます。
厚紙1、厚紙 2、厚紙 3は 150枚までセットできます。

25 トレイ 3 500枚までの普通紙をセットできます。厚紙 1、厚紙 2、厚紙 3は
150枚までセットできます。

26 プリントランプ 本機の状態に合わせて点滅、点灯します。
緑色点滅：印刷中
オレンジ色点灯：警告中

1311 12 14 15
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1.1　 各部の名称とはたらき
※本図は本体にオプションのADF、両面ユニット、手差トレイ、増設給紙キャビネット、LCT、FAXキッ
ト、回線拡張キットを装着しています。

※本図は本体にオプションのADF、両面ユニット、手差トレイ、増設給紙キャビネット、2段給紙キャビ
ネットを装着しています。

27
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1.1　 各部の名称とはたらき
No 名称 説明

27 ネットワーク用ポート
（10Base-T/100Base-TX）

本機をネットワークプリンター、ネットワークスキャナーとして使用
するときにネットワークケーブルを接続します。

28 USBポート（タイプB）
USB2.0/1.1

USB接続のプリンターとして使用するときに接続します。

29 ポート 2回線コネクター
（LINE PORT2）

一般加入電話回線を接続するときに使用します。
オプションの回線拡張キットを装着した場合に使用します。

30 外付け電話機接続用コネクター
（TEL PORT2）

外付け電話機のコードを接続します。

31 ポート 1回線コネクター
（LINE PORT1）

一般加入電話回線を接続するときに使用します。

32 外付け電話機接続用コネクター
（TEL PORT1）

外付け電話機のコードを接続します。

33 ハンドセット用コネクター
（HAND SET）

オプションのハンドセットを接続するときに使用します。

34 外付け電話機接続用コネクター
（TEL）

外付け電話機のコードを接続します。
オプションのハンドセットを装着した場合は、外付け電話機接続用コ
ネクター（TEL PORT1）は使用できません。

35 ADF用コネクター ADFのコードを接続します。

36 セパレータ用コネクター セパレータのコードを接続します。

37 オゾンフィルター 本体内部で発生したオゾンを回収します。

38 電源コード 本機に電源を供給します。

39 防湿ヒーター電源スイッチ 防湿ヒーターの動作をON/OFFします。ONのとき用紙の湿気を防止
します。
防湿ヒーターはオプションの1段 /2 段給紙キャビネット、LCT、専用
デスクを購入した場合にご利用になれます。
ご使用いただく前に 1-7



1.1　 各部の名称とはたらき
1.1.3 本体内部

No 名称 説明

1 原稿ガラス セットした原稿の画像を読込みます。

2 定着ユニット上カバー 定着部での紙づまり処理をするときに開きます。

3 定着カバーレバー【M2】 定着部での紙づまり処理をするときに開きます。

4 右上ドア 本体内部での紙づまりの処理をするときに開きます。

5 ロック解除つまみ イメージングユニットを取外すときに使用します。

6 イメージングユニット 印刷イメージを生成します。

7 プリントヘッド窓清掃具 イメージングユニットの交換時などに、プリントヘッド窓の表面を清
掃します。

8 廃棄トナーボックス 使用済みの廃棄トナーをボックス内に回収します。

9 主電源スイッチ 本体の電源のONまたはOFFを行います。

10 トータルカウンター 現在までの総印刷枚数を表示します。

11 ロックヅメ トナーカートリッジを取外すときに使用します。

12 トナーカートリッジ シアン（C）、マゼンタ（M）、イエロー（Y）、ブラック（K）の 4色の
トナーカートリッジがあります。4色のトナーを組合わせてフルカ
ラー画像を生成します。

13 スリットガラス ADF使用時にこの部分で原稿の画像を読取ります。

14 原稿スケール スケールに合わせて原稿をセットします。またセットした原稿のサイ
ズを測るときに使用します。
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1.1　 各部の名称とはたらき
1.1.4 セパレータ JS-505

No 名称 説明

1 紙づまり処理ダイアル セパレータ内で紙づまりをおこした用紙を取出すときに回します。

2 取出し補助レバー 印刷された用紙を取出すときに使用します。

3 第 2排紙トレイ 印刷された用紙が排紙されます。

4 第 1排紙トレイ 印刷された用紙が排紙されます。

5 補助トレイ A4 wより長い用紙のときに引出して使用します。

1
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1.1　 各部の名称とはたらき
1.1.5 操作パネル

No 名称 説明

1 タッチパネル 各設定画面やメッセージが表示されます。
タッチパネルに直接タッチして各設定を行うことができます。

2 【設定内容】キー 各種機能の設定を確認することができます。

3 【設定メニュー /カウンタ】キー 設定メニュー画面、セールスカウンタ画面に切換えることができます。

4 【ファクス /スキャン】キー ファクス機能、スキャナー機能に切換わります。
ファクス機能、スキャナー機能中は【ファクス /スキャン】が緑色に
点灯します。
詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファクス／ネッ
トワークファクス機能編」をごらんください。

5 【コピー】キー コピー機能に切換わります。（初期設定ではコピー機能が選択されてい
ます。）
コピー機能中は【コピー】が緑色に点灯します。

6 【リセット】キー 操作パネル、またはタッチパネルで入力した全ての設定（登録した設
定は除く）をリセットできます。

7 【ID】キー 部門管理を設定している場合、部門名とパスワードを入力したあとに
このキーを押すと本機が使用できるようになります。

8 【副電源スイッチ】 本機の動作をON/OFFします。OFFのときは節電状態となります。

9 【割込み】キー 割込み機能に切換わります。割込み機能中は【割込み】が緑色に点灯
し、タッチパネルに「割込み中です」と表示されます。割込み機能中
に【割込み】を押すと割込み機能を解除できます。

10 【ストップ】キー コピー中に【ストップ】を押すと、コピーを中止します。動作中のコ
ピージョブは削除されます。詳しくは、「読込み・印刷を中止する」
（p. 2-44）をごらんください。
スキャン中に【ストップ】を押すと、読込んだデータの削除確認画面
が表示されます。詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン
／ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらんください。

11 【スタート】キー コピー、スキャン、ファクスなどの動作を開始します。本機が動作を
開始できる状態のときは【スタート】が青色に点灯します。【スター
ト】がオレンジ色に点灯しているときはコピーを開始できません。
一時停止中のジョブが再開します。ジョブについて詳しくは、「ジョブ
リスト画面の概要」（p. 10-2）をごらんください。

12 主電源ランプ 【主電源スイッチ】がONのときに緑色に点灯します。

13 テンキー 部数の設定ができます。
倍率の入力ができます。
各種の設定値の入力ができます。

1 2 3

7
8
9

10

11

121315 1417 16

4 5 6
ご使用いただく前に 1-10



1.1　 各部の名称とはたらき
1.1.6 基本的な設定をする画面（基本設定画面）
電源を入れてコピー可能な状態になると、基本設定画面が表示されます。
画面内に表示されたキーを指で軽く押すことにより、表示された機能やモードを選択できます。

基本設定画面

14 【C】クリアキー テンキーで入力した数値（コピー部数、倍率、サイズなど）を取消す
ことができます。

15 【コントラスト】ダイアル タッチパネルのコントラストの調整ができます。

16 【拡大表示】キー 拡大表示画面に切換えることができます。

17 【ユニバーサル】キー ユニバーサル機能の設定画面に切換わります。

タッチパネルに強い力を加えると、タッチパネルに傷が付いて破損の原因となります。
タッチパネルを強く押したり、先のとがったシャープペンシルなどで押さないでください。

No 名称 説明

1 メッセージ表示エリア 本機の状態や操作手順などを表示します。

2 機能表示エリア 機能を選択するキーが表示されています。
キーを押すことにより、画面が各機能の設定画面に切換わります。

3 アイコン表示エリア ジョブの状態、装置の状態を表すアイコンを表示します。

4 ［混載 /Z折れ］キー サイズの異なる原稿や、折ぐせ（Z折れ原稿）のついた原稿をセット
して読込ませるときに押します。

5 ［仕上り］キー ソート、グループ、仕分けの設定をします。

6 ［ジョブリスト］キー 現在実行中、および待機中のジョブを表示します。

7 ［プログラム呼出し］キー よく使うコピーの設定を登録し、登録したコピープログラムを呼出し
てコピーできます。

No 名称 説明

456

3

2

7

1

ご使用いただく前に 1-11



1.1　 各部の名称とはたらき
1.1.7 タッチパネル内で表示されるアイコンについて

アイコン 説明

コピー動作中を示します。

受信ジョブの印刷中を示します。

印刷待ちのジョブがあることを示します。

受信ジョブの印刷停止が設定されていることを示します。

機能に関係なく、本機がデータを受信していることを示します。

機能に関係なく、本機からデータを送信していることを示します。

部門管理モードで、部門にログインしている状態を示します。

給紙トレイに用紙がセットされていないことを示します。

トナーカートリッジの交換時期を示します。

イメージングユニットの交換時期を示します。

廃棄トナーボックスの交換時期を示します。

POPサーバーへの接続エラー時に表示されます。

画像安定化機能、印刷機能、スキャナー機能に異常が発生していることを示します。
サービス実施店に連絡してください。
ご使用いただく前に 1-12



1.1　 各部の名称とはたらき
1.1.8 タッチパネルを拡大表示するとき
【拡大表示】を押すと拡大表示が点滅します。点滅中に拡大したい部分を押すと、タッチパネルの表示が拡
大されます。もう一度【拡大表示】を押すと元の表示に戻ります。
【拡大表示】が点滅中は、他のキーを操作できません。
拡大した状態でもタッチパネルの操作を行うことができます。

ひとこと

拡大表示中にタッチパネルを操作したときの画面表示のしかたは、ソフトウェアDIPSW（モード 501）で設定できま
す。ソフトウェアDIPSWについては、「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」をごらんください。

【拡大表示】が点滅 【拡大表示】が点灯

この部分を押すと、左
上方向にスクロールし
ます。

矢印を押すと、下方向
にスクロールします。

矢印を押すと、上方向
にスクロールします。

この部分を押すと、右
上方向にスクロールし
ます。

矢印を押すと、右方向
にスクロールします。
右端までスクロールす
ると、一行分改行して
左端を表示します。

この部分を押すと、左
下方向にスクロールし
ます。

矢印を押すと、左方向
にスクロールします。
左端までスクロールす
ると、一行分改行して
右端を表示します。

この部分を押すと、右
下方向にスクロールし
ます。

キー操作をして他の画面
に切換えると元の表示に
戻りますが、もう一度
タッチパネルを押すと、
拡大表示に戻ります。
ご使用いただく前に 1-13



1.2　操作パネルの角度をかえる

本機の操作パネルは、操作面の角度を 3段階に設定できます。
使いやすい角度を選んでご使用ください。

1.2.1 操作パネルの角度のかえかた

A 操作パネルを少し持上げロックを解除します。

操作パネルがゆっくりと下り、下段位置で止まります。

① 上段位置（ホーム位置）
② 中段位置
③ 下段位置
ご使用いただく前に 1-14



1.2　 操作パネルの角度をかえる
ひとこと

操作パネルを中段位置から下段位
置に戻す場合は、上段位置まで持
上げてロックを解除して、下段位
置に戻してください。

B 操作パネルを下段位置から中段位置に止める場合は、操作パネ
ルを中段位置まで持上げます。

操作パネルが中段位置で止まります。

C 操作パネルを中段位置から上段位置に止める場合は、操作パネ
ルを上段位置まで持上げます。

操作パネルが上段位置で止まります。

操作パネルを持上げる場合にタッ
チパネルを持っての移動は行わな
いでください。
ご使用いただく前に 1-15



1.3　主電源と副電源を入れる

本機には、【主電源スイッチ】と【副電源スイッチ】の 2つの電源ス
イッチがあります。

1.3.1 電源の入れかた
【主電源スイッチ】は、本機の全ての機能に対してON/OFF します。通
常、【主電源スイッチ】はONの状態にしておきます。
【副電源スイッチ】では、コピー、印刷、スキャナー機能など本機の動作
に対してON/OFF をします。【副電源スイッチ】をOFFにすると節電
状態となります。

A 前ドアを開き、【主電源スイッチ】の【 1 】を押します。

B 前ドアを閉じます。

C 【副電源スイッチ】を押します。

タッチパネルの表示を確認します。

【副電源スイッチ】をONにする
と、【スタート】がオレンジ色に点
灯し、起動中を表す画面が表示さ
れます。
数秒後、メッセージが「ウォーム
アップ中です。読込みできます」
に切換わり、【スタート】が青色に
点灯すると、ジョブの予約を受け
付けることができます。

ひとこと

【副電源スイッチ】をONにしたあ
とのウォームアップ中でも、ジョ
ブを予約できます。詳しくは、
「ウォームアップ中に読込みする」
（p. 1-17）をごらんください。
ウォームアップ完了後に、読込ん
だ画像が印刷されます。

ウォームアップ時間については、
「本体仕様」（p. 5-2）をごらんく
ださい。

電源をONにしてから操作パネル、
タッチパネルで設定をする前の状
態、または【リセット】を押して
操作パネル、タッチパネルで入力
した設定を取消した状態を初期設
定と呼びます。初期設定は変更で
きます。詳しくは、「コピー設定」
（p. 11-6）をごらんください。
出荷時に設定されている本機の状
態を出荷時設定といいます。
ご使用いただく前に 1-16



1.3　 主電源と副電源を入れる
1.3.2 ウォームアップ中に読込みする

A 【副電源スイッチ】をONにします。

【スタート】がオレンジ色に点灯します。

ウォームアップ画面が表示されたあと、基本設定画面が表示さ
れ、【スタート】が青色に点灯します。

B タッチパネルの「ウォームアップ中です。読込みできます」と
いうメッセージを確認します。

原稿のセットについては、「原稿を
セットする」（p. 2-6）をごらんく
ださい。

C 原稿をセットします。

D 必要に応じて、そのほかのコピー条件を設定します。

コピー部数設定については、「コ
ピー操作の流れ」（p. 2-2）をごら
んください。

E テンキーでコピー部数を設定します。

印刷中にコピージョブを停止した
いときは、【ストップ】を押しま
す。詳しくは、「読込み・印刷を中
止する」（p. 2-44）をごらんくだ
さい。

F 【スタート】を押します。
ウォームアップが完了したとき、自動的に印刷を開始しま
す。

【副電源スイッチ】をONにして出
力できるまでのウォームアップ中
に、コピー条件を設定し、原稿を
読込むコピー予約ができます。
ウォームアップが完了すると自動
的に出力できます。

電源の入れ方については、「電源の
入れかた」（p. 1-16）をごらんく
ださい。
ご使用いただく前に 1-17



1.3　 主電源と副電源を入れる
1.3.3 電源の切りかた

A 【副電源スイッチ】を押します。

タッチパネルの表示が消えたことを確認します。

B 前ドアを開き、【主電源スイッチ】の【2】を押します。

C 前ドアを閉じます。

1.3.4 自動的に設定を取消す（オートリセット）
【リセット】を押さなくても、本機を操作しなくなってから一定時間経過
したときコピー枚数など登録されていない設定が取消され、初期設定に
戻ります。
これをオートリセットといいます。
出荷時設定では 1分を経過するとオートリセット機能がはたらきます。

･【主電源スイッチ】をOFFした
あとに、すぐにON する場合は、
主電源をOFFにして、10秒以
上経過してからONにしてくだ
さい。間隔をあけないと、正常
に機能しないことがあります。
･ 印刷中に【主電源スイッチ】、
【副電源スイッチ】をOFFにし
ないでください。紙づまりをお
こします。
･ 画像の読込み中や、送受信中に
【主電源スイッチ】、【副電源ス
イッチ】をOFFにしないでくだ
さい。読込み中のデータや、通
信中のデータは削除されてしま
います。
･ 登録されたジョブや、蓄積され
たジョブの印刷待機中に【主電
源スイッチ】をOFFにしないで
ください。印刷されていない
ジョブは削除されてしまいます。

【主電源スイッチ】、【副電源スイッ
チ】をOFFにすると、以下の項目
が取消されます。
･登録されていない設定
･印刷待機中のジョブ

･ オートリセット機能がはたらく
までの時間や、オートリセット
をするかしないかの設定は、設
定メニューで変更できます。詳
しくは、「＜パワーセーブ設定
＞」（p. 11-14）をごらんくだ
さい。
ご使用いただく前に 1-18



1.3　 主電源と副電源を入れる
1.3.5 自動的に節電状態にする（低電力）
本機は節電のため、本機を操作しなくなってから一定時間経過すると、
タッチパネルの表示を消すなど、自動的に節電状態になります。
これを低電力モードといいます。
低電力モードのときでも、本機はジョブを受け付けることができます。
出荷時設定では 10分を経過すると低電力モードになります。

＜低電力モードからの復帰のしかた＞

% 操作パネル上のキー、またはタッチパネル面を押します。
ADFに原稿をセットしたり、ADF、オリジナルカバーを開
けた場合も低電力モードから復帰します。
タッチパネルの表示が点灯し、ウォームアップを開始しま
す。

1.3.6 自動的に節電状態にする（スリープ）
本機は節電のため、本機を操作しなくなってから一定時間経過すると、
自動的に節電状態になります。
低電力モードよりも節電効果が得られますが、再度コピーを行うための
ウォームアップにかかる時間は低電力モードよりもかかります。
出荷時設定では 20分を経過するとスリープモードになります。

＜スリープモードからの復帰のしかた＞

% 操作パネル上のキー、またはタッチパネル面を押します。
ADFに原稿をセットしたり、ADF、オリジナルカバーを開
けた場合もスリープモードから復帰します。
タッチパネルの表示が点灯し、ウォームアップを開始しま
す。

1.3.7 タッチパネルを暗くする（LCDバックライ
トオフ）

本機は節電のため、本機を操作しなくなってから一定時間経過すると、
タッチパネルの表示を消し節電状態となります。
出荷時設定では 1分を経過するとタッチパネルの表示が消えます。

＜ LCDバックライトオフからの復帰のしかた＞

% 操作パネル上のキー、またはタッチパネル面を押します。
ADFに原稿をセットしたり、ADF、オリジナルカバーを開
けた場合も LCDバックライトオフから復帰します。

低電力モードに切換わる時間を変
更できます。
詳しくは、「＜パワーセーブ設定
＞」（p. 11-14）をごらんくださ
い。

スリープモードが動作するまでの
時間を変更できます。詳しくは、
「＜パワーセーブ設定＞」（p. 11-
14）をごらんください。

出荷時設定では本機を操作しなく
なってから10分が経過すると、
低電力モードになり、20分が経過
するとスリープモードに切換わり
ます。
ご使用いただく前に 1-19



1.3　 主電源と副電源を入れる
1.3.8 部門ごとに本機の使用者を制限する（部門
認証）

管理者によって部門管理設定が行われると、部門登録された特定の方の
みが本機を使用できます。また部門ごとに印刷枚数などの管理もできま
す。
これを部門管理といいます。

原則

部門管理機能を使用すると、各部門に設定された部門名、パスワードを入力した
方のみが、本機を使用できます。
部門名、パスワードが不明な場合は、管理者の方にご確認ください。

A ［部門名］を押します。

B 部門名を入力し、［OK］を押します。

パスワードを登録していない場合
は、パスワードを入力せずログイ
ンできます。

C ［パスワード］を押します。

部門管理の設定手順については、
「認証設定」（p. 11-31）をごらん
ください。

･ 部門管理は設定メニューの管理
者保守で設定します。設定は管
理者の方が行ってください。
･ 部門は 50件まで登録できます。
･ 部門管理でログインすると、割
込みコピーを行うことはできま
せん。
･ 部門管理モードにログインする
ときの画面表示のしかたは、ソ
フトウェアDIPSW（モード
471）で設定できます。ソフト
ウェアDIPSW については、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
ご使用いただく前に 1-20



1.3　 主電源と副電源を入れる
D パスワードを入力し、［OK］を押します。

E ［ログイン］または【ID】を押します。

基本設定画面が表示されます。

F 目的の機能でコピーします。

G 操作がすべて終了したら、【ID】を押します。

ログアウト確認画面が表示されます。

H ［はい］を押します。

部門認証画面が表示されます。
ご使用いただく前に 1-21



1.4　トレイ 1へ用紙をセットする

ここではトレイ 1へ用紙をセットする手順を説明します。

A トレイ 1を引出します。

B 押し上げ板を“カチッ”とロックするまで押下げます。

C ガイド板をスライドさせ、用紙のサイズに合わせます。

トレイ 1へセットできる用紙サイ
ズ、用紙種類については、「用紙に
ついて」（p. 6-2）をごらんくださ
い。

ローラーには手を触れないように
注意してください。

セットした用紙に対して、ガイド
板の位置が合っていない場合、用
紙サイズを正しく検出できません。
必ずガイド板は、セットした用紙
サイズの位置に合わせてください。

ガイド板
ご使用いただく前に 1-22



1.4　 トレイ 1へ用紙をセットする
A3サイズを超える用紙をセットする場合は、トレイ左側の
ガイドを図のようにセットしてください。

D 印刷したい面（用紙の開封した面）を上向きにして用紙をセッ
トします。

･ 用紙がカールしている場合は、
用紙のカールを伸ばしてから
セットしてください。
･ 用紙は�マークを超えないよう
にセットしてください。
･ 用紙はガイドに乗上げないよう
にセットしてください。
紙づまりの原因となります。

＜普通紙の場合＞

�マーク

･ はがきとは、100 × 148 mm
（郵政はがき）を指します。100 
× 148 mm（郵政はがき）以外
のはがきを使用する場合は、使
用するはがきのサイズを確認し
たうえで、不定形サイズ画面に
てサイズ設定したのちご使用く
ださい。
･ はがきをセットした場合は、［サ
イズ指定］で［はがき］を設定
してください。
･ トレイ 1には最大 20枚のはが
きをセットできます。

＜はがきの場合＞
ご使用いただく前に 1-23



1.4　 トレイ 1へ用紙をセットする
E トレイ 1を閉じます。

･ OHPフィルムをセットする場合
は、図のように v方向にセット
してください。w方向にはセッ
トしないでください。
･ トレイ 1には最大 20枚のOHP
フィルムをセットできます。

＜OHPフィルムの場合＞

･ 封筒をセットする場合は、封筒
内部の空気を押出し、封筒の折
り目をしっかり押さえてくださ
い。空気が残っていたり、折り
目がしっかり押さえられていな
いと、紙にしわができたり、紙
づまりの原因になります。
･ 封筒をセットする場合は、図の
ように封印部を下側にしてセッ
トしてください。封印部を上側
にしてセットすると紙づまりの
原因になります。封印部側に印
刷はできません。
･ トレイ 1には最大 20枚の封筒
をセットできます。

＜封筒の場合＞

封印部

トレイ 1には最大 20枚のラベル
用紙をセットできます。

＜ラベル用紙の場合＞

専用紙をセットした場合は、用紙
種類の設定が必要です。詳しくは
「専用紙として設定する」（p. 6-
13）をごらんください。
ご使用いただく前に 1-24



1.4　 トレイ 1へ用紙をセットする
F 用紙種類を選択します。

OHPフィルム、封筒に印刷する場合は、［↓］を押してから
選択します。

G ［OK］を押します。

基本設定画面に戻ります。

･ はがき以外をセットした場合は、
適した用紙種類に変更してくだ
さい。
･ ラベル用紙を使用する場合は、
［厚紙1］に設定してください。
･ OHPフィルムはブラック印刷の
みに対応しています。OHPフィ
ルムを選択するときは、カラー
設定で［ブラック］を指定して
から用紙種類を選択してくださ
い。

ひとこと

［はがき］を選択すると、用紙の種
類は［厚紙3］に自動設定されま
す。

･ 用紙サイズの詳細については、
「用紙について」（p. 6-2）をご
らんください。
･ 不定形サイズの設定のしかたに
ついては、「不定形紙をセットす
る（不定形）」（p. 6-8）をごら
んください。
･ ワイド紙の設定のしかたについ
ては、「ワイド紙の設定をする」
（p. 6-11）をごらんください。
･ 特殊紙の詳細については、「専用
紙について」（p. 6-3）をごらん
ください。
ご使用いただく前に 1-25



1.5　トレイ 2/3/4 へ用紙をセットする

用紙のセット方法は、トレイ 2/3/4 で同じ手順です。
ここではトレイ 2へ用紙をセットする場合の手順を説明します。

A トレイ 2を引出します。

B ガイド板をスライドさせ、用紙のサイズに合わせます。

C 印刷したい面（用紙の開封した面）を上向きにして用紙をセッ
トします。

専用紙をセットした場合は、用紙
種類の設定が必要です。詳しくは
「専用紙として設定する」（p. 6-
13）をごらんください。

D トレイ 2を閉じます。

ひとこと

トレイ 2/3/4 はオプションです。

トレイ 2/3/4 へセットできる用紙
サイズ、用紙種類については、「用
紙について」（p. 6-2）をごらんく
ださい。

フィルムには手を触れないように
注意してください。

フィルム

セットした用紙に対して、ガイド
板の位置が合っていない場合、用
紙サイズを正しく検出できません。
必ずガイド板は、セットした用紙
サイズの位置に合わせてください。

ガイド板

･ 用紙がカールしている場合は、
用紙のカールを伸ばしてから
セットしてください。
･ 用紙は�マークを超えないよう
にセットしてください。

ひとこと

･ OHPフィルム、ラベル用紙、封
筒、はがきに印刷したい場合は、
トレイ1または手差しトレイを
使用してください。

＜普通紙の場合＞

�マーク
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1.6　LCTへ用紙をセットする

A トレイ解除ボタンを押します。

原則

【主電源スイッチ】がONになっている場合でも、【副電源スイッチ】がOFFに
なっているときは、トレイ解除ボタンを押しても LCTを引出すことができませ
ん。【副電源スイッチ】もONにしてください。

LCTのロックが解除されて、LCTのトレイが少し前に出てき
ます。

B LCTを引出します。

C LCTの右段に、印刷したい面（用紙の開封した面）を上向きに
して、用紙をセットします。

ひとこと

･ LCTはオプションです。
･ 低電力モード時やスリープモー
ド時にトレイ解除ボタンを押し
ても LCTは引出すことができま
せん。
低電力モード、スリープモード
から復帰してください。

フィルムには手を触れないように
注意してください。

ひとこと

LCTへセットできる用紙サイズ、
用紙種類については、「用紙につい
て」（p. 6-2）をごらんください。

フィルム

･ 用紙がカールしている場合は、
用紙のカールを伸ばしてから
セットしてください。
･ 用紙は�マークを超えないよう
にセットしてください。

ひとこと

･ OHPフィルム、ラベル用紙、封
筒、はがきに印刷したい場合は、
トレイ1または手差しトレイを
使用してください。

�マーク
ご使用いただく前に 1-27



1.6　 LCTへ用紙をセットする
D LCTの左段に、印刷したい面（用紙の開封した面）を上向きに
して、用紙をセットします。

専用紙をセットした場合は、用紙
種類の設定が必要です。詳しくは
「専用紙として設定する」（p. 6-
13）をごらんください。

E LCTを閉じます。

用紙は�マークを超えないように
セットしてください。

�マーク
ご使用いただく前に 1-28



1.7　手差しトレイへ用紙をセットする

給紙トレイにセットされていないサイズの用紙や、はがき、封筒、OHP
フィルム、ラベル用紙に印刷したい場合に手差しトレイを使用します。

A 手差しトレイを開きます。
大きなサイズの用紙をセットする場合は、補助トレイを開き
ます。

B 印刷したい面を下向きにし、用紙の先端を奥まで差込んでセッ
トします。

C ガイド板をスライドさせ、用紙のサイズに合わせます。

ひとこと

手差しトレイはオプションです。

手差しトレイの用紙サイズの設定
については、「用紙サイズを指定す
る（サイズ指定）」（p. 6-7）をご
らんください。

補助トレイ

･ 用紙は�マークを超えないよう
にセットしてください。
･ 用紙は手差しトレイに対して水
平にセットしてください。後端
が持上がった状態で用紙をセッ
トすると、用紙サイズが正しく
検出されないことがあります。
･ ガイド板を確実に用紙の端面に
合わせてください。
･ 用紙がカールしている場合は、
用紙のカールを伸ばしてから
セットしてください。

セットする用紙の下面に画像が印
刷されます。

ガイド板

･ はがきとは、100 × 148 mm
（郵政はがき）を指します。100 
× 148 mm（郵政はがき）以外
のはがきを使用する場合は、使
用するはがきのサイズを確認し
たうえで、不定形サイズ画面に
てサイズ設定したのちご使用く
ださい。
･ はがきをセットした場合は、［サ
イズ指定］で［はがき］を設定
してください。
･ はがきをセットする場合は、図
のようにw方向にセットしてく
ださい。v方向にはセットしな
いでください。
･ 手差しトレイには最大20枚のは
がきをセットできます。

＜はがきの場合＞
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1.7　 手差しトレイへ用紙をセットする
･ OHPフィルムをセットする場合
は、図のように v方向にセット
してください。w方向にはセッ
トしないでください。
･ 手差しトレイには最大20枚の
OHPフィルムをセットできま
す。

＜OHPフィルムの場合＞

･ 封筒をセットする場合は、封筒
内部の空気を押出し、封筒の折
り目をしっかり押さえてくださ
い。空気が残っていたり、折り
目がしっかり押さえられていな
いと、紙にしわができたり、紙
づまりの原因になります。
･ 封筒をセットする場合は、図の
ように封印部を上側にしてセッ
トしてください。封印部を下側
にしてセットすると紙づまりの
原因になります。封印部側に印
刷はできません。
･ 手差しトレイには最大 10枚の封
筒をセットできます。

＜封筒の場合＞

封印部

･ ラベル用紙をセットする場合は、
図のようにw方向にセットして
ください。v方向にはセットし
ないでください。
･ 手差しトレイには最大 20枚のラ
ベル用紙をセットできます。

＜ラベル用紙の場合＞

印刷し
たい面
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1.7　 手差しトレイへ用紙をセットする
D 用紙種類を選択します。

OHPフィルム、封筒に印刷する場合は、［↓］を押してから
選択します。

E ［OK］を押します。

基本設定画面に戻ります。

･ はがき以外をセットした場合は、
適した用紙種類に変更してくだ
さい。
･ ラベル用紙を使用する場合は、
［厚紙1］に設定してください。
･ OHPフィルムはブラック印刷の
みに対応しています。OHPフィ
ルムを選択するときは、カラー
設定で［ブラック］を指定して
から用紙種類を選択してくださ
い。

ひとこと

［はがき］を選択すると、用紙の種
類は［厚紙3］に自動設定されま
す。

･ 用紙サイズの詳細については、
「用紙について」（p. 6-2）をご
らんください。
･ 不定形サイズの設定のしかたに
ついては、「不定形紙をセットす
る（不定形）」（p. 6-8）をごら
んください。
･ ワイド紙の設定のしかたについ
ては、「ワイド紙の設定をする」
（p. 6-11）をごらんください。
･ 特殊紙の詳細については、「専用
紙について」（p. 6-3）をごらん
ください。
ご使用いただく前に 1-31
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2.1　コピー操作の流れ

コピーをとるときの操作の流れを説明します。
ここでは、片面原稿を基本的な操作でコピーする方法を説明します。

A 【コピー】を押し、コピー機能画面を表示させます。

B 原稿をセットします。
原稿のセットのしかたについて詳しくは、（p. 2-6）をごら
んください。

C 必要に応じて、各機能の設定をします。

出荷時設定では、初期設定として以下の設定がされていま
す。
［カラー］：ブラック
［用紙］：自動用紙
［倍率］：等倍（× 1.000）
［片面 /両面］：片面＞片面
［画質 /濃度］：文字写真
カラーの設定については、（p. 2-14）をごらんください。

用紙サイズの設定については、（p. 2-16）をごらんください。

倍率の設定については、（p. 2-18）をごらんください。

原稿とコピー機能の設定については、（p. 2-28）をごらんく
ださい。
原稿の画質については、（p. 2-34）をごらんください。

コピー濃度の設定については、（p. 2-36）をごらんくださ
い。
集約コピーの設定については、（p. 2-31）をごらんくださ
い。
コピーの仕上りについては、（p. 2-41）をごらんください。

応用機能の設定については、（p. 7-1）をごらんください。

ひとこと

コピー機能の使用を許可するかど
うかはソフトウェアDIPSW
（モード 403）で設定できます。ソ
フトウェアDIPSWについては、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。

･ 各機能には組合わせて設定でき
ないものがあります。
組合わせて設定できない機能に
ついては、「組合わせできない操
作について」（p. 2-4）をごらん
ください。
･ 一度にコピーできる部数の上限
を設定できます。設定のしかた
については、「セキュリティ設定
をする」（p. 11-41）をごらん
ください。
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2.1　 コピー操作の流れ
D テンキーでコピー部数を入力します。

コピー部数を間違えて入力した場合は、【C】を押してもう 1
度入力しなおしてください。

E 【スタート】を押します。

ひとこと

受付完了画面の表示時間を変更で
きます。変更のしかたについては、
「受付完了画面の表示を設定する」
（p. 3-14）をごらんください。

F 受付時刻、ジョブ番号を確認し、［OK］を押します。

［OK］を押さなくても、自動的にコピーが開始されます。

コピーを中止したい場合は、【ストップ】を押してください。
詳しくは、（p. 2-44）をごらんください。
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2.2　組合わせできない操作について

各機能には組合わせて設定できないものがあります。
組合わせできない操作を行った場合の動作には、以下の 2種類がありま
す。

あとから設定したものが優先される。（先に設定したものは解除さ
れる。）
先に設定したものが優先される。（警告メッセージが表示される。）

2.2.1 あとから設定した機能が優先される場合
ここでは、仕分けを設定してから混載 /Z 折れを設定する場合について説
明します。

A 仕分けを設定します。

B 混載 /Z折れを設定します。

仕分けは自動で解除され、混載 /Z折れが有効になります。

仕分けを有効にする場合は、混載 /Z折れを解除し、再度仕分け
の設定を行います。
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2.2　 組合わせできない操作について
2.2.2 先に設定した機能を優先する場合
組合わせ禁止の警告メッセージが表示された場合、それらの機能は組合
わせできません。
ここでは、混載 /Z折れを設定してから仕分けを設定する場合について説
明します。

A 混載 /Z折れを設定します。

B 仕分けを設定します。

「混載 /Z 折れとは同時設定できません」と表示され、仕分けは
設定できません。

混載 /Z折れが有効となり、仕分けは無効となります。

仕分けを有効にする場合は、混載 /Z折れを解除し、再度仕分け
の設定を行います。
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2.3　原稿をセットする

原稿のセット方法には以下の 2種類の方法があります。原稿の種類に合
わせて最適な原稿セットを行ってください。

2.3.1 ADFに原稿をセットする

A ガイド板を原稿のサイズに合わせます。

B 原稿のオモテ面を上にして、原稿を読込み順に原稿給紙トレイ
にセットします。
原稿の天部（上側）が奥側、または左側になるようにしま
す。

ひとこと

ADFはオプションです。
原稿セット方法 特長

ADFの場合 複数枚の原稿の上から自動的に1枚ずつ送り出し、読込
みます。両面原稿も自動的に読込むことができます。

原稿ガラスの場合 原稿を原稿ガラス上に直接セットして原稿を読込みます。
本などのADFにセットできない原稿を読込むのに適して
います。

クリップやステープルなどでとじ
られた原稿は、絶対にセットしな
いでください。

ADFにセットできる原稿について
は、「原稿について」（p. 6-17）を
ごらんください。

･ 原稿は 70枚または�マークを
超えてセットしないでください。
原稿づまりや原稿破損の原因と
なります。また、故障の原因と
なります。
･ 原稿のセットが不完全な場合、
原稿が斜め送りされ、原稿づま
りや原稿破損の原因となります。

A A
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2.3　 原稿をセットする
C ガイド板を原稿に沿わせます。

2.3.2 原稿ガラス上に原稿をセットする

A ADFまたはオリジナルカバーを開きます。

原則

原稿をセットするときは、必ずADFまたはオリジナルカバーを18 ﾟ以上開いて
ください。
18 ﾟ以上開けずに原稿をセットすると原稿のサイズを検出できない場合がありま
す。

B 原稿のオモテ面を下にして、原稿を原稿ガラス上にセットしま
す。
原稿の天部（上側）が奥側、または左側になるようにしま
す。

･ サイズの異なる原稿（混載原稿）
のセットのしかたについては、
「サイズの異なる原稿をセットす
る（混載原稿）」（p. 2-11）をご
らんください。
･ 原稿のとじ代位置の指定のしか
たについては、「とじ代を設定す
る（原稿のとじ代）」（p. 2-13）
をごらんください。

ガイド板

原稿ガラス上にセットできる原稿
については、「原稿について」
（p. 6-17）をごらんください。

･ 原稿ガラス上には 2 kg を超える
ような重い原稿は載せないでく
ださい。また本の見開き原稿な
どをセットする場合、強い力で
上から押さえつけないようにし
てください。故障の原因となり
ます。
･ 原稿が厚い本や立体物である場
合は、ADFまたはオリジナルカ
バーを閉じずに読込みを行って
ください。ADFまたはオリジナ
ルカバーを閉じずに読込みを
行った場合、光が漏れることが
ありますので、原稿ガラス面を
直視しないようにしてください。
ただし、漏れ出る光はレーザー
光線ではありませんので、レー
ザーの危険にさらされることは
ありません。

v置きの場合 w置きの場合

18ﾟ
以上

18 ﾟ
以上
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2.3　 原稿をセットする
C 原稿スケール左奥側の マークに合わせて原稿をセットしま
す。

透明度の高い原稿をセットする場合、原稿と同じサイズの白
紙を原稿の上に重ねます。

本や雑誌などのとじてある見開き原稿をセットする場合、図
のように原稿の天部（上側）を奥側にして原稿を置き、原稿
スケール左奥側の マークに合わせます。

D ADFまたはオリジナルカバーを閉じます。

･ 原稿のとじ代位置の指定のしか
たについては、「とじ代を設定す
る（原稿のとじ代）」（p. 2-13）
をごらんください。

原稿スケール

白紙
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2.3　 原稿をセットする
2.3.3 複数枚の原稿を原稿ガラス上にセットする
ソートや両面コピー、集約コピーなどを原稿ガラスを使用してコピーす
る場合、複数枚の原稿を原稿ガラス上にセットし、読込ませます。ここ
では、原稿ガラスを使用して片面＞両面コピーをとる場合の手順を説明
します。

A ADFまたはオリジナルカバーを開きます。

B 1 枚目または 1面目の原稿のコピーしたい面を下側に向け、原稿
ガラス上にセットします。
原稿のセットのしかたについては、「原稿ガラス上に原稿を
セットする」（p. 2-7）をごらんください。

C ADFまたはオリジナルカバーを閉じます。

D 基本設定画面の［片面 /両面］を押します。

片面 /両面画面が表示されます。

ひとこと

［片面＞両面］を設定した場合、原
稿のとじ代位置を設定してくださ
い。原稿のとじ代位置を設定して
いない場合、目的のコピーになら
ないことがあります。原稿のとじ
代については、「とじ代を設定する
（原稿のとじ代）」（p. 2-13）をご
らんください。

E ［片面＞両面］を押します。

･「仕上り」の［グループ］が設定
されている場合、原稿を 1枚読
込むごとに、設定部数分のコ
ピーが行われます。
･「仕上り」の［ソート］が設定さ
れている場合、すべての原稿を
読込み終えたあと、設定部数単
位に分けてコピーが行われます。

v置きの場合 w置きの場合

18ﾟ
以上

18 ﾟ
以上
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2.3　 原稿をセットする
F 【スタート】を押します。

読込みが開始されます。

G 2 枚目または 2面目の原稿をセットし、【スタート】を押します。
残りの原稿がある場合、手順 7を繰り返し行います。

H 全ての原稿を読込んだあと、［読込み終了］を押します。

I 【スタート】を押します。
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2.4　原稿の設定をする

2.4.1 サイズの異なる原稿をセットする（混載原
稿）

サイズの異なる原稿（同一幅で長さが異なる原稿）をADFに 1度に
セットし、自動的に 1枚ずつ送り出し、読込みます。

A ADFのガイド板を最も大きな原稿のサイズに合わせます。

B コピーしたい面を上向きにし、図のように揃えます。

C 原稿のオモテ面を上にして、原稿を読込み順に原稿給紙トレイ
にセットします。
ガイド板を原稿に沿わせます。
原稿は、ADFに対して左側と奥側を基準にしてセットしま
す。

D 基本設定画面の［混載 /Z 折れ］を押します。

ひとこと

ADFはオプションです。

混載できる原稿サイズの組合わせ
は、セットする原稿の最大幅（ガ
イド板の開き幅）により異なりま
す。

ADFに混載できる原稿サイズの組
合わせについては、「ADFにセッ
トできる原稿」（p. 6-17）をごら
んください。

･ 原稿は 70枚または�マークを
超えてセットしないでください。
原稿づまりや原稿破損の原因と
なります。また、故障の原因と
なります。
･ 原稿のセットが不完全な場合、
原稿が斜め送りされ、原稿づま
りや原稿破損の原因となります。

混載原稿機能を解除するときは、
再度［混載 /Z折れ］を押します。

ガイド板
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2.4　 原稿の設定をする
2.4.2 折りぐせのついた原稿をセットする（Z折
れ原稿）

折りぐせのある原稿をADFにセットしてコピーするときに、原稿サイ
ズを正確に検知できます。

原則

原稿はADFにセットします。

A 原稿をセットします。

B 基本設定画面の［混載 /Z 折れ］を押します。

折りぐせのついた原稿は、ADFに
セットする前に伸ばしてください。
伸ばさずにコピーをすると、紙づ
まりの原因になります。

原稿のセット方法については、
「ADFに原稿をセットする」
（p. 2-6）をごらんください。

設定を中止する場合は、再度［混
載 /Z折れ］を押し、反転表示を解
除してください。
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2.4　 原稿の設定をする
2.4.3 とじ代を設定する（原稿のとじ代）
ADFに両面原稿をセットする場合、原稿のとじ代位置を設定すること
で、原稿ウラ面の天部（上側）を指定します。
原稿のとじ代位置について

2.4.4 原稿のとじ代の設定のしかた

A 原稿をセットします。

B 基本設定画面の［集約 /原稿］を押します。

集約 /原稿画面が表示されます。

ひとこと

【リセット】を押すと設定は中止さ
れ、初期設定に戻ります。

C 「原稿のとじ代」からとじ方向を選択します。

ひとこと

出荷時設定では、とじ方向は［左］
が選択されています。

原稿のとじ代 アイコン 説明

［左］ 原稿の左側にとじ代のある原稿
をセットした場合に選択します。

［上］ 原稿の上側にとじ代のある原稿
をセットした場合に選択します。

ABC
AB

ABC

ABC

原稿のセット方法については、「原
稿をセットする」（p. 2-6）をごら
んください。

ひとこと

とじ代のある原稿をセットする場
合は、原稿の天部（上側）を奥側
にしてセットしてください。
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2.5　印刷カラーを選ぶ

コピーをとるときの印刷カラーを選択できます。
印刷カラーには以下の 5つの設定があります。

2.5.1 印刷カラーを選択する
ここでは、印刷カラーの選択のしかたについて説明します。

A 基本設定画面の［カラー］を押します。

カラー選択画面が表示されます。

ひとこと

出荷時設定では、［ブラック］が設
定されています。

印刷カラー 説明

オートカラー 読込んだ原稿がフルカラーか白黒かを検知し、フルカ
ラー／ブラックを自動的に選択してコピーできます。

フルカラー 読込んだ原稿の色に関わらずフルカラーでコピーできま
す。

2色カラー 読込んだ原稿の中で、カラーと判断した領域が指定した
色でコピーされ、ブラックと判断した領域がブラックで
コピーできます。（カラー領域で使用する色は、レッド、
イエロー、グリーン、ブルー、マゼンタ、シアンから選
択できます。p. 7-16）

ブラック 読込んだ原稿の色に関わらずモノクロでコピーできます。

モノカラー 読込んだ原稿が、カラー原稿、白黒原稿に関係なく、指
定した1色でコピーできます。（色は 21色の中から選択
できます。p. 7-15）
モノカラーを設定した場合、原稿の階調再現方法には以
下の2つがあります。
比視感度：原稿上の色の違い（目で見た色の濃さ）と階
調レベルをモノカラーの濃淡差としてコピーします。
マーカーペンの色やグラフ用紙の青線、印鑑の赤色など
をくっきりコピーできます。
平均濃度：原稿上の色の違いに関わらず、階調レベルの
みをモノカラーの濃淡差としてコピーします。雑誌や新
聞など階調差で表現されている原稿にモノカラーを使う
ときや、下地の黄ばんだ原稿の黄ばみをとばすのに便利
です。
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2.5　 印刷カラーを選ぶ
B 目的の印刷カラーを選択します。

2色カラーを選択した場合、目的のカラーキーを押し、
［OK］を押します。

モノカラーを選択した場合、目的のカラーキーを押し、
［OK］を押します。

2色カラーの 1色はブラックが設
定されています。ここでは 2 色目
に使用する色のキーを選択します。
ブラックの変更はできません。

･［↑］、［↓］を押し、目的のカ
ラーを選択します。
･ モノカラーの原稿の階調再現方
法を平均濃度に設定する場合は
［平均濃度］を押します。
･ 平均濃度が反転していないとき
は、比視感度に設定されていま
す。
･ セピア調 1またはセピア調 2を
選択したときは、［平均濃度］は
設定できません。
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2.6　用紙を選ぶ

用紙サイズの選択には、原稿のサイズに合わせて自動で用紙を選択する
方法と、手動で用紙を指定する方法があります。目的のコピー条件に応
じ、いずれかの手順にしたがって設定します。出荷時設定では、［自動用
紙］が選択されています。

原則

自動用紙と自動倍率は同時に設定できません。

2.6.1 自動的に用紙を選択する（自動用紙）
セットされた原稿サイズを検知し、同じサイズの用紙を選択してコピー
します。
倍率が等倍に設定されている場合は、原稿サイズと同じサイズの用紙を
選択してコピーします。
倍率が、拡大または縮小に設定されている場合は、設定されている倍率
に対応したサイズの用紙を自動的に選択してコピーします。

A 基本設定画面の［用紙］を押します。

用紙画面が表示されます。

B ［自動用紙］を押します。

ひとこと

専用紙設定した給紙トレイは、自
動用紙機能で選択されません。（た
だし、両面不可紙として設定され
た給紙トレイは、片面印刷の場合
には、優先して選択されます。）特
別な用紙を給紙トレイにセットし
た場合には必ず用紙種類を設定し
てください。詳しくは、「専用紙と
して設定する」（p. 6-13）をごら
んください。

･ 自動倍率設定時に自動用紙を選
択すると、自動倍率が解除され、
等倍が設定されます。
･ 給紙トレイの優先順序の設定に
ついては、「<給紙トレイ設定>」
（p. 11-5）をごらんください。
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2.6　 用紙を選ぶ
2.6.2 手動で目的の用紙を指定する

ひとこと

あらかじめ、目的の用紙を給紙ト
レイにセットしておきます。

A 基本設定画面の［用紙］を押します。

用紙画面が表示されます。

自動倍率と組合わせて設定するこ
とで、原稿サイズと用紙サイズに
合った最適なコピー倍率が設定さ
れます。自動倍率については、「自
動的に倍率を設定させる（自動倍
率）」（p. 2-18）をごらんくださ
い。

B 目的の用紙がセットされた給紙トレイを選択します。
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2.7　倍率を選ぶ

原稿と異なるサイズの用紙にコピーするときや、画像のサイズを変えて
コピーするときに倍率を設定できます。出荷時設定では、［等倍］が選択
されています。
ここでは、倍率の設定のしかたについて説明します。

原則

自動倍率と自動用紙は同時に設定できません。

2.7.1 自動的に倍率を設定させる（自動倍率）
原稿サイズと選択した用紙サイズに合わせて、自動的に最適なコピー倍
率を選択します。

A 基本設定画面の［倍率］を押します。

倍率画面が表示されます。

B ［自動］を押します。

自動倍率を指定し、原稿よりも大
きな用紙に拡大コピーしたい場合
は、用紙の向きに合わせて原稿を
セットします。

自動用紙設定時に自動倍率を選択
した場合は、用紙選択画面が表示
されますので、目的の用紙を選択
してください。
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2.7　 倍率を選ぶ
2.7.2 原稿と同じ倍率にする（等倍）
原稿の画像を原寸（等倍）でコピーします。

A 基本設定画面の［倍率］を押します。

倍率画面が表示されます。

B ［等倍］を押します。

［ ］を押すと拡大側へ、

［ ］を押すと縮小側へ
× 0.001 単位で倍率が設定できま
す。
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2.7　 倍率を選ぶ
2.7.3 テンキーで倍率を指定する（ズーム）
テンキーを使用して、縦と横の比率を変えずに × 0.250 ～ × 4.000 の間
でコピー倍率を直接入力できます。

入力した倍率を登録できます。登
録のしかたについては、「目的の倍
率を登録する」（p. 2-26）をごら
んください。

A 基本設定画面の［倍率］を押します。

倍率画面が表示されます。

B ［ズーム］を押します。

C テンキーで目的の倍率を入力します。（× 0.250 ～ × 4.000）

D ［OK］を押します。

［ ］を押すと拡大側へ、

［ ］を押すと縮小側へ
× 0.001 単位で倍率が設定できま
す。

入力を間違えたときは、【C】を押
し、正しい数値を入力します。
基本機能 2-20



2.7　 倍率を選ぶ
2.7.4 原稿を少しだけ縮小させる（小さめ）
画像を、原稿サイズよりわずかに縮小（× 0.930）してコピーします。

A 基本設定画面の［倍率］を押します。

倍率画面が表示されます。

B ［小さめ］を押します。

小さめコピーの倍率は、目的の倍
率（× 0.900 ～ × 0.999）に変更
し、登録できます。小さめコピー
の倍率変更／登録については、「目
的の倍率を登録する」（p. 2-26）
をごらんください。

［ ］を押すと拡大側へ、

［ ］を押すと縮小側へ
× 0.001 単位で倍率が設定できま
す。
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2.7　 倍率を選ぶ
2.7.5 「縮小」、「拡大」から倍率を選択する（固定
倍率）

よく使用する定形サイズの原稿から定形サイズの用紙にコピーする場合
の最適な倍率が、あらかじめ設定されています。

A 基本設定画面の［倍率］を押します。

倍率画面が表示されます。

B 原稿と用紙サイズから最適な倍率を「縮小」、「拡大」から選択
します。

［ ］を押すと拡大側へ、

［ ］を押すと縮小側へ
× 0.001 単位で倍率が設定できま
す。
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2.7　 倍率を選ぶ
2.7.6 テンキーで倍率を指定する（独立ズーム）
テンキーを使用して、縦（× 0.250 ～ × 4.000）と横（× 0.250 ～
× 4.000）の比率を変えてコピー倍率を直接入力できます。

A 基本設定画面の［倍率］を押します。

倍率画面が表示されます。

B ［ズーム］を押します。

C ［独立ズーム］を押します。

［ ］を押すと拡大側へ、

［ ］を押すと縮小側へ
× 0.001 単位で倍率が設定できま
す。
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2.7　 倍率を選ぶ
D ［X］を押し、テンキーで X辺の倍率を設定します。（× 0.250 ～
× 4.000）

E ［Y］を押し、テンキーでY辺の倍率を設定します。（× 0.250 ～
× 4.000）

F ［OK］を押します。

入力を間違えたときは、【C】を押
し、正しい数値を入力します。
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2.7　 倍率を選ぶ
2.7.7 登録倍率から選択する
登録されているコピー倍率を、必要に応じて呼出し設定します。
また、登録されているコピー倍率を変更することもできます。

A 基本設定画面の［倍率］を押します。

倍率画面が表示されます。

B ［ズーム］を押します。

C ［1］または［2］を押し、倍率を選択します。

D ［OK］を押します。

登録倍率には、目的の倍率を登録
することができます。倍率の登録
のしかたについては、「目的の倍率
を登録する」（p. 2-26）をごらん
ください。

･ 出荷時設定では、［等倍］が選択
されています。
･［ ］を押すと拡大側へ、

［ ］を押すと縮小側へ
× 0.001 単位で倍率が設定でき
ます。
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2.7　 倍率を選ぶ
2.7.8 目的の倍率を登録する
よく使用する倍率を 2件と小さめ倍率を登録できます。

A 基本設定画面の［倍率］を押します。

倍率画面が表示されます。

B ［ズーム］を押します。

C ［倍率登録］を押します。

［ ］を押すと拡大側へ、

［ ］を押すと縮小側へ
× 0.001 単位で倍率が設定できま
す。
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2.7　 倍率を選ぶ
D テンキーで目的の倍率を入力します。（× 0.250 ～ × 4.000）

E 登録するいずれかのキー［1］、［2］、または［小さめ］を押し
ます。

入力した倍率が登録されます。

F ［OK］を 2回押します。

入力を間違えたときは、【C】を押
し、正しい数値を入力します。

ひとこと

【リセット】を押すと設定は中止さ
れ、初期設定に戻ります。

［小さめ］の倍率を登録する場合
は、× 0.900 ～ × 0.999 の範囲の
中から目的の倍率を入力してくだ
さい。

ひとこと

･ 登録倍率にはあらかじめ、
× 2.000、× 0.500 が登録されて
います。選択されたキーに登録
されていた倍率は、新たに入力
した倍率に上書きされます。
･ いずれの登録倍率のキーも押さ
ずに［OK］を押すと設定は変更
されません。
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2.8　片面 / 両面を選ぶ

片面 /両面には以下の 4つの設定があります。

ここでは、片面 /両面の設定のしかたについて説明します。

ひとこと

･［片面＞両面］はオプションの両
面ユニットを装着している場合
に選択できます。
･［両面＞片面］はオプションの
ADFを装着している場合に選択
できます。
･［両面＞両面］はオプションの両
面ユニットとADFを装着して
いる場合に選択できます。

片面 / 両面 説明

片面＞片面 片面原稿を用紙の片面にコピーします。

片面＞両面 2枚の片面原稿を 1枚の用紙の両面にコピー
します。

両面＞片面 両面原稿を 2枚の用紙の片面にコピーします。

両面＞両面 両面原稿を用紙の両面にコピーします。

1 1

21

2

1

21

2

1

2

1

2

1
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2.8　 片面 / 両面を選ぶ
2.8.1 片面コピーを選択する

A 基本設定画面の［片面 /両面］を押します。

片面 /両面画面が表示されます。

ひとこと

［両面＞片面］を設定した場合、原
稿のとじ代位置を設定してくださ
い。原稿のとじ代位置を設定して
いない場合、目的のコピーになら
ないことがあります。原稿のとじ
代については、「とじ代を設定する
（原稿のとじ代）」（p. 2-13）をご
らんください。

B ［片面＞片面］、または［両面＞片面］を押します。

ひとこと

出荷時設定では、［片面＞片面］が
設定されています。
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2.8　 片面 / 両面を選ぶ
2.8.2 両面コピーを選択する

A 基本設定画面の［片面 /両面］を押します。

片面 /両面画面が表示されます。

ひとこと

･［片面＞両面］を設定した場合、
原稿のとじ代位置を設定してく
ださい。原稿のとじ代位置を設
定していない場合、目的のコ
ピーにならないことがあります。
原稿のとじ代については、「とじ
代を設定する（原稿のとじ代）」
（p. 2-13）をごらんください。

B ［片面＞両面］、または［両面＞両面］を押します。

ひとこと

出荷時設定では、［片面＞片面］が
設定されています。
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2.9　集約コピーを選ぶ

複数枚（2枚、4枚）の原稿画像を、1枚の用紙に集約してコピーしま
す。用紙の使用枚数を節約できます。
集約コピーには以下の 2つの設定があります。

ここでは、集約コピーの設定のしかたについて説明します。

集約機能を選択すると原稿と用紙
のサイズに基づいた適切な倍率を
設定してコピーします。（お勧め倍
率）
設定された倍率は、手動で変更す
ることができます。

ひとこと

･ 出荷時設定では、「お勧め倍率」
が設定されています。
･ ユーザー設定の［集約倍率］で
お勧め倍率を使用しないように
設定できます。その場合、倍率
は手動で設定してください。詳
しくは、「コピー設定」（p. 11-
6）をごらんください。

項目 説明

2 in 1 2 枚の原稿画像を 1枚の用紙に印刷します。

4 in 1 4 枚の原稿画像を 1枚の用紙に印刷します。原稿の集約順
（ページ並び）を指定できます。
＜横順＞

＜縦順＞

原稿が縦向きの場合

原稿が横向きの場合
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2.9　 集約コピーを選ぶ
2.9.1 複数枚の原稿を 1枚の用紙に収める（集約）

A 基本設定画面の［集約 /原稿］を押します。

集約 /原稿画面が表示されます。

B 目的の集約枚数を選択します。

［2in1］を選択した場合、集約順は以下のようになります。

･ 集約する原稿の向きおよび枚数
に合わせて、機能と集約順を選
択します。
［4in1］を選択した場合、［縦順］
または［横順］の集約順を画面
上で選択できます。
･ 集約を設定した場合、原稿のと
じ代位置を設定してください。
原稿のとじ代位置を設定してい
ない場合、目的の集約順になら
ないことがあります。
原稿のとじ代については、「とじ
代を設定する（原稿のとじ代）」
（p. 2-13）をごらんください。
･ 集約の設定を解除するときは、
選択した［2in1］または
［4in1］を再度押します。

原稿が縦向きの場合

原稿が横向きの場合
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2.9　 集約コピーを選ぶ
［4in1］を選択した場合は、［横順］または［縦順］を押し、
原稿の集約順を指定します。

［4in1］を選択した場合の［横順］、［縦順］の集約順は以下
のようになります。

＜横順＞

＜縦順＞
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2.10　原稿の画質を選ぶ

2.10.1 小さな文字や写真の入った原稿をセットす
る（原稿画質）

原稿の文字や画像のタイプに合わせて機能を選択し、よりよいコピー画
質に調整します。
原稿画質には以下の設定があります。

ここでは、原稿画質の設定のしかたについて説明します。

ひとこと

出荷時設定では、［文字写真］が設
定されています。

アイコン 説明

文字

文字のみで構成された原稿をコピーするのに適し
た機能です。
コピーされた文字のエッジをシャープに再現し、
読みやすい画像が得られます。

写真

パンフレットやカタログなどの印刷された原稿を
コピーするのに適した機能です。
通常の機能では再現できないハーフトーンの原稿
画像（写真など）を、可能なかぎり再現します。

文字写真

文字と写真が混在するパンフレットやカタログな
どの印刷された原稿をコピーするのに適した機能
です。

地図

地図などの下地色付原稿や鉛筆、色細線で描かれ
た原稿をコピーするのに適した機能です。シャー
プなコピー画像が得られます。

薄文字

文字のみで構成された原稿で、原稿の濃度が薄い
文字（鉛筆原稿など）をコピーするのに適した機
能です。
コピーされた文字の濃度を濃く再現し、読みやす
い文字が得られます。
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2.10　 原稿の画質を選ぶ
2.10.2 原稿画質の設定のしかた

A 原稿をセットします。

B 基本設定画面の［画質 /濃度］を押します。

画質 /濃度画面が表示されます。

C セットした原稿に合った原稿画質機能を選択します。

文字のみの原稿の場合、［文字］を押します。

写真原稿の場合、［写真］を押します。

文字や写真の混在した原稿の場合、［文字写真］を押します。

地図原稿の場合、［地図］を押します。

文字の薄い原稿を濃くしたい場合、［薄文字］を押します。

原稿のセット方法については、「原
稿をセットする」（p. 2-6）をごら
んください。
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2.11　濃度を選ぶ

原稿の状態に合わせて、コピー濃度や下地濃度を調整します。また画像
に光沢をつけたり、文字の再現レベルを調整します。
濃度調整には以下の設定があります。

ここでは、濃度調整の設定のしかたについて説明します。

機能名 説明

濃度 印刷画像濃度を9段階で調整できます。
［うすく］、［こく］を押すごとに、1段階ずつ濃度が増減
します。
［ふつう］を押すと、9段階の中央に設定されます。

下地調整 下地色付原稿の下地色の濃度を9段階で調整できます。
［うすく］、［こく］を押すごとに、1段階ずつ下地濃度が
増減します。
［ふつう］を押すと、うすく側から7つ目の位置に設定さ
れます。
［自動］を押すと、下地色の濃度を自動的に判断し、最適
な下地濃度で印刷します。

文字再現 原稿の写真（図やグラフなど）と文字が重なっている場
合（背景文字）などに、文字の再現レベルを9段階で調
整できます。
［背景優先］、［文字優先］を押すごとに、1段階ずつ文字
再現レベルが増減します。
背景上の文字を強調したい場合は、［文字優先］を押し+
側に調整します。
背景上の文字を強調したくない場合は、［背景優先］を押
し -側に調整します。
［標準］を押すと、9段階の中央に設定されます。

光沢コピー 画像に光沢をつけて印刷します。
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2.11　 濃度を選ぶ
2.11.1 印刷濃度を調整する（濃度）

A 基本設定画面の［画質 /濃度］を押します。

画質 /濃度画面が表示されます。

B ［濃度］を押します。

濃度調整画面が表示されます。

C 目的の濃度に調整します。

D ［OK］を押します。

･［うすく］、［こく］を押すごと
に、1段階ずつ濃度が増減しま
す。
･［ふつう］を押すと、中央（標準
値）に戻ります。

ひとこと

【リセット】を押すと設定は中止さ
れ、初期設定に戻ります。
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2.11　 濃度を選ぶ
2.11.2 下地濃度を調整する（下地調整）

A 基本設定画面の［画質 /濃度］を押します。

画質 /濃度画面が表示されます。

B ［下地調整］を押します。

下地調整画面が表示されます。

C 目的の下地濃度に調整します。

D ［OK］を押します。

･［うすく］、［こく］を押すごと
に、1段階ずつ濃度が増減しま
す。
･［ふつう］を押すと、右から3番
目（標準値）に戻ります。
･［自動］を押すと、下地色の濃度
を自動的に判断し、最適な下地
濃度で印刷します。

ひとこと

【リセット】を押すと設定は中止さ
れ、初期設定に戻ります。
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2.11　 濃度を選ぶ
2.11.3 印刷画像に光沢をつける（光沢コピー）

A 基本設定画面の［画質 /濃度］を押します。

画質 /濃度画面が表示されます。

B ［光沢コピー］を押します。
ひとこと

･ 光沢コピー機能を解除するとき
は、再度［光沢コピー］を押し
ます。
･【リセット】を押すと設定は中止
され、初期設定に戻ります。
基本機能 2-39



2.11　 濃度を選ぶ
2.11.4 文字の再現レベルを調整する

A 基本設定画面の［画質 /濃度］を押します。

画質 /濃度画面が表示されます。

B ［文字再現］を押します。

文字再現レベル調整画面が表示されます。

C 目的の文字再現レベルに調整します。

D ［OK］を押します。

ひとこと

･ 出荷時設定では、「0」が設定さ
れています。
･【リセット】を押すと設定は中止
され、初期設定に戻ります。

［背景優先］、［文字優先］を押すご
とに、1段階ずつ濃度が増減しま
す。
［標準］を押すと、9段階の中央
“0”に設定されます。
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2.12　仕上り機能を選ぶ

コピーを排紙トレイに排紙するときの仕分け方法や仕上りの状態を設定
できます。

ここでは、仕上り機能の設定のしかたについて説明します。

原則

仕分け機能のシフト排紙はオプションのセパレータを装着した場合に使用できる
機能です。

･ ADFに原稿をセットする場合、
原稿を読み込みながら、指定し
た設定方法で出力します。その
場合、ソートまたはグループの
設定は関係ありません。
･ 原稿ガラスに原稿をセットする
場合、ソートまたはグループの
設定により、以下のように動作
します。
＜ソートを設定した場合＞
すべての原稿を読込み終えたあ
と、設定部数単位に分けて出力
をします。原稿のセット方法に
ついて詳しくは、「複数枚の原稿
を原稿ガラス上にセットする」
（p. 2-9）をごらんください。
＜グループを設定した場合＞
原稿を1枚読込むごとに、設定
部数分の出力をします。

ひとこと

出荷時設定では、グループが設定
されています。

仕分け機能は、セパレータが装着
されていない場合、以下の条件を
全て満たすと、コピーの完了した
用紙を交互に仕分けして排紙しま
す。
･ 印刷される用紙が2枚以上で、
かつ2部以上指定のコピーであ
る
･ 手差しトレイを含む2段以上の
トレイに、サイズと種類の同じ
用紙をw方向と v方向にセット
する
･ 用紙機能で自動用紙を設定する
･ 混載原稿を設定しない
･ A4/A5/B5/B6/16Kの用紙を使
用する（使用できる用紙はトレ
イにより異なる）
セパレータ装着時にコピーの完了
した用紙をシフトして排紙するに
は、管理者保守で排紙トレイの設
定をトレイ 2にしてください。

セパレータ装着時の排紙トレイの
設定については、「＜出力設定＞」
（p. 11-14）をごらんください。

項目 説明

ソート 複数枚の原稿を部数単位に分けて出力します。

グループ 複数枚の原稿をページ単位に分けて出力します。

仕分け ＜セパレータを装着していない場合＞
仕分け機能の条件を満たすと、コピーの完了した用紙を
交互に仕分けして排紙します。

＜セパレータ装着時＞
コピーの完了した用紙をシフトして（ずらして）排紙し
ます。
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2.12　 仕上り機能を選ぶ
2.12.1 部数ごとに分けて排紙する（ソート）

A 基本設定画面の［仕上り］を押します。

仕上り画面が表示されます。

B ［ソート］を押します。

部数ごとに仕分けして排紙したい場合は、「仕分け」の［す
る］を押します。

C ［OK］を押します。

基本設定画面に戻ります。

ひとこと

出荷時設定では、［グループ］が設
定されています。

セパレータを装着していない状態
で「仕分け」の［する］を選択し
た場合、以下の条件を全て満たす
と、コピーの完了した用紙をw方
向と v方向の交互に仕分けして排
紙します。
･ 印刷される用紙が2枚以上で、
かつ2部以上指定のコピーであ
る
･ 手差しトレイを含む2段以上の
トレイに、サイズと種類の同じ
用紙をw方向と v方向にセット
する
･ 用紙機能で自動用紙を設定する
･ 混載原稿を設定しない
･ A4/A5/B5/B6/16Kの用紙を使
用する（使用できる用紙はトレ
イにより異なる）
セパレータを装着している状態で、
排紙トレイをトレイ 2に設定し、
「仕分け」の［する］を選択した場
合、コピーの完了した用紙をシフ
ト（ずらして）して排紙します。
排紙トレイの設定については、
「＜出力設定＞」（p. 11-14）をご
らんください。
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2.12　 仕上り機能を選ぶ
2.12.2 ページごとに分けて排紙する（グループ）

A 基本設定画面の［仕上り］を押します。

仕上り画面が表示されます。

B ［グループ］を押します。

ページごとに仕分けして排紙したい場合は、「仕分け」の
［する］を押します。

C ［OK］を押します。

基本設定画面に戻ります。

ひとこと

出荷時設定では、［グループ］が設
定されています。

セパレータを装着していない状態
で「仕分け」の［する］を選択し
た場合、以下の条件を全て満たす
と、コピーの完了した用紙をw方
向と v方向の交互に仕分けして排
紙します。
･ 印刷される用紙が2枚以上で、
かつ2部以上指定のコピーであ
る
･ 手差しトレイを含む2段以上の
トレイに、サイズと種類の同じ
用紙をw方向と v方向にセット
する
･ 用紙機能で自動用紙を設定する
･ 混載原稿を設定しない
･ A4/A5/B5/B6/16Kの用紙を使
用する（使用できる用紙はトレ
イにより異なる）
セパレータを装着している状態で
排紙トレイをトレイ 2に設定し、
「仕分け」の［する］を選択した場
合、コピーの完了した用紙をシフ
トして（ずらして）排紙します。
排紙トレイの設定については、
「＜出力設定＞」（p. 11-14）をご
らんください。
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2.13　読込み・印刷を中止する

原稿の読込みや印刷の動作を中止したいときは、以下の手順にしたがっ
てください。

% ジョブの読込み・印刷中に【ストップ】を押します。

読込み・印刷を中止します。

ひとこと

･ 動作中のコピージョブは削除さ
れます。
･ ジョブリストからジョブを削除
することもできます。ジョブの
削除については、「ジョブを削除
する」（p. 10-4）をごらんくだ
さい。
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第 3章

コピー補助機能 第3章
コピーするときに手助けになる機能について説明します。

3.1　 コピー条件を確認する（設定内容） .......................................................................3-2
3.2　 割込んでコピーする（割込み） .............................................................................3-4
3.3　 コピー条件を登録する ........................................................................................3-5
3.4　 登録したコピー条件でコピーする（コピープログラム呼出し） ..................................3-9
3.5　 操作パネルの設定をする（ユニバーサル） ............................................................3-10



3.1　コピー条件を確認する（設定内容）

設定内容画面で、現在設定されているコピー条件の確認、変更ができま
す。

3.1.1 設定の確認のしかた

A 【設定内容】を押します。

設定内容画面が表示されます。

設定内容画面は 4画面あります。
画面の左下に現在の画面番号が表
示されます。［↓］、［↑］を押して
目的の画面を表示させてください。
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3.1　 コピー条件を確認する（設定内容）
B 設定内容の確認が終了したら、［OK］または【設定内容】を押
します。

基本設定画面に戻ります。

3.1.2 設定の変更のしかた

A 【設定内容】を押します。

設定内容画面が表示されます。

B ［↑］または［↓］を押して変更する機能のある画面を表示しま
す。

C 変更する機能のキーを押します。

各機能の設定画面が表示されます。

D 各機能の設定方法にしたがい、変更を行ってください。
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3.2　割込んでコピーする（割込み）

他のジョブの進行を中断し、一時的に異なるコピー条件でコピーできま
す。
急いでコピーをしたいときなどに便利です。

A 原稿をセットします。

B 【割込み】を押します。
現在のジョブが印刷中の場合は、「準備しています」と表示
されます。

割込みランプが緑色に点灯し、印刷中のジョブは中断されます。

C 目的のコピー条件を設定します。

D 【スタート】を押します。

割込みコピーを開始します。

ひとこと

割込みコピーを解除すると、割込
み前に中断したジョブの印刷が自
動的に再開されます。

E 割込みジョブの印刷が終了したら、【割込み】を押します。

割込みランプが消灯し、割込みコピー設定が解除されます。
割込みコピー前のコピー条件が復帰します。

･ 原稿読込み中は【割込み】を押
すことができません。
･ 部門管理でログインしている場
合は、割込みコピーを行うこと
ができません。
･【割込み】を押すと、コピー条件
は初期設定に戻ります。

原稿のセット方法については、「原
稿をセットする」（p. 2-6）をごら
んください。
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3.3　コピー条件を登録する

よく使う各種コピー設定条件の組合わせを、初期設定またはプログラム
として本機に登録し、簡単に呼出すことができます。

3.3.1 初期設定を登録する

A タッチパネルのキーおよび操作パネルのキーを使って、初期設
定に登録するコピー条件を設定します。

B 【設定内容】を押します。

設定内容画面が表示されます。

C ［登録］を押します。

登録画面が表示されます。

D ［初期設定］を押します。

確認画面が表示されます。

ひとこと

【設定内容】を押すと、現在設定さ
れているコピー条件を確認できま
す。詳しくは、「コピー条件を確認
する（設定内容）」（p. 3-2）をご
らんください。

以降の操作途中に登録を中断する
場合は、【リセット】を押します。
いずれの画面が表示されていても、
登録操作は中断されます。

ひとこと

［プログラム］を押すと、現在設定
されているコピー条件をプログラ
ムに登録できます。詳しくは、「プ
ログラムを登録する」（p. 3-6）を
ごらんください。
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3.3　 コピー条件を登録する
E ［はい］を押します。

コピー条件が初期設定として登録されます。

F ［OK］を押します。

基本設定画面に戻ります。
【設定内容】を押しても基本設定画面に戻ります。

3.3.2 プログラムを登録する

A タッチパネルのキーおよび操作パネルのキーを使って、プログ
ラムに登録するコピー条件を設定します。

B 【設定内容】を押します。

設定内容画面が表示されます。

C ［登録］を押します。

登録画面が表示されます。

ひとこと

【設定内容】を押すと、現在設定さ
れているコピー条件を確認できま
す。詳しくは、「コピー条件を確認
する（設定内容）」（p. 3-2）をご
らんください。

･ コピープログラムは最大で 10件
まで登録できます。
･ 以降の操作途中に登録を中断す
る場合は、【リセット】を押しま
す。
いずれの画面が表示されていて
も、登録操作は中断されます。
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3.3　 コピー条件を登録する
D ［プログラム］を押します。

プログラム登録画面が表示されます。

E 画面に表示されているコピープログラムキーの中から、コピー
条件を登録したいキーを押します。

選択したキーにコピー条件が登録されます。

F ［OK］を 2回押します。

基本設定画面に戻ります。
【設定内容】を押しても基本設定画面に戻ります。

3.3.3 コピープログラムの削除のしかた

A 基本設定画面の［プログラム呼出し］を押します。

コピープログラム呼出し画面が表示されます。

ひとこと

［初期設定］を押すと、現在設定さ
れているコピー条件を初期設定に
登録できます。詳しくは、「初期設
定を登録する」（p. 3-5）をごらん
ください。

･ コピープログラムが10件登録さ
れている場合は、不要なコピー
プログラムを削除するか、上書
きして登録してください。コ
ピープログラムの削除について
は、「コピープログラムの削除の
しかた」（p. 3-7）をごらんくだ
さい。
･ すでにプログラム登録されてい
るキーを押すと、上書きを確認
するメッセージが表示されます。
上書きする場合は［はい］を押
します。
･ コピープログラムの内容は、変
更できません。
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3.3　 コピー条件を登録する
B 削除したいコピープログラムキーを押します。

プログラム確認画面が表示されます。

C ［削除］を押します。

削除確認画面が表示されます。

D ［はい］を押します。

登録されていたコピー条件は削除され、コピープログラム呼出
し画面に戻ります。

E ［OK］を押します。

基本設定画面に戻ります。
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3.4　登録したコピー条件でコピーする
（コピープログラム呼出し）

登録したコピー条件を呼出しコピーします。

原稿のセット方法については、「原
稿をセットする」（p. 2-6）をごら
んください。

A 原稿をセットします。

B 基本設定画面の［プログラム呼出し］を押します。

コピープログラム呼出し画面が表示されます。

C 呼出したいコピー条件が登録されているコピープログラムキー
を押します。

プログラム確認画面が表示されます。

D 選択したコピープログラムキーに登録されているコピー条件を
確認し、［OK］を押します。

登録されていたコピー条件を呼出して設定し、基本設定画面に
戻ります。

E 【スタート】を押します。

呼出されたコピー条件でコピーを開始します。

･ コピープログラムの呼出しを中
断する場合は、【リセット】を押
します。
･ コピープログラムキーを選択し
ないで［OK］を押すと、コピー
プログラムを呼出さずに基本設
定画面に戻ります。

･ プログラム確認画面は4画面あ
ります。画面左下に現在の画面
番号が表示されます。
･［↑］を押すと1つ前の画面に、
［↓］を押すと次の画面に切換わ
ります。
･ プログラム確認画面では、設定
変更できません。
コピー補助機能 3-9



3.5　操作パネルの設定をする（ユニバーサル）

操作パネルに関する設定を変更する方法について説明します。

3.5.1 ユニバーサル画面を表示させる

A 【ユニバーサル】を押します。

【ユニバーサル】が点灯し、ユニバーサル画面が表示されます。

B 設定を変更したいユニバーサル機能のキーを押します。

選択したキーの設定画面が表示されます。

･ ユニバーサル設定画面から基本
設定画面に戻りたい場合は、【ユ
ニバーサル】、【リセット】、
［OK］、［有効］、［無効］のいず
れかを押します。ユニバーサル
を有効にする場合は［OK］、［有
効］、【ユニバーサル】を押しま
す。
･ ユニバーサルを有効にすると
【ユニバーサル】が点灯します。
･ 一度ユニバーサルの各機能を設
定しておくと、次に使うとき
【ユニバーサル】を押すと、設定
されたユニバーサルの機能が有
効になります。
･ ユニバーサルを無効にしたい場
合は、【ユニバーサル】を押した
あと、［無効］または【リセッ
ト】を押します。
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3.5　 操作パネルの設定をする（ユニバーサル）
3.5.2 画面モードを設定する
タッチパネルの表示を白黒反転するかどうかを設定します。

ユニバーサル画面の表示のしかた
については、「ユニバーサル画面を
表示させる」（p. 3-10）をごらん
ください。

A ユニバーサル画面を表示させます。

B ［画面モード］を押します。

画面モード画面が表示されます。

C 表示方法を選択します。

D ［OK］を 2回押します。

基本設定画面に戻ります。

［反転］を押すと、タッチパネルの
表示が反転し、［正転］を押すと、
元の表示に戻ります。
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3.5　 操作パネルの設定をする（ユニバーサル）
3.5.3 キーリピートを設定する
タッチパネル内の数値設定の［ ］、［ ］を押してから数値が
変わりはじめるまでの時間（開始までの時間）と次の数値に変わるまで
の時間（間隔時間）を設定できます。

ユニバーサル画面の表示のしかた
については、「ユニバーサル画面を
表示させる」（p. 3-10）をごらん
ください。

A ユニバーサル画面を表示させます。

B ［キーリピート（S/I）］を押します。

キーリピート（S/I）画面が表示されます。

C ［ ］、［ ］を押して、キーリピートの開始までの時
間と間隔時間を設定します。

D ［OK］を 2回押します。

基本設定画面に戻ります。

ひとこと

･［テスト］を押し続けると、キー
リピートの設定を確認できます。
･ 出荷時設定では、キーリピート
開始までの時間は0.3 秒、間隔
時間は0.1 秒が設定されていま
す。
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3.5　 操作パネルの設定をする（ユニバーサル）
3.5.4 オートリセット確認の表示を設定する
本機を操作しなくなってから一定時間経過すると、オートリセット機能
がはたらいてタッチパネルの表示は初期設定に戻ります。初期設定に戻
る直前に表示される確認画面の表示時間を設定できます。

＜オートリセット延長確認画面＞

A ユニバーサル画面を表示させます。

B ［オートリセット延長］を押します。

オートリセット延長画面が表示されます。

C オートリセット確認画面の表示時間を選択します。

D ［OK］を 2回押します。

基本設定画面に戻ります。

･ オートリセット機能については、
「＜パワーセーブ設定＞」
（p. 11-14）をごらんください。
･ ユニバーサル画面の表示のしか
たについては、「ユニバーサル画
面を表示させる」（p. 3-10）を
ごらんください。

［30秒］、［60秒］、［90秒］、
［120秒］、［表示しない］から選択
します。［表示しない］を選択した
場合、オートリセット確認画面は
表示されずに初期設定へ戻ります。

ひとこと

･ オートリセット延長確認画面を
解除したあとに下記の時間が経
過すると、再度オートリセット
延長確認画面が表示されます。
オートリセットの設定時間が 5
分以下の場合：5分
オートリセットの設定時間が 5
分以上の場合：オートリセット
設定時間
･ 出荷時設定では、［表示しない］
が設定されています。
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3.5　 操作パネルの設定をする（ユニバーサル）
3.5.5 受付完了画面の表示を設定する
コピー完了後の受付番号、またはジョブ番号を確認するための受付完了
画面の表示時間を設定できます。

＜受付完了画面＞

ユニバーサル画面の表示のしかた
については、「ユニバーサル画面を
表示させる」（p. 3-10）をごらん
ください。

A ユニバーサル画面を表示させます。

B ［受付完了画面延長］を押します。

受付完了画面延長画面が表示されます。

C 受付完了画面の表示時間を選択します。

D ［OK］を 2回押します。

基本設定画面に戻ります。

［3秒］、［10秒］、［60秒］、［閉じ
ない］から選択します。［閉じな
い］を選択した場合、受付完了画
面で［OK］を押すまで受付完了画
面が表示されます。

ひとこと

出荷時設定では、［3秒］が設定さ
れています。
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3.5　 操作パネルの設定をする（ユニバーサル）
3.5.6 音量を設定する
タッチパネルのキーを押したときの操作音の音量を設定できます。

ユニバーサル画面の表示のしかた
については、「ユニバーサル画面を
表示させる」（p. 3-10）をごらん
ください。

A ユニバーサル画面を表示させます。

B ［音量］を押します。

音量画面が表示されます。

C 音量を選択します。

D ［OK］を 2回押します。

基本設定画面に戻ります。

ひとこと

･ 出荷時設定では、［通常］が設定
されています。
･ キーの操作音、アラーム音など
の音量は設定メニューで変更で
きます。詳しくは、「ユーザ保守
を選択する」（p. 11-10）をご
らんください。
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3.5　 操作パネルの設定をする（ユニバーサル）
3.5.7 音の高さを設定する
タッチパネルのキーを押したときの操作音の音の高さを設定できます。

ユニバーサル画面の表示のしかた
については、「ユニバーサル画面を
表示させる」（p. 3-10）をごらん
ください。

A ユニバーサル画面を表示させます。

B ［音の高さ］を押します。

音の高さ画面が表示されます。

ひとこと

出荷時設定では、［高］が設定され
ています。

C 音の高さを選択します。

D ［OK］を 2回押します。

基本設定画面に戻ります。
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4.1　「トラブルです」が表示されたら（サービスコール）

お客様では処理できないトラブルが起こったとき、「トラブルです サー
ビスにトラブルコードを連絡してください」というメッセージが表示さ
れます。（サービスコール画面）

A サービスコール画面のトラブルコード（例：C-0001）を書留
めてください。

B 【副電源スイッチ】と【主電源スイッチ】をOFFにします。

C 本体の電源プラグをコンセントから抜きます。

D サービス実施店に連絡し、書留めたトラブルコードをお知らせ
ください。

故障の原因になるおそれがありま
すので、サービスコール画面が表
示されたら、速やかに左記の手順
にしたがってサービス実施店にご
連絡ください。
トラブルの処理 4-2



4.2　「紙づまりです」と表示されたら

印刷中に紙づまりが発生すると、「紙づまりです」というメッセージと、
紙づまりの箇所が画面上に表示されます。（紙づまり位置表示画面）
このとき、紙づまりが適切に処理されるまでは、印刷ができなくなって
います。

4.2.1 表示と紙づまり箇所
“×”マークの箇所が紙づまり発生位置です。また、“o”マークが点灯し
ている箇所は、紙づまりの可能性がある位置ですので確認してください。
例：トレイ 1で紙づまりが発生した場合のメッセージ

4.2.2 紙づまり位置表示

ひとこと

紙づまりが発生した箇所により紙
づまリ処理手順が異なります。紙
づまり位置表示を見て、それぞれ
の説明にしたがって用紙を取除い
てください。

ひとこと

紙づまり位置表示画面で表示され
る図は、装着しているオプション
により異なります。

No 説明

1 ADFでの紙づまり（p. 4-4）

2 定着部での紙づまり（p. 4-7）

3 両面ユニットでの紙づまり（p. 4-13）

4 本体内部での紙づまり（p. 4-10）

5 手差しトレイでの紙づまり（p. 4-15）

6 用紙縦搬送部での紙づまり（p. 4-17）

7 トレイ 1での紙づまり（p. 4-20）

8 トレイ 2での紙づまり（p. 4-23）

9 トレイ 3での紙づまり（p. 4-25）

10 トレイ 4での紙づまり（p. 4-25）

11 LCTでの紙づまり（p. 4-26）

12 セパレータでの紙づまり（p. 4-29）

13 セパレータでの紙づまり（p. 4-29）
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4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
4.2.3 ADFでの紙づまり処理のしかた

A 原稿給紙トレイに残っている原稿を取除きます。

B 左カバー解除レバーを引き、左カバーを開きます。

C つまっている原稿をゆっくり取除きます。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。
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4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
D 原稿ガイド側につまっている場合は、原稿ガイドの手前側のツ
マミを持上げ、原稿ガイドを開きます。

E つまっている原稿をゆっくり取除きます。

F 原稿ガイドを元の位置に戻します。
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4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
G 原稿給紙トレイを止まる位置まで上げます。

H つまっている原稿をゆっくり取除きます。

I 原稿給紙トレイを元の位置に戻して、左カバーを閉じます。
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4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
4.2.4 定着部での紙づまり処理のしかた

A 右上ドア解除レバーを引き、右上ドアを開きます。

B 定着部につまっている用紙をゆっくり取除きます。

下側に取除くことができない場合は、定着ユニット上カバー
を押上げ、上側に取除きます。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。

･ 定着部につまっている用紙は下
側に取除いてください。
･ 用紙が以下のような状態になっ
ている場合は、サービス実施店
までご連絡ください。
･用紙が定着ユニット内部に巻き
ついている場合
･用紙が定着ユニット内部のロー
ラー部に折曲がり、噛みこん
でいる場合
･取除いた用紙が破れ、定着ユ
ニット内に残ってしまった場
合

･ 定着部を通っていないトナーは
衣服または手などに付着するこ
とがあります。取扱いには十分
に注意してください。
トラブルの処理 4-7



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
定着ユニット内部で、じゃばら状に用紙がつまっている場合
は、定着カバーを開いて取除きます。

定着部周辺は高温となって
います。

やけどの原因となりますの
で、指定されたつまみやダ
イアル以外の部分には触れ
ないように注意してくださ
い。高温部に手などが触れ
てしまった場合は、すぐに
冷たい水で冷やし、医師に
ご相談ください。

トナーで本体内や衣服または手などを汚さないように注意して取扱っ
てください。
トナーで手を汚してしまった場合は、水や中性洗剤などを使って洗い
流してください。
目に入ってしまった場合は、すぐ水で洗い流し、医師にご相談くださ
い。

定着部
トラブルの処理 4-8



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
転写ベルトや転写ローラーの表面に触れると、印刷画質が低
下する可能性があります。転写ベルトや転写ローラーの表面
に触れないように注意してください。

C 右上ドアを閉じます。

D 使用しているトレイを引出します。

転写
ベルト

転写
ローラー
トラブルの処理 4-9



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
E つまっている用紙を取除きます。

F トレイを元に戻します。

4.2.5 本体内部での紙づまり処理のしかた

A 右上ドア解除レバーを引き、右上ドアを開きます。

B 本体内部につまっている用紙をゆっくり取除きます。

ローラーまたは、フィルムには手
を触れないように注意してくださ
い。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。
トラブルの処理 4-10



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
C 用紙の先端がタイミングローラー部にある場合は、内部カバー
【M1】を開きます。

D タイミングローラー部につまった用紙をゆっくり取除きます。

･ 用紙が以下の状態になっている
場合は、サービス実施店までご
連絡ください。
･用紙がタイミングローラー内部
に巻きついている場合
･用紙がタイミングローラー内部
に折曲がり、噛みこんでいる
場合

･ 定着部を通っていないトナーは
衣服または手などに付着するこ
とがあります。取扱いには十分
に注意してください。

定着部周辺は高温となって
います。

やけどの原因となりますの
で、指定されたつまみやダ
イアル以外の部分には触れ
ないように注意してくださ
い。高温部に手などが触れ
てしまった場合は、すぐに
冷たい水で冷やし、医師に
ご相談ください。

トナーで本体内や衣服または手などを汚さないように注意して取扱っ
てください。
トナーで手を汚してしまった場合は、水や中性洗剤などを使って洗い
流してください。
目に入ってしまった場合は、すぐ水で洗い流し、医師にご相談くださ
い。

定着部
トラブルの処理 4-11



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
転写ベルトや転写ローラーの表面に触れると、印刷画質が低
下する可能性があります。転写ベルトや転写ローラーの表面
に触れないように注意してください。

E 右上ドアを閉じます。

F 使用しているトレイを引出します。

転写
ベルト

転写
ローラー
トラブルの処理 4-12



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
G つまっている用紙を取除きます。

H トレイを元に戻します。

4.2.6 両面ユニットでの紙づまり処理のしかた

A 両面ユニットドアを開きます。

B 両面ユニットにつまっている用紙をゆっくり取除きます。

ローラーまたは、フィルムには手
を触れないように注意してくださ
い。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。
トラブルの処理 4-13



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
C 両面ユニットドアを閉じます。

D 使用しているトレイを引出します。

ローラーまたは、フィルムには手
を触れないように注意してくださ
い。

E つまっている用紙を取除きます。

F トレイを元に戻します。
トラブルの処理 4-14



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
4.2.7 手差しトレイでの紙づまり処理のしかた

A 手差しトレイの用紙を取除きます。

B 右上ドアを開きます。

C 内部カバー【M1】を開きます。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。
トラブルの処理 4-15



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
D 用紙をゆっくり取除きます。

転写ベルトや転写ローラーの表面に触れると、印刷画質が低
下する可能性があります。転写ベルトや転写ローラーの表面
に触れないように注意してください。

定着部周辺は高温となって
います。

やけどの原因となりますの
で、指定されたつまみやダ
イアル以外の部分には触れ
ないように注意してくださ
い。高温部に手などが触れ
てしまった場合は、すぐに
冷たい水で冷やし、医師に
ご相談ください。

トナーで本体内や衣服または手などを汚さないように注意して取扱っ
てください。
トナーで手を汚してしまった場合は、水や中性洗剤などを使って洗い
流してください。
目に入ってしまった場合は、すぐ水で洗い流し、医師にご相談くださ
い。

定着部

転写
ベルト

転写
ローラー
トラブルの処理 4-16



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
E 右上ドアを閉じます。

4.2.8 用紙縦搬送部での紙づまり処理のしかた

A 右中ドア解除レバーを引き、右中ドアを開きます。

B 用紙をゆっくり取除きます。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。
トラブルの処理 4-17



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
C 右中ドアを閉じます。

D 使用しているトレイを引出します。

右中ドアは、手のマークの周辺を
押して確実に閉じてください。
トラブルの処理 4-18



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
E つまっている用紙を取除きます。

F トレイを元に戻します。

フィルムには手を触れないように
注意してください。
トラブルの処理 4-19



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
4.2.9 トレイ 1での紙づまり処理のしかた

A 右上ドア解除レバーを引き、右上ドアを開きます。

B 内部カバー【M1】を開きます。

C 用紙をゆっくり取除きます。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。
トラブルの処理 4-20



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
転写ベルトや転写ローラーの表面に触れると、印刷画質が低
下する可能性があります。転写ベルトや転写ローラーの表面
に触れないように注意してください。

定着部周辺は高温となって
います。

やけどの原因となりますの
で、指定されたつまみやダ
イアル以外の部分には触れ
ないように注意してくださ
い。高温部に手などが触れ
てしまった場合は、すぐに
冷たい水で冷やし、医師に
ご相談ください。

トナーで本体内や衣服または手などを汚さないように注意して取扱っ
てください。
トナーで手を汚してしまった場合は、水や中性洗剤などを使って洗い
流してください。
目に入ってしまった場合は、すぐ水で洗い流し、医師にご相談くださ
い。

定着部

転写
ベルト

転写
ローラー
トラブルの処理 4-21



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
D 右上ドアを閉じます。

E トレイ 1を引出します。

F つまっている用紙を取除きます。

G トレイを元に戻します。

ローラーまたは、フィルムには手
を触れないように注意してくださ
い。
トラブルの処理 4-22



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
4.2.10 トレイ 2での紙づまり処理のしかた

A 右中ドア解除レバーを引き、右中ドアを開きます。

B 用紙をゆっくり取除きます。

C 右中ドアを閉じます。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。
トラブルの処理 4-23



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
D トレイ 2を引出します。

フィルムには手を触れないように
注意してください。

E つまっている用紙を取除きます。

F トレイを元に戻します。

右中ドアは、手のマークの周辺を
押して確実に閉じてください。
トラブルの処理 4-24



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
4.2.11 給紙キャビネット（トレイ 3/4）での紙づ
まり処理のしかた

A 右下ドア解除レバーを引き、右下ドアを開きます。

B 用紙をゆっくり取除きます。

C 右下ドアを閉じます。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。
トラブルの処理 4-25



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
D 給紙トレイを引出します。

E つまっている用紙を取除きます。

F トレイを元に戻します。

4.2.12 LCT での紙づまり処理のしかた

A 右下ドア解除レバーを引き、右下ドアを開きます。

フィルムには手を触れないように
注意してください。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。
トラブルの処理 4-26



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
B 用紙をゆっくり取除きます。

C 右下ドアを閉じます。

D トレイ解除ボタンを押して、LCTを引出します。
トラブルの処理 4-27



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
E つまっている用紙を取除きます。

F トレイを元に戻します。

フィルムには手を触れないように
注意してください。
トラブルの処理 4-28



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
4.2.13 セパレータでの紙づまり処理のしかた

A 紙づまり処理ドアを開きます。

B ダイアルを回して用紙を送り出します。

C 排紙トレイの用紙を取除きます。

紙づまり位置については、「紙づま
り位置表示」（p. 4-3）をごらんく
ださい。
トラブルの処理 4-29



4.2　 「紙づまりです」と表示されたら
D 紙づまり処理ドアを閉じます。
トラブルの処理 4-30



4.3　「用紙を補給してください」と表示されたら

印刷中に用紙がなくなったときは、「用紙を補給してください」と表示さ
れます。

% 反転表示されているトレイを確認して、用紙を補給します。

用紙の補給について詳しくは、「ト
レイ 1へ用紙をセットする」
（p. 1-22）、「トレイ2/3/4 へ用紙
をセットする」（p. 1-26）、「LCT
へ用紙をセットする」（p. 1-27）、
「手差しトレイへ用紙をセットす
る」（p. 1-29）をごらんください。
トラブルの処理 4-31



4.4　「メモリ残量不足のため、…」と表示されたら

本機はメモリーを使用してコピーを行っています。
コピー操作中にメモリー残量不足を起こした場合、「メモリ残量不足のた
め、読込みを中断しました」のメッセージが表示されます。 ひとこと

コピー操作中にメモリー残量不足
を起こした場合、印刷が完了して
いないジョブは破棄されます。
メモリー残量が十分あることを画
面右下の「メモリ残量」の表示で
確認して、印刷が完了していない
原稿をセットし、コピーを行って
ください。
トラブルの処理 4-32



4.5　「…の交換時期です」と表示されたら

本機内の各消耗品および交換部品の交換時期が近づくと、タッチパネル
に下図のようなメッセージが表示され、交換時期をお知らせします。 ひとこと

メッセージが表示されたら、保守
契約にしたがって各消耗品および
交換部品の交換の準備を行ってく
ださい。

「…の交換時期です」の表示後に、
「…を交換してください」と表示
し、本機は停止します。
「…の交換時期です」と表示してか
ら、「…を交換してください」が表
示するまでの印刷枚数は、印刷条
件および各消耗品／交換部品に
よって異なります。
トラブルの処理 4-33



4.6　「…交換してください」と表示されたら

本機内の各消耗品および交換部品が交換時期になると、タッチパネルに
下図のようなメッセージが表示されます。

ひとこと

メッセージが表示されたら、保守
契約にしたがって各消耗品および
交換部品の交換処理を行ってくだ
さい。

使用済みの消耗品および交換部品
はサービス実施店が回収しますの
で、捨てずに個装箱に入れて保管
しておいてください。
トラブルの処理 4-34



4.7　「現在ネットワーク登録中です すべての操作ができません し
ばらくお待ちください」と表示されたら

本機へAssistant tool for C200 の管理者モードでアクセスしている場
合に表示されます。

メッセージが表示されている間は
電源を切断しないでください。
Assistant tool for C200 から本
機へのアクセスをログアウトする
と基本画面に戻ります。
トラブルの処理 4-35



4.8　簡単なトラブルの処理

トラブルの内容 チェックポイント 処理のしかた

本
体
【主電源スイッチ】を入れて
も機械が始動しない

コンセントへの接続は確実ですか？ 電源プラグを正しくコンセントに接続し
てください。

【副電源スイッチ】はONになってい
ますか？

【副電源スイッチ】をONにしてくださ
い。

コピーがスタートしない 本体右上ドアを確実に閉じています
か？

本体右上ドアを確実に閉じてください。

原稿に見合った適正な用紙が入ってい
ますか？

適正なサイズの用紙を給紙トレイにセッ
トしてください。

画像がうすい／色がうすい 濃度の設定が、［うすく］になってい
ませんか？

濃度画面で［こく］を押して、お好みの
コピー濃度でコピーしてください。
（p. 2-37）

用紙が湿気をおびていませんか？ 用紙を新しいものに交換してください。
（p. 1-22）、（p. 1-26）、（p. 1-27）、
（p. 1-29）

画像がこい／色がこい 濃度の設定が、［こく］になっていま
せんか？

濃度画面で［うすく］を押して、お好み
のコピー濃度でコピーしてください。
（p. 2-37）

原稿が原稿ガラス上から浮上がってい
ませんか？

原稿が原稿ガラス上に密着するように
セットしてください。（p. 2-7）

画像がにじむまたはボケる 用紙が湿気をおびていませんか？ 用紙を新しいものに交換してください。
（p. 1-22）、（p. 1-26）、（p. 1-27）、
（p. 1-29）

原稿が原稿ガラス上から浮上がってい
ませんか？

原稿が原稿ガラス上に密着するように
セットしてください。（p. 2-7）

印刷の全体が汚れる
印刷にスジが表れる

原稿ガラスが汚れていませんか？ 原稿ガラスを柔らかな布で乾拭きしてく
ださい。（p. 9-2）

スリットガラスが汚れていませんか？ スリットガラスをスリットガラス清掃具
で清掃してください。（p. 9-2）

原稿押えパッドが汚れていませんか？ 柔らかな布に中性洗剤をつけ、原稿押え
パッドを清掃してください。
（p. 9-3）

第2原図、OHPフィルムなどの透明
度の高い原稿を使っていませんか？

原稿の上に白紙をのせてコピーしてくだ
さい。（p. 2-7）

両面原稿を使っていませんか？ うすい紙の両面原稿の場合、ウラ面の原
稿内容が透けて、おもて面の原稿に写っ
てしまうことがあります。下地調整画面
で下地レベルをうすくしてください。
（p. 2-38）

印刷の画像が傾いている 原稿が正しくセットされていますか？ 原稿を原稿スケールに合わせて、正しく
セットしてください。（p. 2-7）
原稿をADFにセットし、ガイド板を原
稿サイズに正しく合わせてください。
（p. 2-6）

ADFに適した原稿がセットされてい
ますか？

ADFに適していない原稿の場合は、原稿
ガラスを使用してコピーしてください。
（p. 2-7）

スリットガラスに異物が付着していま
せんか？（ADF使用時）

スリットガラスをスリットガラス清掃具
で清掃してください。（p. 9-2）

給紙トレイのガイド板がきちんと用紙
に合わせてありますか？

用紙端面にきちんとガイド板を合わせて
ください。

カールの大きい用紙が給紙トレイに
セットされていませんか？

用紙のカールを手でなおして給紙トレイ
にセットしなおしてください。
トラブルの処理 4-36



4.8　 簡単なトラブルの処理
上記以外のメッセージが表示された場合は、メッセージにしたがい処理を行ってください。
上記処理を行ってもトラブルがなおらない場合は、サービス実施店にご連絡ください。

印刷された用紙が反っている お使いになる用紙（再生紙など）に
よっては反りが発生する場合がありま
す。

給紙トレイにセットされている用紙を裏
返してセットしなおしてください。

吸湿していない、新しい用紙に交換して
ください。
（p. 1-22）、（p. 1-26）、（p. 1-27）、
（p. 1-29）

画像の周りが汚れる 原稿押えパッドが汚れていませんか？ 柔らかな布に中性洗剤をつけ、原稿押え
パッドを清掃してください。
（p. 9-3）

原稿サイズより大きな用紙を選択して
いませんか？
（等倍 ×1.000 コピー時）

原稿と同じサイズの用紙を選択してくだ
さい。
または、自動倍率を選択し、用紙に合わ
せた倍率で、拡大コピーをしてください。
（p. 2-18）

原稿サイズと用紙の向きが違っていま
せんか？
（等倍 ×1.000 コピー時）

原稿と同じサイズの用紙を選択してくだ
さい。または、原稿と同じ向きに用紙を
セットしなおしてください。

用紙サイズに合った縮小コピー倍率が
選択されていますか？
（縮小コピー倍率手動入力時）

用紙サイズにあった倍率を選択してくだ
さい。（p. 2-20）
または、自動倍率を選択し、用紙に合わ
せた倍率で、縮小コピーをしてください。
（p. 2-20）

紙づまり処理してもコピーで
きない

他にも紙づまりはありませんか？ 紙づまり位置表示などを見て、他の場所
につまっている用紙を取除いてください。
（p. 4-3）

両面＞片面、両面＞両面機能
にならない

組合わせできない設定を選んでいませ
んか？

選んでいる設定の組合わせをご確認くだ
さい。

A
D
F

原稿が送られない ADFが浮いていませんか？ ADFを確実に閉じてください。

仕様以外の原稿を使用していません
か？

ADFにセットできる原稿の仕様を確認し
てください。（p. 6-17）

正しく原稿をセットしていますか？ 原稿を正しくセットしてください。
（p. 2-6）

トラブルの内容 チェックポイント 処理のしかた
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4.9　おもなメッセージと処理のしかた

上記以外のメッセージが表示された場合は、メッセージにしたがい処理を行ってください。

メッセージ 原因 処理のしかた

紙づまりです
o部のペーパーを取り除いてくださ
い

紙づまりが発生し、コピーができま
せん。

つまっている用紙を取除いてくださ
い。（p. 4-3）

矢印部が開いています
確実に閉めてください

本体のドアやカバーが開いているた
め、コピーができません。

本体のドアやカバーを確実にセット
してください。

原稿サイズが検出できません
用紙を選択してください

①原稿が正しくセットされていない。
②不定形サイズまたは、検出できな
い小サイズの原稿を使用している。

①原稿を正しくセットしてください。
②用紙を選択して、コピーしてくだ
さい。

用紙を補給してください 表示されているトレイに用紙があり
ません。

用紙を補給してください。
（p. 1-22）、（p. 1-26）、（p. 1-27）、
（p. 1-29）

最適用紙がありません
用紙を選択してください

適合するサイズの用紙が給紙トレイ
にセットされていません。

他のサイズの用紙を選択するか、適
合するサイズの用紙をセットしてく
ださい。

用紙が正しくセットできていません
適切な用紙をセットしてください

適切な用紙サイズが給紙トレイに
セットされていません。

給紙トレイの用紙を適切なサイズに
設定してください。（p. 6-2）

ログインする部門名とパスワードを
入力してください

部門管理されています。部門名と正
しいパスワードを入力しないかぎり
コピーはできません。

部門名と正しいパスワードを入力し
てください。（p. 1-20）

トラブルです
サービスにトラブルコードを連絡し
てください

本機に何らかのトラブルが発生し、
コピーできません。

画面に表示されているトラブルコー
ドをサービス実施店に連絡してくだ
さい。

用紙に画像が収まらなかったため、
ジョブを削除しました

ADFを使用し、画像を回転させて拡
大コピーする場合、画像の幅が
297.0 mmを超えているとコピーで
きません。
例：A4 v>A3 w、B5 v>B4 w

画像の幅が297.0 mmを超えないよ
うに、ADFにセットする原稿の向き
を変更してください。
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第 5章

仕様 第5章
本体およびオプションの仕様について説明します。

5.1　 仕様 ................................................................................................................5-2



5.1　仕様

5.1.1 本体仕様

仕様

形式 スキャナー・プリンター 一体卓上型／自立型

原稿台方式 原稿台固定方式（ミラースキャン）

感光体 OPC 

光源 白色希ガス蛍光灯

複写方式 レーザー静電複写方式

現像方式 乾式 2成分HMT現像方式

定着方式 ベルト定着方式

解像度 読取り：600 dpi × 600 dpi 出力：600 dpi × 600 dpi

複写原稿 種類：シート、ブック（見開き）、 立体物
サイズ：最大A3（11 × 17）
重量：2 kg（立体物）

複写紙種類 普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）、厚紙 1（91 g/m2 ～ 150 g/m2）、
厚紙 2（151 g/m2 ～ 209 g/m2）、厚紙 3（210 g/m2 ～ 256 g/m2）、
OHP フィルム、はがき、封筒、ラベル用紙
両面 : 普通紙（64 g/m2 ～ 90 g/m2）、厚紙 1/2/3（91 g/m2 ～ 256 g/m2）

複写紙サイズ < トレイ 1>
A3 w～B6 w、A6 w、はがき（100 mm × 148 mm） w*1、12-1/4 × 18 w*2、
12 × 18 w*2 ～ 5-1/2 × 8-1/2 w/v、8 × 13 w*3、16K w/v、8K w
幅： 90 mm～ 311.1 mm、長さ： 139.7 mm～ 457.2 mm

用紙収容枚数 <トレイ 1>
普通紙：250枚、厚紙 1/2/3、OHP フィルム、はがき、封筒、ラベル用紙：20枚

排紙トレイ積載枚数 普通紙：250枚
厚紙：10枚
OHPフィルム：1枚

ウォームアップタイム 【主電源スイッチ】がONの状態から【副電源スイッチ】をONにして、印刷可能な
状態になるまでの時間（室温 23℃）
フルカラー：40秒以下 /ブラック：37秒以下
【主電源スイッチ】をONにして、印刷可能な状態になるまでの時間（室温 23℃）
90秒以下（オプション装着時は100秒以下）

画像欠け幅 先端：4.2 mm、後端：3 mm、右端：3 mm、左端：3 mm

ファーストコピータイム フルカラー：13.5 秒以下
ブラック：10秒以下
（A4 v印刷時）

コピースピード フルカラー /ブラック：20枚 / 分（片面）、18枚 / 分（両面）

複写倍率 等倍：× 1.000 ± 0.5%以下
拡大：× 1.154、× 1.224、× 1.414、× 2.000
縮小：× 0.866、× 0.816、× 0.707、× 0.500、小さめ（× 0.930）*
ズーム：× 0.250 ～ × 4.000（× 0.001 ステップ）
倍率登録 3
* 小さめ倍率（× 0.900 ～ × 0.999）

連続複写枚数 1枚～ 999枚

濃度調整 コピー濃度 :マニュアル濃度調整（9段階）
下地濃度 :マニュアル濃度調整および自動濃度調整（9段階）

電源 AC100 V、12 A、50/60 Hz 

最大消費電力 1,250 W以下

大きさ 幅620 mm × 奥行 688 mm × 高さ 648 mm

機械占有寸法*4 幅 1,117 mm × 奥行 1,061 mm（セパレータ /手差しトレイ装着時）

メモリー容量 64 MB

質量 約 68 kg
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5.1　 仕様
*1 はがきとは、100 × 148 mm（郵政はがき）を指します。100 × 148 mm（郵政はがき）以外のはがきを使用する
場合は、使用するはがきのサイズを確認したうえで、不定形サイズ画面にてサイズ設定したのちご使用ください。

*2 A3よりひと回り大きい用紙サイズです。12-1/4 × 18 は 311.1 × 457.2 mm、12 × 18 は 304.8 × 457.2 mmで
す。

*3 Foolscapには、220 × 330 mmw、8-1/2 × 13 w、8-1/4 × 13 w、8-1/8 × 13-1/4 w、8 × 13 wの 5種類が
あります。いずれか 1種類が選択可能です。詳しくはサービス技術者におたずねください。

*4 機械占有寸法は、給紙トレイを引出した状態の寸法です。

この製品仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。

5.1.2 自動両面ユニット AD-505

*1 A3よりひと回り大きい用紙サイズです。12-1/4 × 18 は 311.1 × 457.2 mm、12 × 18 は 304.8 × 457.2 mmで
す。

*2 Foolscapには、220 × 330 mm w、8-1/2 × 13 w、8-1/4 × 13 w、8-1/8 × 13-1/4 w、8 × 13 wの 5種類が
あります。いずれか 1種類が選択可能です。詳しくはサービス技術者におたずねください。

5.1.3 自動両面原稿送り装置 DF-612

仕様

用紙種類 普通紙（64 g/m2 ～ 90 g/m2）、厚紙 1（91 g/m2 ～ 150 g/m2）、
厚紙2（151 g/m2～209 g/m2）、厚紙 3（210 g/m2 ～ 256 g/m2）

用紙サイズ A3 w～A5 w、12-1/4 × 18 w*1、12 × 18 w*1 ～ 5-1/2 × 8-1/2 w、
8 ×13 w*2、8K w、16K w/v 
幅：139.7 mm～ 311.1 mm、長さ：176 mm～ 457.2 mm

電源 本体から供給

最大消費電力 31 W以下

大きさ 幅156 mm × 奥行 438 mm × 高さ 343 mm

質量 紙 3.2 kg

仕様

原稿通紙機能 標準機能：片面原稿、両面原稿
混載原稿機能：片面原稿、両面原稿混載

原稿種類 片面：普通紙（38 g/m2 ～ 128 g/m2）
両面・混載：普通紙（50 g/m2 ～ 128 g/m2）

原稿サイズ 片面原稿／両面原稿：A3 w～A5 w、8-1/2 × 11 w/v
混載原稿：同じ幅の原稿のみ使用可能

原稿積載量 片面原稿／両面原稿：最大 70枚以下（80 g/m2）

電源 本体から供給

最大消費電力 55 W以下

大きさ 幅 551 mm × 奥行 511 mm × 高さ 118 mm

質量 約 8.1 kg
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5.1　 仕様
5.1.4 給紙キャビネット PC-105

* Foolscap には、220 × 330 mm w、8-1/2 × 13 w、8-1/4 × 13 w、8-1/8 × 13-1/4 w、8 × 13 wの5 種類が
あります。いずれか 1 種類が選択可能です。詳しくはサービス技術者におたずねください。

5.1.5 給紙キャビネット PC-104

* Foolscap には、220 × 330 mm w、8-1/2 × 13 w、8-1/4 × 13 w、8-1/8 × 13-1/4 w、8 × 13 wの5 種類が
あります。いずれか 1 種類が選択可能です。詳しくはサービス技術者におたずねください。

仕様

用紙種類 普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）
厚紙 1（91 g/m2 ～ 150 g/m2）
厚紙 2（151 g/m2 ～ 209 g/m2）
厚紙 3（210 g/m2 ～ 256 g/m2）

用紙サイズ A3 w～A5 w、11 × 17 w～ 8-1/2 × 11 w/v、8 × 13 w*、16K v、8K w

収容枚数 トレイ2
普通紙：500枚、厚紙 1/2/3：150枚

電源 本体から供給

最大消費電力 16 W以下

大きさ 幅 600 mm × 奥行 578 mm × 高さ 168 mm

質量 約 14.7 kg

ユニット構成 給紙トレイ1段

仕様

用紙種類 普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）
厚紙 1（91 g/m2 ～ 150 g/m2）
厚紙 2（151 g/m2 ～ 209 g/m2）
厚紙 3（210 g/m2 ～ 256 g/m2）

用紙サイズ A3 w～A5 w、11 × 17 w～ 8-1/2 × 11 w/v、8 × 13 w*、16K v、8K w

収容枚数 トレイ3
普通紙：500枚、厚紙 1/2/3：150枚

電源 本体から供給

最大消費電力 15 W以下

大きさ 幅600 mm × 奥行 578 mm × 高さ 301 mm

質量 約 24 kg

ユニット構成 給紙トレイ1段
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5.1　 仕様
5.1.6 給紙キャビネット PC-204

* Foolscap には、220 × 330 mm w、8-1/2 × 13 w、8-1/4 × 13 w、8-1/8 × 13-1/4 w、8 × 13 wの5 種類が
あります。いずれか 1 種類が選択可能です。詳しくはサービス技術者におたずねください。

5.1.7 給紙キャビネット PC-405

仕様

用紙種類 普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）
厚紙 1（91 g/m2 ～ 150 g/m2）
厚紙 2（151 g/m2 ～ 209 g/m2）
厚紙 3（210 g/m2 ～ 256 g/m2）

用紙サイズ A3 w～A5 w、11 × 17 w～ 8-1/2 × 11 w/v、8 × 13 w*、16K v、8K w

収容枚数 上段（トレイ3）
普通紙：500枚、厚紙 1/2/3：150枚
下段（トレイ4）
普通紙：500枚、厚紙 1/2/3：150枚

電源 本体から供給

最大消費電力 15 W以下

大きさ 幅600 mm × 奥行 578 mm × 高さ 301 mm

質量 約 28 kg

ユニット構成 給紙トレイ2段

仕様

用紙種類 普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）
厚紙 1（91 g/m2 ～ 150 g/m2）
厚紙 2（151 g/m2 ～ 209 g/m2）
厚紙 3（210 g/m2 ～ 256 g/m2）

用紙サイズ A4 v、8-1/2 × 11 v

収容枚数 普通紙：2,500 枚、厚紙 1/2/3：1,000 枚

電源 本体から供給

最大消費電力 45 W以下

大きさ 幅600 mm × 奥行 578 mm × 高さ 301 mm

質量 約 28 kg
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5.1　 仕様
5.1.8 マルチ手差し給紙ユニット MB-502

*1 はがきとは、100 × 148 mm（郵政はがき）を指します。100 × 148 mm（郵政はがき）以外のはがきを使用する
場合は、使用するはがきのサイズを確認したうえで、不定形サイズ画面にてサイズ設定したのちご使用ください。

*2 A3よりひと回り大きい用紙サイズです。12-1/4 × 18 は 311.1 × 457.2 mm、12 × 18 は 304.8 × 457.2 mmで
す。

*3 Foolscapには、220 × 330 mmw、8-1/2 × 13 w、8-1/4 × 13 w、8-1/8 × 13-1/4 w、8 × 13 wの 5種類が
あります。いずれか 1種類が選択可能です。詳しくはサービス技術者におたずねください。

5.1.9 セパレータ JS-505

仕様

用紙種類 普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）、厚紙 1（91 g/m2 ～ 150 g/m2）、
厚紙 2（151 g/m2 ～ 209 g/m2）、厚紙 3（210 g/m2 ～ 256 g/m2）、
OHPフィルム、はがき、封筒、ラベル用紙

用紙サイズ A3 w～B6 w、A6 w、はがき（100 mm × 148 mm） w*1、12-1/4 × 18 w*2、
12 × 18 w*2 ～ 5-1/2 × 8-1/2 w/v、8 × 13 w*3、16K w/v、8K w
幅：90 mm ～ 311.1 mm、長さ：139.7 mm ～ 457.2 mm

収容枚数 普通紙：100枚、厚紙 1/2/3、はがき、ラベル用紙：20枚、封筒：10枚

電源 本体から供給

最大消費電力 27 W以下

大きさ 幅 472 mm × 奥行 456 mm ×高さ102 mm

質量 約 2.85 kg

仕様

排紙トレイ 第 1排紙トレイ、第2排紙トレイ

通紙機能 グループ、ソート、仕分けグループ、仕分けソート

用紙種類 ＜第 1排紙トレイ＞
普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）
＜第 2排紙トレイ＞
普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）、厚紙（91 g/m2 ～ 256 g/m2）、
OHPフィルム、はがき、封筒、ラベル用紙

用紙サイズ ＜第 1排紙トレイ＞
A3 w～A5 w、11 × 17 w～8-1/2 × 11 w/v
＜第 2排紙トレイ＞
A3 w～B6 w、A6 w、はがき（100 mm × 148 mm） w*1、12-1/4 × 18 w*2、
11 × 17 w～ 5-1/2 × 8-1/2 w/v

用紙積載量 ＜第 1排紙トレイ＞
普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）：50枚
両面：普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）：50枚
＜第 2排紙トレイ＞
普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）：150枚
厚紙（91 g/m2 ～ 256 g/m2）、OHPシート、はがき、ラベル用紙：20枚
封筒：10枚
両面：普通紙（60 g/m2～90 g/m2）：150枚、厚紙（91 g/m2～256 g/m2）：20枚

電源 本体より供給

最大消費電力 40 W以下

シフト量 30 mm

仕分け機能 ＜第 2排紙トレイ＞
普通紙、厚紙
A3 w～B5 w、11 × 17 w～ 8-1/2 × 11 w/v

大きさ 幅 423 mm/543 mm（補助トレイを引出した場合） × 奥行 477 mm × 高さ 130 mm
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5.1　 仕様
*1 はがきとは、100 × 148 mm（郵政はがき）を指します。100 × 148 mm（郵政はがき）以外のはがきを使用する
場合は、使用するはがきのサイズを確認したうえで、不定形サイズ画面にてサイズ設定したのちご使用ください。

*2 12-1/4 × 18 は A3よりひと回り大きい311.1 × 457.2 mmです。

質量 約 5 kg

仕様
仕様 5-7
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6.1　用紙について

以下の条件を満たす用紙をご使用ください。

6.1.1 使用できる用紙サイズ
不定形紙：

定形紙：

*1 はがきとは、100 × 148 mm（郵政はがき）を指します。100 × 148 mm（郵政はがき）以外のはがきを使用する
場合は、使用するはがきのサイズを確認したうえで、不定形サイズ画面にてサイズ設定したのちご使用ください。

*2 A3よりひと回り大きい用紙サイズです。12-1/4 × 18 は 311.1 × 457.2 mm、12 × 18 は 304.8 × 457.2 mmで
す。

*3 Foolscapには、220 × 330 mm w、8-1/2 × 13 w、8-1/4 × 13 w、8-1/8 × 13-1/4 w、8 × 13 wの 5種類が
あります。いずれか 1種類が選択可能です。詳しくはサービス技術者におたずねください。

*1 はがきとは、100 × 148 mm（郵政はがき）を指します。100 × 148 mm（郵政はがき）以外のはがきを使用する
場合は、使用するはがきのサイズを確認したうえで、不定形サイズ画面にてサイズ設定したのちご使用ください。

*2 12-1/4 × 18 は A3よりひと回り大きい311.1 × 457.2 mmです。

給紙口・その他 用紙幅 用紙長

手差しトレイ 90.0 mm～ 311.1 mm 139.7 mm～ 457.2 mm

トレイ 1 90.0 mm～ 311.1 mm 139.7 mm～ 457.2 mm

トレイ 2

― ―1段 /2 段給紙キャビネット

LCT

両面印刷 139.7 mm～ 311.1 mm 176 mm～ 457.2 mm

給紙口・その他 用紙サイズ

手差しトレイ A3 w～B6 w、A6 w、はがき（100 mm × 148 mm）w*1、12-1/4 × 18 w*2、
12 × 18 w*2 ～ 5-1/2 × 8-1/2 w/v、8 × 13 w*3、16K w/v、8K w

トレイ 1 A3 w～B6 w、A6 w、はがき（100 mm × 148 mm）w*1、12-1/4 × 18 w*2、
12 × 18 w*2 ～ 5-1/2 × 8-1/2 w/v、8 × 13 w*3、16K w/v、8K w

トレイ 2 A3 w～A5 w、11 × 17 w～8-1/2 × 11 w/v、8 × 13 w*3、16K v、8K w

1 段 /2 段給紙キャビネット A3 w～A5 w、11 × 17 w～8-1/2 × 11 w/v、8 × 13 w*3、16K v、8K w

LCT A4 v、8-1/2 × 11 v

両面印刷 A3 w～A5 w、12-1/4 × 18 w*2、12 × 18 w*2 ～ 5-1/2 × 8-1/2 w、
8 × 13 w*3、8K w、16K w/v

積載する装置 積載可能サイズ

セパレータ JS-505 ＜第 1排紙トレイ＞
A3 w～A5 w、11 × 17 w～8-1/2 × 11 w/v
＜第2排紙トレイ＞
A3 w～B6 w、A6 w、はがき（100 mm × 148 mm） w*1、12-1/4 × 18 w*2、
11 × 17 w～5-1/2 × 8-1/2 w/v
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6.1　 用紙について
6.1.2 用紙種類および用紙容量

6.1.3 専用紙について
OHPフィルムや色紙など、普通紙以外の用紙を専用紙と呼びます。給紙トレイにOHPフィルムや色紙な
どをセットした場合、必ず正しい種類の専用紙に設定してください。用紙種類が正しくない場合、紙づまり
などの原因となります。

用紙種類 普通紙 厚紙 1 厚紙 2 厚紙 3

坪量（g/m2）
給紙口・その他

60 g/m2 ～
90 g/m2

91 g/m2 ～
150 g/m2

151 g/m2 ～
209 g/m2

210 g/m2 ～
256 g/m2

手差しトレイ 100枚 20枚 20枚 20枚

トレイ 1 250枚 20枚 20枚 20枚

トレイ 2 500枚 150 枚 150枚 150枚

1段 /2 段給紙
キャビネット 500枚 150枚 150枚 150枚

LCT 2,500 枚 1,000 枚 1,000枚 1,000 枚

用紙種類 OHP
フィルム はがき 封筒 ラベル用紙

給紙口・その他

手差しトレイ 20枚 20枚 10枚 20枚

トレイ 1 20枚 20枚 20枚 20枚

トレイ 2 - - - -

1 段 /2 段給紙
キャビネット - - - -

LCT - - - -

用紙種類 アイコン 説明

片面専用紙 坪量60 g/m2 ～ 90 g/m2 の普通紙で、両面に印刷したくない用紙（すでに1面
目に印刷がされている用紙など）をセットする場合に選択します。
片面印刷時には、自動用紙設定で優先して選択されます。
両面印刷時、用紙を自動選択しません。

特殊紙 坪量60 g/m2 ～ 90 g/m2 の普通紙で、上質紙などの特別な用紙をセットする場
合に選択します。
自動用紙設定時、用紙を自動選択しません。

厚紙 1 坪量 91 g/m2 ～ 150 g/m2 の厚手の用紙をセットする場合に選択します。
自動用紙設定時、用紙を自動選択しません。

厚紙 2 坪量 151 g/m2 ～ 209 g/m2 の厚手の用紙をセットする場合に選択します。
自動用紙設定時、用紙を自動選択しません。

厚紙 3 坪量 210 g/m2 ～ 256 g/m2 の厚手の用紙をセットする場合に選択します。
自動用紙設定時、用紙を自動選択しません。

封筒 封筒をセットする場合に選択します。
自動用紙設定時、用紙を自動選択しません。

OHP OHPフィルムをセットする場合に選択します。
自動用紙設定時、用紙を自動選択しません。OHPフィルムを選択するときは、
カラー設定で［ブラック］を指定してから用紙種類を選択してください。
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6.1　 用紙について
6.1.4 用紙使用上の注意
以下の用紙は使用しないでください。
印刷品質の低下や、紙づまり、故障の原因になります。

1度通紙したOHP フィルム（白紙状態で排紙されたOHP フィルムでも再使用できません。）

熱転写プリンターやインクジェットプリンターで印刷された用紙

厚すぎる用紙や薄すぎる用紙

折り目、反り、しわ、破れのある用紙

開封後長期間経過した用紙

吸湿した用紙、バインダー用の穴が開いている用紙、ミシン目のある用紙

表面が滑らかすぎる用紙、表面が粗すぎる用紙、表面が一様でない用紙

カーボン紙、感熱紙、感圧紙のような表面が加工された用紙

箔押し、エンボスなどの加工が施されている用紙

形が不規則な用紙（長方形でない用紙）

のり、ステープル、クリップなどでとじられている用紙

ラベルが貼られている用紙

リボンやフック、ボタンなどの付いている用紙

6.1.5 用紙の保管
用紙は、湿気の少ない冷暗所に保存してください。

用紙が湿気をおびると、紙づまりの原因になります。
トレイにセットしきれなかった用紙は、包装紙に包み、または包装紙から取出した用紙はポリ袋に入
れ、湿気の少ない冷暗所に保管してください。
用紙は、立てて置かずに水平に保管してください。用紙にカールがついて、紙づまりの原因になりま
す。
幼児や子供の手の届くところには置かないようにしてください。

2面目普通紙 片面に印刷された用紙をセットする場合に選択します。
両面の2面目は、トレイ 1と手差しトレイで普通紙、厚紙1、厚紙 2、厚紙 3の
ときにのみ設定できます。

2面目厚紙 1

2面目厚紙 2

2面目厚紙 3

用紙種類 アイコン 説明
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6.1　 用紙について
6.1.6 ATS機能（自動トレイ切換え機能）
連続印刷中、選択した給紙トレイの用紙が無くなった場合、以下の動作条件を満たした他の給紙トレイがあ
れば、自動的に給紙トレイを切換えて印刷を続けます。オプションの LCTを装着した場合、最大 3,350 枚
（A4vの場合）の連続印刷が可能となります。（設定メニュー機能のATS許可で［許可］が設定されている
場合のみ可能となります。）
＜動作条件＞

同じサイズの用紙

同じ向きの用紙

同じ種類の用紙

6.1.7 給紙トレイ切換え順位
出荷時設定ではATS機能（自動トレイ切換え機能）がはたらいた場合、以下の優先順位で給紙トレイが選
択されます。
手差しトレイ装着時
トレイ 1→手差しトレイ
増設給紙キャビネット +手差しトレイ装着時
トレイ 1→トレイ 2→手差しトレイ
1段給紙キャビネット +手差しトレイ装着時
トレイ 1→トレイ 2→トレイ 3→手差しトレイ
2段給紙キャビネット +手差しトレイ装着時
トレイ 1→トレイ 2→トレイ 3→トレイ 4→手差しトレイ
LCT+ 手差しトレイ装着時
トレイ 1→トレイ 2→トレイ 3→手差しトレイ
用紙・原稿について 6-5



6.2　用紙設定

ここでは、各給紙トレイにセットされた用紙サイズおよび用紙種類の設
定方法について説明します。

6.2.1 用紙サイズを自動で検出させる（自動検出）
トレイ 1と手差しトレイの用紙サイズを自動的に検出します。
ここではトレイ 1での自動検出の設定方法を説明します。

A 基本設定画面の［用紙］を押します。

用紙画面が表示されます。

B トレイ 1のキーを押します。

C ［設定変更］を押します。

D ［自動検出］を押します。

出荷時設定では［自動検出］が選択されています。

E ［OK］を押します。

･ トレイ 1の用紙のセットについ
ては、「トレイ1へ用紙をセット
する」（p. 1-22）をごらんくだ
さい。
･ 手差しトレイの用紙のセットに
ついては、「手差しトレイへ用紙
をセットする」（p. 1-29）をご
らんください。

手差しトレイで自動検出の設定を
する場合は、手差しトレイのキー
を押します。
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6.2　 用紙設定
6.2.2 用紙サイズを指定する（サイズ指定）
トレイ 1と手差しトレイの用紙サイズを指定し、指定した用紙サイズ専
用のトレイとして使用できます。
たとえば、はがきやインチサイズの用紙など、自動的にサイズが検出さ
れない用紙を設定しておくと便利です。
ここではトレイ 1をはがき専用に設定する方法を説明します。

A 基本設定画面の［用紙］を押します。

用紙画面が表示されます。

手差しトレイの用紙サイズを指定
する場合は、手差しトレイのキー
を押します。

B トレイ 1のキーを押します。

C ［設定変更］を押します。

D ［サイズ指定］を押します。

サイズ指定画面が表示されます。

サイズ指定された用紙サイズ以外
の用紙をセットした場合、用紙サ
イズを自動検出しないため、紙づ
まりの原因となります。

･ トレイ 1の用紙のセットについ
ては、「トレイ1へ用紙をセット
する」（p. 1-22）をごらんくだ
さい。
･ 手差しトレイの用紙のセットに
ついては、「手差しトレイへ用紙
をセットする」（p. 1-29）をご
らんください。
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6.2　 用紙設定
E ［その他］を押します。

F ［はがきw］を押します。

ABサイズの用紙を指定する場合は［A系B系］を押します。

インチサイズの用紙を指定する場合は［インチ系］を押しま
す。

G ［OK］を 2回押します。

トレイ 1の用紙サイズが設定されます。

6.2.3 不定形紙をセットする（不定形）
不定形紙は、トレイ 1と手差しトレイにセットできます。
不定形紙を使用する場合は、用紙サイズを入力する必要があります。
ここではトレイ 1に不定形紙を設定する方法を説明します。

A 基本設定画面の［用紙］を押します。

用紙画面が表示されます。

［はがきw］を選択すると［厚紙
3］が自動的に設定されます。はが
き以外をセットした場合は、用紙
種類の変更を行ってください。用
紙種類の設定については、「専用紙
として設定する」（p. 6-13）をご
らんください。

･ トレイ 1の用紙のセットについ
ては、「トレイ1へ用紙をセット
する」（p. 1-22）をごらんくだ
さい。
･ 手差しトレイの用紙のセットに
ついては、「手差しトレイへ用紙
をセットする」（p. 1-29）をご
らんください。
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6.2　 用紙設定
B トレイ 1のキーを押します。

C ［設定変更］を押します。

D ［不定形サイズ］を押します。

不定形サイズ画面が表示されます。

E 用紙の長さ［X］／幅［Y］を入力します。
［X］が反転していることを確認し、テンキーで X辺の長さを
設定します。（139.7 mm～ 457.2 mm）
［Y］を押して反転させ、テンキーでY辺の長さを設定しま
す。（90.0 mm～ 311.1 mm）

F ［OK］を 2回押します。

手差しトレイに不定形紙をセット
する場合は、手差しトレイのキー
を押します。

入力を間違えたときは、【C】を押
し、正しい数値を入力します。
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6.2　 用紙設定
6.2.4 目的の用紙サイズを登録する（不定形）
4 つの不定形紙を登録できます。
よく使用する用紙サイズを登録しておけば、次回使用するときに用紙サ
イズを入力する必要がなくなります。
ここではトレイ 1に不定形縦のサイズを登録する方法を説明します。

A 基本設定画面の［用紙］を押します。

用紙画面が表示されます。

B トレイ 1のキーを押します。

C ［設定変更］を押します。

D ［登録サイズ］を押します。

登録サイズ画面が表示されます。

･ トレイ 1の用紙のセットについ
ては、「トレイ1へ用紙をセット
する」（p. 1-22）をごらんくだ
さい。
･ 手差しトレイの用紙のセットに
ついては、「手差しトレイへ用紙
をセットする」（p. 1-29）をご
らんください。

手差しトレイに用紙サイズを登録
する場合は、手差しトレイのキー
を押します。
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6.2　 用紙設定
E 登録したいキーを押して、［サイズ登録］を押します。

登録サイズ画面が表示されます。

F X辺サイズ／Y辺サイズを設定します。
［X］が反転していることを確認し、テンキーで、X辺の長さ
を設定します。（139.7 mm～ 457.2 mm）
［Y］を押して反転させ、テンキーで、Y辺の長さを設定しま
す。（90.0 mm～ 311.1 mm）

G ［OK］を 3回押します。

6.2.5 ワイド紙の設定をする
原稿サイズに対して、ひと回り大きいサイズの用紙をワイド紙として設
定することで、原稿の画像を欠損させることなく用紙の中央に配置して
コピーします。
ワイド紙は、トレイ 1および手差しトレイに設定できます。
ここではトレイ 1でのワイド紙の設定方法を説明します。

A 基本設定画面の［用紙］を押します。

用紙画面が表示されます。

･ X辺、Y辺は、画面のイラスト
で確認してください。
･ 入力を間違えたときは、【C】を
押し、正しい数値を入力します。

ワイド紙を設定する場合、定形サ
イズ以外に不定形サイズの用紙が
設定できます。不定形サイズの用
紙を使用する場合は、サイズ入力
を行ってください。

･ トレイ 1の用紙のセットについ
ては、「トレイ1へ用紙をセット
する」（p. 1-22）をごらんくだ
さい。
･ 手差しトレイの用紙のセットに
ついては、「手差しトレイへ用紙
をセットする」（p. 1-29）をご
らんください。
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6.2　 用紙設定
B トレイ 1のキーを押します。

C ［設定変更］を押します。

D ［ワイド紙］を押します。

ワイド紙画面が表示されます。

E セットする用紙のサイズを選択します。

インチサイズのワイド紙を設定するときは、［インチ系］を
押します。

手差しトレイにワイド紙の設定を
する場合には、手差しトレイの
キーを押します。
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6.2　 用紙設定
F サイズの変更をしたい場合は、［サイズ変更］を押します。

ワイド紙のサイズ変更画面が表示されます。

G X 辺サイズとY辺サイズを設定し、［OK］を押します。

［X］または［Y］を押し、テンキーで数値を入力します。

H ［OK］を 3回押します。

6.2.6 専用紙として設定する
普通紙以外のOHPフィルムや特殊紙などをトレイにセットする場合に
は、トレイの用紙種類の設定を変更してください。
ここではトレイ 1での専用紙の設定方法を説明します。

A 基本設定画面の［用紙］を押します。

用紙画面が表示されます。

･ 入力したサイズは、登録サイズ
キーに登録されます。次回から
は、サイズの入力は不要です。
また、サイズを変更することも
できます。
･ X辺、Y辺の同一サイズでの入
力は行わないでください。
･ 入力を間違えたときは、【C】を
押し、正しい数値を入力します。

特殊紙をセットしたトレイは、必
ず該当する用紙種類に設定してく
ださい。誤った設定を行うと紙づ
まりの原因となります。

･ トレイ 1の用紙のセットについ
ては、「トレイ1へ用紙をセット
する」（p. 1-22）をごらんくだ
さい。
･ トレイ 2/3/4 の用紙のセットに
ついては、「トレイ2/3/4 へ用紙
をセットする」（p. 1-26）をご
らんください。
･ 手差しトレイの用紙のセットに
ついては、「手差しトレイへ用紙
をセットする」（p. 1-29）をご
らんください。

･ トレイ 2/3/4、手差しトレイに
専用紙を設定する場合は、該当
するトレイのキーを押します。
･ 専用紙として設定した給紙トレ
イは、自動用紙機能による選択
の対象になりません。ただし、
両面不可紙については、片面印
刷時には優先的に選択の対象と
なります。
･ 自動トレイ切換え機能は同一の
用紙種類を設定したトレイ間に
かぎり動作します。
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6.2　 用紙設定
B トレイ 1のキーを押します。

C ［設定変更］を押します。

D ［用紙種類］を押します。

用紙種類画面が表示されます。

E 専用紙の種類を設定します。
目的の用紙種類のキーを押します。

はがきをセットしたときは、［厚紙
3］を設定してください。

F ［OK］を 2回押します。

･ 給紙トレイによりセットできる
専用紙に制限があります。セッ
ト可能な用紙種類については、
「仕様」（p. 5-2）をごらんくだ
さい。
･［↓］、または［↑］を押して、
目的の用紙種類のキーを表示さ
せます。
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6.2　 用紙設定
6.2.7 手動で両面印刷をする
両面ユニットに通紙できない用紙へ両面印刷したい場合は、「2面目」を
使用して印刷します。
2面目の用紙は、トレイ 1と手差しトレイにセットできます。

A 基本設定画面の［用紙］を押します。

用紙画面が表示されます。

手差しトレイに用紙種類を設定す
る場合は、手差しトレイのキーを
押します。

B トレイ 1のキーを押します。

C ［設定変更］を押します。

D ［用紙種類］を押します。

用紙種類画面が表示されます。

ひとこと

自動用紙選択機能では「2面目」
を設定したトレイを選択しません。

･ トレイ 1の用紙のセットについ
ては、「トレイ1へ用紙をセット
する」（p. 1-22）をごらんくだ
さい。
･ 手差しトレイの用紙のセットに
ついては、「手差しトレイへ用紙
をセットする」（p. 1-29）をご
らんください。
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6.2　 用紙設定
E セットした用紙の種類を選択します。

［↓］、または［↑］を押して、目
的の用紙種類のキーを表示させま
す。
用紙・原稿について 6-16



6.3　原稿について

原稿をコピーするときは、ADFまたは原稿ガラス上にセットします。
ADFにセットできない原稿は、原稿ガラス上に直接セットしてコピーし
てください。

6.3.1 ADFにセットできる原稿
ADFを使用する場合、2つの設定があります。

通常設定

混載原稿、Z折れ原稿設定

各設定によりセット可能な原稿種類に制限があります。

通常設定

混載原稿設定

6.3.2 ADFにセットする原稿についての注意
以下のような原稿は、原稿づまりや原稿破損の原因となるため、ADFに
はセットしないでください。

しわ、折れ、カール、破れなどのひどい原稿

OHPフィルム、第 2原図などの透明度の高い原稿

カーボン紙などの表面がコーティング処理された原稿

128 g/m2 以上の厚手の原稿

クリップ、ステープルなどでとじられた原稿

本など製本されている原稿

のりなどで貼り合わせてある原稿

切取りや切抜きのある原稿

ラベル用紙

オフセットマスター

とじ穴の開いた原稿

本機で印刷した直後の原稿

片面原稿 両面原稿

原稿種類／坪量 普通紙： 38 g/m2 ～ 128 
g/m2

普通紙： 50 g/m2 ～ 128 
g/m2

原稿サイズ A3 w～A5 w、8-1/2 × 11 w/v

積載量 70枚（80 g/m2）

片面原稿 両面原稿

原稿種類／坪量 普通紙： 50 g/m2 ～ 128 g/m2

原稿サイズ 同じ幅の原稿のみ使用可能

積載量 70枚（80 g/m2）

2つ折り、Z折れ原稿など折り目
のついた原稿をADFにセットす
るときは折り目をよく伸ばしてく
ださい。
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6.3　 原稿について
6.3.3 原稿ガラス上にセットできる原稿
ADFにセットできない原稿などを、原稿ガラス上に直接セットしてコ
ピーします。

6.3.4 原稿ガラス上にセットする原稿についての
注意

以下のような原稿を原稿ガラス上にセットする場合は注意が必要です。
不定形の原稿をセットした場合、原稿サイズを自動検出できない
ため、自動用紙および自動倍率機能が使用できません。不定形の
原稿をセットした場合は、使用する用紙トレイと倍率を選択して
ください。
OHPフィルムや第2原図などの透明度の高い原稿をセットした場
合、原稿サイズを自動検出できません。原稿と同じサイズの白紙
を重ねてセットしてください。
質量が 2 kg を超えるような立体原稿は、故障の原因となりますの
で、原稿ガラス上にはセットしないでください。
厚手の本などをセットした場合、強い力で上から押さえつけない
でください。故障の原因となります。

原稿種類 シート、ブック（見開き）、立体物

原稿サイズ A3 w～A5 w

最大質量 2 kg
用紙・原稿について 6-18



第 7章

応用機能 第7章
便利な応用機能を使ってコピーする方法について説明します。

7.1　 カラー画質機能とサンプル ..................................................................................7-2
7.2　 カラー反転や補色してコピーする（ネガポジ反転） ...............................................7-18
7.3　 カラー画質を調整する ......................................................................................7-19
7.4　 カラーバランスを調整する ................................................................................7-21



7.1　カラー画質機能とサンプル

ここでは、フルカラーコピー機でできる多彩な機能を幅広く活用していただくときに役立つコピーサンプル
を掲載しています。

※掲載されている写真は印刷サンプルです。実際のカラーコピーとは多少色が異なる場合があります。

項目 説明 項目 説明

色についての知識 色相、明度、彩度について説明
します。（p. 7-3）

ネガポジ反転 ネガティブ画像とポジティブ画
像を反転してコピーします。
（p. 7-17）

赤色 赤色を調節します。（p. 7-5） 彩度 鮮やかさを調節します。（p. 7-
12）

緑色 緑色を調節します。（p. 7-6） シャープネス 文字の鮮明度を調節します。
（p. 7-13）

青色 青色を調節します。（p. 7-7） コピー濃度 コピー濃度を調節します。
（p. 7-14）

カラーバランス（カ
ラーCMYK調整）

CMYKでの色の強さを調節し
ます。（p. 7-8）

モノカラー 選んだ1 色（モノトーン）で
コピーします。（p. 7-15）

明度 明るさを調節します。（p. 7-
10）

2色カラー 黒色と選んだ1色でコピーし
ます。（p. 7-16）

コントラスト 明暗の差を調節します。（p. 7-
11）
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.1 色についての知識

リンゴの色は赤、レモンの色は黄、空の色は青・・とい
うように、誰でもその「色あい」を思い浮かべることが
できます。この赤、黄、青というように、それぞれ区別
される「色あい」を色相といいます。

色と色を比較して、明るい色とか暗い色というように、
色には「明るさ」の度合いがあります。たとえばレモン
の黄色とグレープフルーツの黄色では、レモンの黄色の
方が、より明るいですね。レモンの黄色とあずきの赤で
はどうでしょう。やはり、レモンの黄色の方が明るい色
ですね。このように、色相に関係なく比較できる「明る
さ」の度合いを明度と呼んでいます。

同じ黄色でも、レモンと梨でくらべてみるとどうなるで
しょう。「明るさ」というよりも、レモンはあざやかな
黄色で、梨はにぶい黄色というように、「あざやかさ」
にはおおきな違いがあることがわかります。このように
色相や明度とはまた別に「あざやかさ」の度合いを示す
性質を彩度と呼んでいます。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
色相、明度、彩度の関係について（色立体図）
色相、明度、彩度。この 3つの要素は色の三属性と呼ばれ、図 1のように色相を外周、明度をタテ
軸、彩度を中心からヨコ軸とした立体として考えることができます。図 1で表した、三属性でつくら
れる立体に実際の色を配してみると図 2のような色立体になります。彩度の段階が、色相と明度ごと
にそれぞれ異なるため、色立体は複雑な形をしていますが、色相、明度、彩度、が変化していく様子
がよくわかります。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.2 赤色
赤色の色あいを 19段階に調整できます。
設定方法について詳しくは、p. 7-19をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.3 緑色
緑色の色あいを 19段階に調整できます。
設定方法について詳しくは、p. 7-19をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.4 青色
青色の色あいを 19段階に調整できます。
設定方法について詳しくは、p. 7-19をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.5 カラーバランス（カラーCMYK調整）
フルカラーコピーは、イエロー・マゼンタ・シアンの 3 色にブラックを加えた計 4色のトナーを混ぜ合わ
せることにより原稿の色を再現しています。
4色のトナーそれぞれの分量を変えることで、コピーの色あいをきめ細かく調整できます。カラーバランス
を 19段階に調整できます。
設定方法について詳しくは、p. 7-21をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.6 明度
画像の明暗を 19段階に微調整できます。
設定方法について詳しくは、p. 7-19をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.7 コントラスト
画像を、ソフトでなめらかなイメージからくっきりしたイメージまで 19段階に微調整できます。
設定方法について詳しくは、p. 7-19をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.8 彩度
画像の鮮やかさを 19段階に微調整できます。
設定方法について詳しくは、p. 7-19をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.9 シャープネス
文字や画像の輪郭の強弱を 7段階に調整できます。
設定方法について詳しくは、p. 7-19をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.10 コピー濃度
画像の濃淡を 19段階に微調整できます。
設定方法について詳しくは、p. 7-19をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.11 モノカラー
21 色の中から指定した 1色でモノトーンのコピーをとることができます。
設定方法について詳しくは、p. 2-14をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.12 2 色カラー
原稿の黒色部分は黒色で、カラー部分は 6色の中から指定した 1色のモノトーンでコピーをとることがで
きます。
設定方法について詳しくは、p. 2-14をごらんください。
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7.1　 カラー画質機能とサンプル
7.1.13 ネガポジ反転
原稿の濃淡を反転してコピーできます。
設定方法について詳しくは、p. 7-18をごらんください。

モノカラーコピー

フルカラーコピー
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7.2　カラー反転や補色してコピーする（ネガポジ反転）

原稿の濃淡および色（階調）を反転させてコピーします。

A 原稿をセットします。

B ［応用機能］を押し、［ネガポジ反転］を押します。

C 必要に応じて、そのほかのコピー条件を設定します。

D テンキーでコピー部数を入力します。

E 【スタート】を押します。

原稿のセット方法については、「原
稿をセットする」（p. 2-6）をごら
んください。

ひとこと

･ 全ての応用機能を解除する場合
は、【リセット】を押します。初
期設定から変更された設定は全
て解除されます。
･ ネガポジ反転機能を解除すると
きは再度［ネガポジ反転］を押
します。

モノカラーが設定されている場合
は、選択されている色でカラー反
転されます。
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7.3　カラー画質を調整する

カラーコピーの原稿をイメージに合った画質に調整します。
カラー画質調整には 8種類の機能があり、各機能は組合わせて使用する
こともできます。

7.3.1 カラー画質機能の調整のしかた
ここでは、明度調整を例として説明します。

A ［応用機能］を押し、［カラー画質調整］を押します。

カラー画質調整画面が表示されます。

B ［明度］を押します。

明度画面が表示されます。

カラー画質調整のサンプルイメー
ジについては、「カラー画質機能と
サンプル」（p. 7-2）をごらんくだ
さい。

機能名 説明

明度 明るさの度合いを調整します。

コントラスト 濃淡のコントラストを調整します。

彩度 色のあざやかさの度合いを調整します。

赤色 赤色の色あいを調整します。

緑色 緑色の色あいを調整します。

青色 青色の色あいを調整します。

コピー濃度 コピー濃度を調整します。

シャープネス 文字のエッジ部分を強調させて読みやすくします。また、原
稿のきつすぎる印象をなめらかな感じにさせたり、ぼやけた
印象をくっきりさせたりします。

ひとこと

全ての応用機能を解除する場合は、
【リセット】を押します。初期設定
から変更された設定は全て解除さ
れます。

カラー画質調整画面で目的の機能
を選択します。
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7.3　 カラー画質を調整する
C ［ ］、［ ］、［ ］、［ ］で、調整値を設定し
ます。

D ［OK］を 2回押します。

ひとこと

【リセット】を押すと設定は中止さ
れ、初期設定に戻ります。

･ 調整値は -3～ +3の範囲を 1ス
テップまたは1/3 ステップで設
定します。
･ シャープネス機能は1ステップ
のみで設定します。

ひとこと

1/3 ステップで設定した場合、カ
ラー画質調整画面では、最も近い
1ステップの目盛で表示されます。
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7.4　カラーバランスを調整する

イエロー（Y）、マゼンタ（M）、シアン（C）、ブラック（K）の各濃度
を変更し、色味の調整を行います。
色味の調整は以下のように行います。

赤色味を強くするには、イエローおよびマゼンタの濃度を増やす、
またはシアンの濃度を少なくします。
緑色味を強くするには、イエローおよびシアンの濃度を増やす、
またはマゼンタの濃度を少なくします。
青色味を強くするには、マゼンタおよびシアンの濃度を増やす、
またはイエローの濃度を少なくします。
黄色味を強くするには、イエローの濃度を増やす、またはマゼン
タおよびシアンの濃度を少なくします。
黒色味を強くするには、ブラックの濃度を増やします。

ここでは、イエローの濃度変更を例として説明します。

A ［応用機能］を押し、［カラーバランス］を押します。

カラーバランス画面が表示されます。

カラーバランス画面で目的の色を
選択します。

B ［イエロー］を押します。

イエロー画面が表示されます。

ひとこと

全ての応用機能を解除する場合は、
【リセット】を押します。初期設定
から変更された設定は全て解除さ
れます。
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7.4　 カラーバランスを調整する
C ［ ］、［ ］、［ ］、［ ］で、調整値を設定し
ます。

D ［OK］を 2回押します。

ひとこと

【リセット】を押すと設定は中止さ
れ、初期設定に戻ります。

調整値は -3～ +3の範囲を 1ス
テップまたは 1/3 ステップで設定
します。

ひとこと

1/3 ステップで設定した場合、カ
ラーバランス調整画面では、最も
近い 1ステップの目盛で表示され
ます。
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第 8章

トナーカートリッジ交換／廃棄トナーボッ
クス交換／イメージングユニット交換 第8章
トナーカートリッジなどの消耗品の交換について説明します。

8.1　 トナーカートリッジを交換する ...........................................................................8-2
8.2　 廃棄トナーボックスを交換する ...........................................................................8-5
8.3　 イメージングユニットを交換する ........................................................................8-8



8.1　トナーカートリッジを交換する

トナーが残り少なくなると、下図のような事前通知メッセージが表示さ
れます。

トナーがなくなると、下図のようなトナー交換処理メッセージが表示さ
れます。

ひとこと

メッセージが表示されたら、保守
契約にしたがってトナーカート
リッジの交換の準備を行ってくだ
さい。

ひとこと

･ メッセージ表示後に本機は停止
します。保守契約にしたがって
トナーカートリッジの交換を
行ってください。また表示され
た色以外のトナーカートリッジ
の交換をしないでください。

トナーカートリッジの交換のしか
たについては、「トナーカートリッ
ジ交換のしかた」（p. 8-3）をごら
んください。

トナーおよびトナーカートリッジの取扱い
トナーまたはトナーカートリッジを火中に投じないでください。
トナーが飛び散り、やけどのおそれがあります。

トナーで本体内や衣服または手などを汚さないように注意して取扱っ
てください。
トナーで手を汚してしまった場合は、水や中性洗剤などを使って洗い
流してください。
目に入ってしまった場合は、すぐ水で洗い流し、医師にご相談くださ
い。
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8.1　 トナーカートリッジを交換する
8.1.1 トナーカートリッジ交換のしかた
トナーカートリッジの交換のしかたは、全ての色（イエローY、マゼン
タM、シアンC、ブラックK）とも同じ交換手順です。
例：ブラックトナーカートリッジの交換のしかた

A 前ドアを開きます。

B 使い終わったトナーカートリッジのロックヅメを押上げ、ロッ
クを解除します。トナーカートリッジが止まる位置まで手前に
引いてから上に持上げて引抜きます。

C 新しいトナーカートリッジを用意します。
トナーカートリッジの色と本体側のラベルの色が同じである
ことを確認してください。

ひとこと

交換するトナーカートリッジの色
と交換用に準備したトナーカート
リッジの色が同じか確認します。

･ 他の色のトナーカートリッジは
取付け位置が異なりますのでご
注意ください。
･ ブラックのトナーカートリッジ
と他の色のトナーカートリッジ
では形が異なります。

使用済みトナーカートリッジは
サービス実施店が回収しますので、
捨てずに個装箱に入れて保管して
おいてください。

他の色のトナーカートリッジは取
付けることができないようになっ
ています。
無理に取付けようとすると故障の
原因になります。
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8.1　 トナーカートリッジを交換する
D 新しいトナーカートリッジを個装箱から取出して、上下に 5～
10回程度よく振ります。

新しいトナーカートリッジを差込
むときは、“カチッ”と音がするま
で確実に差込んでください。

E トナーカートリッジを本体側の溝に合わせて挿入し、ロックヅ
メがロックするまで差込みます。

F 前ドアを閉じます。

トナーカートリッジ内でトナーが
固まっていることがありますので、
必ずこの動作を行って、トナーを
よく砕いてからトナーカートリッ
ジの交換をしてください。
トナーカートリッジ交換／廃棄トナーボックス交換／イメージングユニット交換 8-4



8.2　廃棄トナーボックスを交換する

廃棄トナーボックスの交換時期が近づくと、タッチパネルに下図のメッ
セージが表示され、交換時期をお知らせします。（ユーザー交換の場合）

廃棄トナーボックスの交換時期になると、交換時期メッセージが表示さ
れ、本機は停止します。（ユーザー交換の場合）

8.2.1 廃棄トナーボックス交換のしかた

A 前ドアを開きます。

ひとこと

メッセージが表示されたら、保守
契約にしたがって廃棄トナーボッ
クスの交換の準備を行ってくださ
い。

「廃棄ボックスの交換時期です」が
表示されてから、「…廃棄トナー
ボックスを交換してください」が
表示されるまでの印刷枚数は、印
刷条件および各消耗品 /交換部品
によって異なります。
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8.2　 廃棄トナーボックスを交換する
B 廃棄トナーボックスを持上げて取外します。

C 新しい廃棄トナーボックスを取付けます。

取外した廃棄トナーボックスを傾
けて放置しないでください。廃棄
トナーがこぼれるおそれがありま
す。

トナーまたは廃棄トナーボックスを火中に投じないでください。
トナーが飛散り、やけどのおそれがあります。

トナーで本体内や衣服または手などを汚さないように注意して取扱っ
てください。
トナーで手を汚してしまった場合は、水や中性洗剤などを使って洗い
流してください。
目に入ってしまった場合は、すぐ水で洗い流し、医師にご相談くださ
い。
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8.2　 廃棄トナーボックスを交換する
D 前ドアを閉じます。

使用済みの廃棄トナーボックスは
サービス実施店が回収しますので、
捨てずに個装箱に入れて保管して
おいてください。
トナーカートリッジ交換／廃棄トナーボックス交換／イメージングユニット交換 8-7



8.3　イメージングユニットを交換する

イメージングユニットの交換時期が近づくと、下図のような事前通知
メッセージが表示されます。（ユーザー交換の場合）

イメージングユニットの交換時期に達しますと、交換時期メッセージが
表示され、本機は停止します。（ユーザー交換の場合）

8.3.1 イメージングユニット交換のしかた

A 【副電源スイッチ】を押します。

タッチパネルの表示が消えたことを確認します。

B 前ドアを開き、【主電源スイッチ】の【○】を押します。

ひとこと

メッセージが表示されたら、保守
契約にしたがってイメージングユ
ニットの交換の準備を行ってくだ
さい。

ひとこと

メッセージが表示されたら、保守
契約にしたがってイメージングユ
ニットの交換を行ってください。

イメージングユニットの交換のし
かたについては、「イメージングユ
ニット交換のしかた」（p. 8-8）を
ごらんください。

「…イメージングユニットを交換し
てください」が表示されるまでは、
イメージングユニットの交換をし
ないでください。また表示された
色以外のイメージングユニットの
交換をしないでください。

ひとこと

交換するイメージングユニットの
色と交換用に準備したイメージン
グユニットの色が同じか確認しま
す。
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8.3　 イメージングユニットを交換する
C 交換するイメージングユニットのロック解除つまみを押下げ、
ロックを解除します。

D イメージングユニットを手前に引いて取外します。

E イメージングユニットを個装箱から取出します。

K

K

PUSH

･ イメージングユニットは光によ
るダメージを受けることがあり
ます。取付ける直前まで黒ビ
ニール袋から取出さないでくだ
さい。
･ イメージングユニットの上部を
持たないでください。感光体に
傷が付き、画像品質が低下する
おそれがあります。
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8.3　 イメージングユニットを交換する
F テープをはがし、梱包材を取外します。

G 黒ビニール袋からイメージングユニットを取出します。

感光体には手を触れないでくださ
い。
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8.3　 イメージングユニットを交換する
H イメージングユニットを左に傾けて小さく 2回、右に傾けて小
さく 2回振ります。

I テープをはがします。

J 梱包材、固定材を取外します。
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8.3　 イメージングユニットを交換する
K イメージングユニットの▲マークと本体の▼マークを合わせま
す。
イメージングユニットを本体に挿入します。

L 感光体保護シート取手を持上げてゆっくりと引抜きます。

M イメージングユニットを奥まで押込みます。

･ イメージングユニットの色と本
体挿入口のカラー表示ラベルの
色が合っていることを確認して
ください。
･ イメージングユニットを傾けた
状態で、取付け部に挿入しない
でください。
･ イメージングユニットが確実に
挿入されていることを確認して
ください。
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8.3　 イメージングユニットを交換する
N 【主電源スイッチ】の【I】を押して、前ドアを閉じます。

O 【副電源スイッチ】を押します。

タッチパネルが表示されたことを確認します。

使用済みイメージングユニットは
サービス実施店が回収しますので、
捨てずに個装箱に入れて保管して
おいてください。

P 交換したイメージングユニットを空になった黒ビニール袋に入
れてから、個装箱に戻します。
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8.3　 イメージングユニットを交換する
Q 階調補正を行います。

トナーで本体内や衣服または手などを汚さないように注意して取扱っ
てください。
トナーで手を汚してしまった場合は、水や中性洗剤などを使って洗い
流してください。
目に入ってしまった場合は、すぐ水で洗い流し、医師にご相談くださ
い。

階調補正のしかたについては、「階
調補正」（p. 11-27）をごらんく
ださい。
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第 9章

日頃の管理 第9章
本機の日頃の管理について説明します。

9.1　 清掃のしかた ....................................................................................................9-2
9.2　 カウントを確認する ...........................................................................................9-5
9.3　 「装置の定期点検時期です」と表示されたら ...........................................................9-7



9.1　清掃のしかた

ここでは各部の清掃のしかたについて説明します。

9.1.1 外装カバー

% 柔らかな布に家庭用中性洗剤をつけ、外装カバーの表面の汚れ
を拭取ります。

9.1.2 原稿ガラス

% 柔らかな布で原稿ガラスの表面を乾拭きし、汚れを拭取ります。

9.1.3 スリットガラス

% スリットガラス清掃具でスリットガラスの汚れを拭取ります。

･ 清掃時は必ず本体の【主電源ス
イッチ】をOFF【2】にしてく
ださい。
･ 外装カバーの清掃に、ベンジン
やシンナーなどの溶剤は絶対に
使用しないでください。

電源の切りかたについては、「電源
の切りかた」（p. 1-18）をごらん
ください。

原稿ガラスの清掃に、ベンジンや
シンナーなどの溶剤は絶対に使用
しないでください。
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9.1　 清掃のしかた
9.1.4 操作パネル

% 柔らかな布で操作パネルの表面を乾拭きし、汚れを拭取ります。

9.1.5 原稿押えパッド

% 柔らかな布に家庭用中性洗剤をつけ、パッド面の汚れを拭取り
ます。

操作キー、タッチパネルを傷める
おそれがあるため、強く押さえな
いでください。また、家庭用中性
洗剤、ガラスクリーナー、ベンジ
ン、シンナーなどは絶対に使用し
ないでください。

パッド面の清掃に、ベンジンやシ
ンナーなどの溶剤は絶対に使用し
ないでください。
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9.1　 清掃のしかた
9.1.6 プリントヘッド
プリントヘッドが汚れると、印刷画像に異常をきたすことがあります。
以下の手順にしたがってプリントヘッドを清掃してください。

A 本体前ドアを開きます。

B 本体前ドアからプリントヘッド窓清掃具を取出します。

C プリントヘッド窓清掃具をプリントヘッド清掃口に挿入して前
後に 2、3回往復します。
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9.2　カウントを確認する

9.2.1 セールスカウンタを確認する
セールスカウンタ表示画面を表示させて、カウント開始日からのトータ
ルカウントを確認できます。
また、カウンタリストを印刷できます。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［詳細確認］を押します。

カウンタリスト表示画面が表示されます。

カウンタリストを印刷する場合は、［プリント］を押します。

C ［OK］を 2回押します。

基本設定画面に戻ります。
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9.2　 カウントを確認する
9.2.2 カバレッジレートを確認する
カバレッジレート表示画面ではトナーの使用率を確認できます。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［カバレッジレート］を押します。

カバレッジレート画面が表示されます。

カバレッジレートを印刷する場合は、［プリント］を押しま
す。

C ［OK］を 2回押します。

基本設定画面に戻ります。
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9.3　「装置の定期点検時期です」と表示されたら

「装置の定期点検時期です」と表示されたら、サービス実施店にご連絡
し、定期点検を受けてください。
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第 10章

ジョブ確認 第10章
本機に登録されたジョブの確認、操作について説明します。

10.1　ジョブリスト画面の概要 ...................................................................................10-2
10.2　ジョブ操作をする ............................................................................................10-3



10.1　ジョブリスト画面の概要

10.1.1 ジョブについて
コピーの準備をし、【スタート】を押すと、1件のコピー動作が本機に登
録されます。登録された動作をジョブと呼びます。同様に、読込み動作
やスキャナー、コンピューターからの印刷指示もジョブとして登録され
ます。

ジョブリスト画面で、実行中のジョブやジョブ履歴を確認できま
す。
「プリント順」の一番上にあるジョブから印刷されます。

ジョブは、登録された順にジョブ番号が付けられ印刷など動作実
行の順番を待ちます。

10.1.2 ジョブリスト画面について
ジョブリスト画面は次の 5つに分類されます。タブで表示される内容を
切換えることができます。

ジョブ
実行中の機能が表示されます。
プリント順
コピー、ファクス受信の印刷、レポートの印刷、コンピューター
からの印刷などの印刷中および印刷待ちの文書の順番が最大 8件
まで表示されます。
プリント
コピーおよびコンピューターからの印刷文書に関するプリント動
作の状態が表示されます。
通信
ファクス機能で使用します。
文書
ファクス機能で使用します。

ひとこと

ジョブ番号は識別番号です。印刷
順を示す番号ではありません。

ジョブリストの「通信」および
「文書」ついては、「ユーザーズガ
イド ネットワークスキャン／ファ
クス／ネットワークファクス機能
編」をごらんください。
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10.2　ジョブ操作をする

10.2.1 動作中のジョブを確認する
登録されたジョブや印刷中のジョブ、印刷待ちのジョブなどを確認する
ことができます。

A ［ジョブリスト］を押します。

ジョブリスト画面が表示されます。

ひとこと

ジョブは、1画面に 4個まで表示
されます。［↓］、［↑］を押して目
的のジョブを表示させてください。

B 実行中のジョブを確認します。

ジョブの詳細を確認したい場合は「状態」から、ジョブを押
します。ジョブの詳細を確認し、［OK］を押します。

C ［OK］を押します。
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10.2　 ジョブ操作をする
10.2.2 ジョブを削除する
登録されたジョブや印刷中のジョブを削除できます。

A ［ジョブリスト］を押します。

ジョブリスト画面が表示されます。

ひとこと

ジョブは、1画面に 4個まで表示
されます。［↓］、［↑］を押して目
的のジョブを選択してください。

B 「状態」から削除したいジョブを押します。

ジョブの詳細確認画面が表示されます。

C ［削除］を押します。

D ［OK］を 2回押します。
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10.2　 ジョブ操作をする
10.2.3 プリント順を確認する

A ［ジョブリスト］を押します。

ジョブリスト画面が表示されます。

B 「プリント順」のタブを押します。

プリント順の画面が表示されます。

ひとこと

プリント順は、1画面に 4個まで
表示されます。［↓］、［↑］を押し
て目的のジョブを表示させてくだ
さい。

C プリント順を確認し、［OK］を押します。
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10.2　 ジョブ操作をする
10.2.4 プリントの状態を確認する

A ［ジョブリスト］を押します。

ジョブリスト画面が表示されます。

B 「プリント」のタブを押します。

プリントの状態の詳細画面が表示されます。

C プリントの状態を確認し、［OK］を押します。

ひとこと

［↓］、［↑］を押して目的のジョブ
を表示させてください。
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第 11章

設定メニュー 第11章
日頃の使い方に合わせて、本機の設定を変更、管理する方法について説明します。
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11.1　設定メニューの概要

11.1.1 登録・設定項目一覧表
【設定メニュー /カウンタ】を押したときに表示されるキーを記載します。

設定メニュー一覧

ひとこと

設定メニューに表示されるキーは設定により異なります。

メニュー第 1階層 メニュー第 2階層 メニュー第 3階層 詳細

ユーザ設定 環境設定 言語選択（表示用） 「環境設定」（p. 11-5）をごらんくださ
い。単位系設定

給紙トレイ設定

オートカラーレベル調整*3

スキャナ露取り

画面設定 優先画面 「画面設定」（p. 11-6）をごらんくださ
い。

優先ファクス画面*1

初期設定 コピー 「初期設定」（p. 11-6）をごらんくださ
い。

ファクス／スキャン*1

コピー設定 小サイズ原稿 「コピー設定」（p. 11-6）をごらんくだ
さい。集約倍率

ソート /グループ自動切換え

プリンタ設定 基本設定 「プリンタ設定」（p. 11-7）をごらんく
ださい。用紙設定

PCL設定

レポート出力

部門登録*2 パスワード 「部門登録」（p. 11-8）をごらんくださ
い。

SMTP認証パスワード*3

POP3パスワード*3

ユーザ保守 キー音 「ユーザ保守を選択する」（p. 11-10）を
ごらんください。アラーム音

回線モニタ音

完了音

パネルクリーニング

露取り

POP3受信

プリント処理

宛先登録*3 ワンタッチ 「宛先登録を選択する」（p. 11-12）をご
らんください。インデックス

登録文字列

掲示板*4

管理者保守*5 環境設定 パワーセーブ設定 「環境設定」（p. 11-14）をごらんくださ
い。出力設定

言語選択（入出力）

日時設定

エキスパート調整

用紙サイズ /種類カウンタ
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11.1　 設定メニューの概要
宛先登録*3 ワンタッチ 「管理者設定」（p. 11-16）をごらんくだ
さい。インデックス

登録文字列

掲示板*4

管理者設定 管理者パスワード 「管理者設定」（p. 11-16）をごらんくだ
さい。管理データメール送信

部門管理 認証設定 「部門管理」（p. 11-16）をごらんくださ
い。

部門管理設定*6

文書管理 管理者転送 「文書管理」（p. 11-17）をごらんくださ
い。受信文書

プリンタ設定 タイムアウト設定 「プリンタ設定」（p. 11-17）をごらんく
ださい。

ファクス設定*4 自局 ID 「ファクス設定」（p. 11-17）をごらんく
ださい。受信機能

パスワード通信

自局電話番号情報 1

自局電話番号情報 2

ナンバーディスプレイ

ダイアルイン

送信設定 発信元登録 「送信設定」（p. 11-17））をごらんくだ
さい。

リダイアル*1

受信設定 オフモード時の出力設定 「受信設定」（p. 11-18）をごらんくださ
い。受信文書ボックス削除

レポート設定 結果レポート 「レポート設定」（p. 11-18）をごらんく
ださい。通信管理レポート

リストプリント 設定リスト 「リストプリント」（p. 11-18）をごらん
ください。

送信管理レポート*3

受信管理レポート*3

ワンタッチリスト*3

プログラム一覧*3

掲示板リスト*3*4

ネットワーク設定 基本設定 「ネットワーク設定」（p. 11-18）をごら
んください。DNS設定

装置名

SMTP送信設定

SMTP受信設定

POP3設定

スキャナ送受信設定

LDAP設定

フレームタイプ設定

IP中継設定*4

RAWポート番号設定

ソフトウェア
DIPSW設定

「ソフトウェアDIPSW設定」（p. 11-
19）をごらんください。

メニュー第 1階層 メニュー第 2階層 メニュー第 3階層 詳細
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11.1　 設定メニューの概要
*1 オプションの FAXキットを装着していない場合は表示されるキー名称が異なります。
*2 部門を登録し、その部門にログインしている場合に表示されます。
*3 ソフトウェアDIPSWの設定によっては、表示されない場合があります。
*4 オプションの FAXキットを装着していない場合は表示されません。
*5 認証設定の［部門管理］を［管理する］に設定し、部門にログインせずに【設定メニュー /カウンタ】を押した場
合は、*5 マークがついているキーのみが表示されます。

*6 認証設定の［部門管理］を［管理しない］に設定している場合は表示されません。

Ping 「Ping」（p. 11-19）をごらんください。

ファームウェアバー
ジョン表示

「ファームウェアバージョン表示」
（p. 11-19）をごらんください。

セキュリティ設定 管理機能設定 「セキュリティ設定」（p. 11-19）をごら
んください。

リストプリント*3 送信管理レポート 「リストプリントを選択する」（p. 11-
22）をごらんください。受信管理レポート

掲示板リスト*4

ワンタッチリスト

プログラム一覧

メニュー第 1階層 メニュー第 2階層 メニュー第 3階層 詳細
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11.2　ユーザ設定を選択する

ここでは、【設定メニュー /カウンタ】を押し、［ユーザ設定］で設定で
きる主な機能について紹介します。

11.2.1 環境設定
< 言語選択（表示用）>

<単位系設定 >

<給紙トレイ設定 >

<オートカラーレベル調整 >

＜スキャナ露取り＞

機能説明 出荷時設定

タッチパネルに表示される言語を以下の中から設定できま
す。
日本語、英語

日本語

機能説明 出荷時設定

タッチパネルに表示される数値の単位を以下の中から設定
できます。
mm（数値）、インチ（数値）、インチ（分数）

mm（数値）

用紙種類および用紙サイズについ
ては、「用紙設定」（p. 6-6）をご
らんください。

ひとこと

ソフトウェアDIPSW（モード
403）でコピー機能の使用を許可
しない設定になっている場合に、
［用紙種類 /サイズ選択］、［オート
カラーレベル調整］は表示されま
す。ソフトウェアDIPSWについ
ては、「ユーザーズガイド ネット
ワーク管理者編」をごらんくださ
い。

設定項目 機能説明 出荷時設定

優先用紙 自動用紙機能がはたらいたとき、優先
して選択される給紙トレイを設定でき
ます。

1段目

ATS 許可 給紙トレイを手動で選択し、コピー中
にそのトレイの用紙がなくなった場合
に、同じサイズの用紙がセットされて
いる給紙トレイに自動的に切換えるか
を設定できます。 

禁止

指定給紙トレイ
不一致

指定した給紙トレイに該当する用紙が
ない場合の動作を設定できます。
･［固定トレイ］：
動作を停止します。
･［トレイ優先］：
指定給紙トレイに該当する用紙の有
無を優先して判断し、ない場合、他
の給紙トレイに該当する用紙があれ
ばその給紙トレイを選択します。

固定トレイ

用紙種類 /サイ
ズ選択

手差しトレイとトレイ1の用紙サイ
ズ、用紙種類を設定します。
トレイ2、トレイ 3、トレイ 4の用紙
種類を設定します。

用紙サイズ：
自動検出
用紙種類：
普通紙

機能説明 出荷時設定

オートカラー設定時のカラー原稿と白黒原稿の判定基準レ
ベルを調整できます。判定基準レベルは5 段階から設定
できます。

3

ひとこと

露取り時刻を設定すると、毎日決
まった時刻に露取りが行われ、ス
キャナーでの結露を防ぐことがで
きます。

機能説明

露取りを行う時刻を設定します。
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11.2　 ユーザ設定を選択する
11.2.2 画面設定
＜優先画面＞

＜優先ファクス画面＞

11.2.3 初期設定
＜コピー＞

＜ファクス /スキャン＞

11.2.4 コピー設定
＜小サイズ原稿＞

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は、［ファクス /ス
キャン］が［E-Mail］と表示され
ます。

機能説明 出荷時設定

電源を入れたときやオートリセット機能がはたらいたときな
どに表示される優先画面を設定できます。
･［コピー］：
コピー画面を優先画面として設定します。
･［ファクス /スキャン］：
ファクス /スキャン画面を優先画面として設定します。

コピー

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は、［優先メール画
面］が表示されます。

機能説明

優先して表示されるファクス画面を設定できます。詳しくは、「ユーザーズガ
イド ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編」をごら
んください。

初期設定、出荷時設定については、
p. 1-16をごらんください。

スキャン機能やファクス機能の初
期設定を変更する場合、【ファクス
/スキャン】を押し、設定メニュー
画面を表示してからこれらの設定
を行います。

機能説明 出荷時設定

コピー機能の初期設定値を設定できます。
電源スイッチをON【｜】にしたとき、または【リセット】
を押したときに選択されるコピー条件を設定できます。
･［現在の設定］：
設定メニュー画面に入る前にタッチパネル上で設定された
各項目がコピー機能の初期設定として登録されます。
･［出荷時設定］：
出荷時の設定値がコピー機能の初期設定に登録されます。

出荷時設定

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は、［メール /スキャ
ナ］が表示されます。

設定項目 機能説明

ファクス /スキャ
ナ初期設定

ファクスおよびスキャン機能に関する設定を行います。
詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／
ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらんくだ
さい。

IP中継 中継先選択

ファイル形式

機能説明 出荷時設定

自動用紙設定時に原稿ガラス上にセットした原稿サイズが小
さくサイズ検出できないとき、または原稿がセットされてい
ないときのコピー設定ができます。
･［コピー可］：
A5 vサイズの用紙にコピーします。
･［コピー不可］：
原稿サイズが検出できないためコピーされません。【スター
ト】を押すと用紙画面が表示されるので、用紙を選択して
ください。

コピー不可
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11.2　 ユーザ設定を選択する
＜集約倍率＞

＜ソート /グループ自動切換え＞

11.2.5 プリンタ設定

機能説明 出荷時設定

自動用紙設定時に集約を選択すると、自動で適した倍率にす
るかしないかを設定できます。
･［呼出す］：
以下のように倍率が設定されます。
2in1・・・× 0.707
4in1・・・× 0.500
･［呼出さない］：
倍率は自動で設定されません。

呼出す

機能説明 出荷時設定

1 ジョブで印刷する用紙枚数が2 枚以上ある場合、ソートす
る／しないの自動切換えをするかしないかを設定できます。
･［する］：
ADF に原稿をセットし、【スタート】を押したときに、原
稿枚数が 1 枚の場合は自動的にソートしないを選択し、原
稿枚数が 2枚以上の場合は自動的にソートするを選択しま
す。
･［しない］：
ソートする／しないの自動切換えは行いません。

する

設定項目 機能説明

基本設定 プリンター機能に関する設定を行います。詳しくは、
「ユーザーズガイド プリンター機能編」をごらんくだ
さい。

用紙設定

PCL設定

レポート出力 プリンター機能に関する設定内容をレポートとして
印刷できます。詳しくは、「ユーザーズガイド プリン
ター機能編」をごらんください。
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11.2　 ユーザ設定を選択する
11.2.6 部門登録

11.2.7 ユーザ設定画面を表示させる
【設定メニュー /カウンタ】を押し、［ユーザ設定］を表示させるまでの
手順を説明します。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

ひとこと

･ 部門を登録し、その部門にログ
インしている場合に、［部門登
録］は表示されます。
･ ソフトウェアDIPSW で、電子
メールの from情報に部門設定
を「する」（モード366）、
SMTP 認証機能を「使用する」
（モード380）、SMTP 認証ユー
ザ名およびSMTP 認証パスワー
ドをPOP3ユーザ名および
POP3 パスワードと「共有しな
い」（モード380）を設定してい
る場合、［SMTP 認証パスワー
ド］が表示されます。
･ ソフトウェアDIPSW で電子
メールの from情報に部門設定
を「する」（モード366）、
SMTP の前に着信確認
（POP3）を「使用する」（モー
ド350）を設定している場合、
［POP3 パスワード］が表示され
ます。
･ ソフトウェアDIPSW について
は、「ユーザーズガイド ネット
ワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

設定項目 機能説明

パスワード 現在ログインしている部門のパスワードを変更でき
ます。
現在のパスワードを入力したあと、新しいパスワー
ドを入力してください。

SMTP認証パスワード 現在ログインしている部門のSMTP認証パスワード
を変更できます。
現在のパスワードを入力したあと、新しいパスワー
ドを入力してください。

POP3パスワード 現在ログインしている部門のPOP3パスワードを変
更できます。
現在のパスワードを入力したあと、新しいパスワー
ドを入力してください。
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11.2　 ユーザ設定を選択する
B ［ユーザ設定］を押します。

ユーザ設定画面が表示されます。

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSW（モード
477）で宛先登録の制限を設定
している場合、［宛先登録］、［リ
ストプリント］は表示されませ
ん。ソフトウェアDIPSWにつ
いては、「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんく
ださい。
･ 認証設定の［部門管理］を［管
理する］に設定し、部門にログ
インせずに【設定メニュー /カ
ウンタ】を押した場合は、［管理
者保守］のみが表示されます。

ひとこと

･ 設定メニューを終了するときは、
コピー、ファクス /スキャンの
いずれかの画面になるまで
［OK］を押します。
･ 部門を登録し、その部門にログ
インしている場合は、［部門登
録］が表示されます。
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11.3　ユーザ保守を選択する

ここでは、【設定メニュー /カウンタ】を押し、［ユーザ保守］で設定で
きる主な機能について紹介します。

11.3.1 キー音

11.3.2 アラーム音

11.3.3 回線モニタ音

11.3.4 完了音

11.3.5 パネルクリーニング

11.3.6 露取り

11.3.7 POP3受信

ひとこと

［キー音］、［アラーム音］、［回線モ
ニタ音］、［完了音］を「0」に設定
すると、音が鳴らなくなります。

機能説明 出荷時設定

タッチパネルのキーを操作したときや操作パネルの操作が受
け付けられないときなどに鳴る、キー音の音量を設定しま
す。0 ～ 5 までの範囲で設定します。

3

機能説明 出荷時設定

紙づまりのときなどに鳴る、アラーム音の音量を設定しま
す。0 ～ 5 までの範囲で設定します。

3

機能説明 出荷時設定

ファクス通信時に聞こえるモニタスピーカーからの音量を設
定します。0 ～ 5 までの範囲で設定します。この項目は、オ
プションの FAXキットが装着されている場合に表示されま
す。

3

機能説明 出荷時設定

操作の正常終了や異常終了のときなどに鳴る、完了音の音量
を設定します。0 ～ 5 までの範囲で設定します。

3

機能説明

タッチパネルの清掃をする場合に、パネルクリーニング画面を表示させます。

機能説明

スキャナーが結露し、コピーした画像や送信した画像が乱れた場合に露取りを
行います。

機能説明

インターネットファクスを手動で受信できます。詳しくは、「ユーザーズガイ
ド ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらん
ください。
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11.3　 ユーザ保守を選択する
11.3.8 プリント処理

11.3.9 ユーザ保守画面を表示させる
【設定メニュー /カウンタ】を押し、［ユーザ保守］を表示させるまでの
手順を説明します。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［ユーザ保守］を押します。

ユーザ保守画面が表示されます。

機能説明

ファクス受信した文書を印刷するときの設定を変更できます。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス
機能編」をごらんください。

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSW（モード
477）で宛先登録の制限を設定
している場合、［宛先登録］、［リ
ストプリント］は表示されませ
ん。ソフトウェアDIPSWにつ
いては、「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんく
ださい。
･ 認証設定の［部門管理］を［管
理する］に設定し、部門にログ
インせずに【設定メニュー /カ
ウンタ】を押した場合は、［管理
者保守］のみが表示されます。

ひとこと

設定メニューを終了するときは、
コピー、ファクス /スキャンのい
ずれかの画面になるまで［OK］を
押します。
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11.4　宛先登録を選択する

ここでは、【設定メニュー /カウンタ】を押し、［宛先登録］で設定でき
る主な機能について紹介します。

11.4.1 ワンタッチ

11.4.2 インデックス

11.4.3 登録文字列

11.4.4 掲示板

11.4.5 宛先登録画面を表示させる
【設定メニューカウンタ】を押し、［宛先登録］を表示させるまでの手順
を説明します。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSW（モード
477）で宛先登録の制限を設定
している場合、［宛先登録］は表
示されません。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

機能説明

ワンタッチにファクス、スキャンしたデータの宛先を登録できます。詳しく
は、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファ
クス機能編」をごらんください。

機能説明

ファクス機能のワンタッチ画面で表示されるインデックスを登録できます。詳
しくは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファクス／ネットワーク
ファクス機能編」をごらんください。

機能説明

メールアドレスを入力するときに表示される、［ドメイン］に記載されるアド
レスを登録できます。詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／
ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらんください。

ひとこと

オプションの FAX キットを装着し
ている場合に［掲示板］ が表示さ
れます。

機能説明

掲示板の登録、操作ができます。詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワーク
スキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらんください。
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11.4　 宛先登録を選択する
B ［宛先登録］を押します。

宛先登録画面が表示されます。

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSW（モード
477）で宛先登録の制限を設定
している場合、［宛先登録］、［リ
ストプリント］は表示されませ
ん。ソフトウェアDIPSWにつ
いては、「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんく
ださい。
･ 認証設定の［部門管理］を［管
理する］に設定し、部門にログ
インせずに【設定メニュー /カ
ウンタ】を押した場合は、［管理
者保守］のみが表示されます。

ひとこと

設定メニューを終了するときは、
コピー、ファクス /スキャンのい
ずれかの画面になるまで［OK］を
押します。
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11.5　管理者保守を選択する

ここでは、【設定メニュー /カウンタ】を押し、［管理者保守］で設定で
きる主な登録および機能について紹介します。

11.5.1 環境設定
＜パワーセーブ設定＞

＜出力設定＞

＜言語選択（入出力）＞

＜日時設定＞

設定項目 機能説明 出荷時設定

オートリ
セット

コピー、ファクス /スキャンの各機能での
オートリセット機能がはたらくまでの時間を
［30秒］、1～ 240分または［しない］から
設定できます。

1 分

低電力設定 低電力モードがはたらくまでの時間を1分～
240分から設定できます。

10 分

スリープ
設定

スリープモードがはたらくまでの時間を1分
～ 240分から設定できます。

20 分

LCDバック
ライトオフ

タッチパネルが消灯するまでの時間を1～
240分から設定できます。

1分

パワーセー
ブ移行設定

ファクス機能、プリンター機能に関する設定
を行います。詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワークスキャン／ファクス／ネット
ワークファクス機能編」、「ユーザーズガイド 
プリンター機能編」をごらんください。

即時

排紙トレイ設定は、オプションの
セパレータを装着している場合に
表示されます。

設定項目 機能説明 出荷時設定

受信プリン
ト出力設定

ファクス機能、プリンター機能に関する設定を行います。詳し
くは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファクス／
ネットワークファクス機能編」、「ユーザーズガイド プリンター
機能編」をごらんください。

排紙トレイ
設定

コピー、プリンター、ファクスの
それぞれのジョブに、優先出力さ
れる排紙トレイを設定できます。

コピー：トレイ2
プリンタ：トレイ2
ネットワーク：トレイ1
ファクス（ポート1）：
トレイ 1
ファクス（ポート2）：
トレイ 1

機能説明 出荷時設定

入出力用言語を以下の中から設定できます。
日本語、英語

日本語

設定項目 機能説明 出荷時設定

日時設定 現在の日付、時刻を設定できます。 -

タイムゾーン タイムゾーンを -12:00 ～ 13:00 から 30 
分単位で設定ができます。日本国内のタイ
ムゾーンは+9:00 が標準です。

+9：00
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11.5　 管理者保守を選択する
＜エキスパート調整＞

＜用紙サイズ / 種類カウンタ＞

･ 色重ねズレ補正の手順について
は、「色重ねズレの補正をする」
（p. 11-24）をごらんください。
･ 階調補正の手順については、「階
調補正」（p. 11-27）をごらん
ください。
･ プリンタ調整の手順については、
「プリンタ調整」（p. 11-29）を
ごらんください。

ひとこと

OHPフィルムについては、モノク
ロ画像濃度のみが有効です。

設定項目 機能説明 出荷時設定

AE レベル
調整

AE （Auto Exposure ）の初期値を 0
～ 4から設定します。設定値が大きくな
るほど、原稿の下地が強調されます。

2

濃
度
補
正

厚紙画像濃度 
- イエロー

厚紙、OHP フィルムの印刷画像濃度の
補正ができます。濃度補正は、色ごと
（カラー画像のイエロー、マゼンタ、シ
アン、ブラック、モノクロ画像濃度）に
補正できます。数値が大きいほど濃度は
濃くなります。
イエロー、マゼンタ、シアン、ブラック
は、-5～ +5から調整できます。
モノクロ画像濃度は -2～ +2から調整で
きます。

0

厚紙画像濃度 
- マゼンタ

0

厚紙画像濃度 
- シアン

0

厚紙画像濃度 
- ブラック

0

モノクロ画像
濃度

0

画像安定化 階調補正を行っても画像が安定しない場
合に、画像安定化を行うことができま
す。
･［初期化 +画像安定化］：
［画像安定化］を行っても効果が得られ
ない場合に行います。
･［画像安定化］：
通常の画像安定化を行います。

初期化 +画像
安定化

色
重
ね
ズ
レ
補
正

シアン 印刷結果に色ずれが見られる場合、色ず
れを補正できます。

-

マゼンタ -

イエロー -

階
調
補
正

圧縮優先 印刷画像の色階調が変化した場合に、階
調を補正できます。メモリーへ保存する
画像枚数を増やすことを重視して補正し
ます。

-

階調優先 印刷画像の色階調が変化した場合に、階
調を補正できます。画像の階調表現を重
視して補正します。

-

解像度優先 印刷画像の色階調が変化した場合に、階
調を補正できます。文字や線などの再現
性を重視して補正します。

-

プ
リ
ン
タ
調
整

メディア調整 用紙種類の特性により、プリント画像不
良（白抜け、白斑点、ザラツキ）が発生
した場合、用紙種類に応じてパラメータ
を -8～ +7の間で調整できます。

0

機能説明

特定の用紙サイズと用紙種類を組合わせて登録し、カウントする設定ができま
す。
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11.5　 管理者保守を選択する
11.5.2 宛先登録
＜ワンタッチ＞

＜インデックス＞

＜登録文字列＞

＜掲示板＞

11.5.3 管理者設定
＜管理者パスワード＞

＜管理データメール送信＞

11.5.4 部門管理
＜認証設定＞

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSW（モード
477）で宛先登録の制限を設定
している場合に、［宛先登録］が
表示されます。
･ オプションの FAXキットを装着
し、ソフトウェアDIPSW（モー
ド 477）で宛先登録の制限を設
定している場合に、［掲示板］が
表示されます。
･ ソフトウェアDIPSWについて
は、「ユーザーズガイド ネット
ワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

機能説明

ワンタッチにファクス、スキャンしたデータの宛先を登録できます。詳しく
は、「ユーザーズガイドネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファ
クス機能編」をごらんください。

機能説明

ファクス機能のワンタッチ画面で表示されるインデックスを登録できます。詳
しくは、「ユーザーズガイドネットワークスキャン／ファクス／ネットワーク
ファクス機能編」をごらんください。

機能説明

メールアドレスを入力するときに表示される、［ドメイン］に記載されるアド
レスを登録できます。詳しくは、「ユーザーズガイドネットワークスキャン／
ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらんください。

機能説明

掲示板の登録、操作ができます。詳しくは、「ユーザーズガイドネットワーク
スキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらんください。

機能説明 出荷時設定

管理者保守での認証時に必要な管理者パスワードの設定、
変更ができます。管理者パスワードは、8桁で設定できま
す。

********

機能説明

通信管理レポート（送信管理レポート / 受信管理レポート）を管理者にメール
送信できます。詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファク
ス／ネットワークファクス機能編」をごらんください。

設定項目 機能説明 出荷時設定

部門管理 部門管理をするかししないかを設定します。 管理しない

部門未指定プ
リント

部門が特定できない印刷を許可するかしな
いかの設定ができます。許可した場合印刷
枚数は、パブリックとしてカウントされま
す。

許可しない
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11.5　 管理者保守を選択する
＜部門管理設定＞

11.5.5 文書管理

11.5.6 プリンタ設定

11.5.7 ファクス設定

11.5.8 送信設定

ひとこと

認証設定の［部門管理］を［管理
する］に設定している場合に、［部
門管理設定］が表示されます。

設定項目 機能説明

部門登録 本機を使用する部門を登録できます。部門ごとに、部門名、
パスワード、出力許可、ネットワーク情報、印刷部数の上
限、機能の制限を設定できます。また、部門ごとにコピー、
プリンター、ファクス / スキャンの使用状況を確認できます。

一括カウンタ
クリア

登録されている全ての部門のカウンターをクリアします。

設定項目 機能説明

管理者転送 管理者が設定した宛先に、本機からの送信文書を転送できま
す。詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／
ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらんくださ
い。

受信文書 受信文書の受信のしかたを設定します。詳しくは「ユーザー
ズガイド ネットワークスキャン／ファクス／ネットワーク
ファクス機能編」をごらんください。

設定項目 機能説明 出荷時設定

タイムアウト
設定

通信タイムアウトまでの時間を設定できま
す。詳しくは、「ユーザーズガイド プリン
ター機能編」をごらんください。

60秒

ひとこと

オプションの FAX キットを装着し
ている場合に、［ファクス設定］が
表示されます。

設定項目 機能説明

自局 ID ファクス機能に関する設定をします。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファクス
／ネットワークファクス機能編」をごらんください。

受信機能

パスワード通信

自局電話番号情報 1

自局電話番号情報 2

ナンバーディスプレイ

ダイアルイン

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ていない場合は、［リダイアル］が
［リトライ］と表示されます。

設定項目 機能説明

発信元登録 ファクス送信に関する設定をします。「ユーザーズガイド 
ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機
能編」をごらんください。

リダイアル
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11.5　 管理者保守を選択する
11.5.9 受信設定

11.5.10 レポート設定

11.5.11 リストプリント

11.5.12 ネットワーク設定

設定項目 機能説明

オフモード時
の出力設定

ファクス受信に関する設定をします。「ユーザーズガイド 
ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機
能編」をごらんください。受信文書ボッ

クス削除

設定項目 機能説明

結果レポート ファクスの送受信のレポートの出力条件を設定できます。詳
しくは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファク
ス／ネットワークファクス機能編」をごらんください。

通信管理レ
ポート

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSW（モード
477）で宛先登録の制限を設定
している場合に、［送信管理レ
ポート］、［受信管理レポート］、
［ワンタッチリスト］、［プログラ
ム一覧］が表示されます。
･ オプションの FAXキットを装着
し、ソフトウェアDIPSW（モー
ド 477）で宛先登録の制限を設
定している場合に、［掲示板リス
ト］が表示されます。
･ ソフトウェアDIPSWについて
は、「ユーザーズガイド ネット
ワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

設定項目 機能説明

設定リスト 本機の各設定値の一覧を印刷できます。

送信管理レポート ファクスおよびスキャン機能に関する設定を行いま
す。

受信管理レポート 詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワークスキャン
／ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらん
ください。

ワンタッチリスト

プログラム一覧

掲示板リスト

ひとこと

オプションの FAXキットを装着し
ている場合に、［IP中継設定］が表
示されます。

設定項目 機能説明

基本設定 ネットワークに関する設定を行います。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」をごらん
ください。

DNS設定

装置名

SMTP送信設定

SMTP受信設定

POP3設定

スキャナ送受信設定

LDAP設定

フレームタイプ設定

IP中継設定

RAWポート番号設定
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11.5　 管理者保守を選択する
11.5.13 ソフトウェアDIPSW設定

11.5.14 Ping

11.5.15 ファームウェアバージョン表示

11.5.16 セキュリティ設定
＜管理機能設定＞

機能説明

ソフトウェアDIPSWに関する設定を行います。詳しくは、「ユーザーズガイ
ド ネットワーク管理者編」をごらんください。

機能説明

ネットワークに関する設定を行います。詳しくは、「ユーザーズガイド ネット
ワーク管理者編」をごらんください。

機能説明

本機のファームウェアバージョンの確認ができます。

設定項目 機能説明 出荷時設定

部数上限設定 一度に設定できるコピー部数の上限を設定
できます。

制限しない
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11.5　 管理者保守を選択する
11.5.17 管理者保守画面を表示させる
【設定メニュー /カウンタ】を押し、［管理者保守］を表示させるまでの
手順を説明します。

A 【設定メニュー / カウンタ】を押します。

B ［管理者保守］を押します。

C 管理者パスワードを入力し、［OK］を押します。

･管理者パスワードは絶対に忘れ
ないでください。管理者パス
ワードを忘れた場合、サービス
技術者による設定が必要です。
詳しくは、サービス実施店にお
問い合わせください。

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSW（モード
477）で宛先登録の制限を設定
している場合、［宛先登録］、［リ
ストプリント］は表示されませ
ん。ソフトウェアDIPSWにつ
いては、「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんく
ださい。
･ 認証設定の［部門管理］を［管
理する］に設定し、部門にログ
インせずに【設定メニュー /カ
ウンタ】を押した場合は、［管理
者保守］のみが表示されます。

文字の入力のしかたは、「文字を入
力するには」（p. 12-2）をごらん
ください。
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11.5　 管理者保守を選択する
管理者保守画面が表示されます。

ひとこと

･ 設定メニューを終了するときは、
目的の画面になるまで［OK］を
押しても終了できます。
･ ソフトウェアDIPSW（モード
477）で宛先登録の制限を設定
している場合は、［宛先登録］が
表示されます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。
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11.6　リストプリントを選択する

ここでは、【設定メニュー／カウンタ】を押し、［リストプリント］で設
定できる主な機能について紹介します。

11.6.1 送信管理レポート

11.6.2 受信管理レポート

11.6.3 掲示板リスト

11.6.4 ワンタッチリスト

11.6.5 プログラム一覧

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSW（モード
477）で宛先登録の制限を設定
している場合、［リストプリン
ト］は表示されません。ソフト
ウェアDIPSWについては、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。

機能説明

ファクスの送信の記録が記載されたレポートを印刷できます。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス
機能編」をごらんください。

機能説明

ファクスの受信の記録が記載されたレポートを印刷できます。詳しくは、
「ユーザーズガイド ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス
機能編」をごらんください。

ひとこと

オプションの FAX キットを装着し
ている場合に、［掲示板リスト］が
表示されます。

機能説明

掲示板に登録された文書の一覧を印刷できます。詳しくは、「ユーザーズガイ
ド ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらん
ください。

機能説明

登録したワンタッチのリストを印刷できます。詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらんく
ださい。

機能説明

選択したプログラムの内容を印刷できます。詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編」をごらんく
ださい。
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11.6　 リストプリントを選択する
11.6.6 リストプリント画面を表示させる
【設定メニュー／カウンタ】を押し、［リストプリント］を表示させるま
での手順を説明します。

A 【設定メニュー／カウンタ】を押します。

B ［リストプリント］を押します。

リストプリント画面が表示されます。

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSW（モード
477）で宛先登録の制限を設定
している場合、［宛先登録］、［リ
ストプリント］は表示されませ
ん。ソフトウェアDIPSWにつ
いては、「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんく
ださい。
･ 認証設定の［部門管理］を［管
理する］に設定し、部門にログ
インせずに【設定メニュー /カ
ウンタ】を押した場合は、［管理
者保守］のみが表示されます。

ひとこと

設定メニューを終了するときは、
コピー、ファクス／スキャンのい
ずれかの画面になるまで［OK］を
押します。
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11.7　色重ねズレの補正をする

11.7.1 色重ねズレ補正（シアン、マゼンタ、イエ
ロー）

印刷結果に色ずれが見られる場合、色ずれを補正できます。
色ずれは、普通紙、厚紙 1、2、3でそれぞれ補正できます。
色重ねズレ補正のしかたは、シアン、マゼンタ、イエローで同じ手順で
す。
ここではA3サイズの普通紙を使用して、シアンの色重ねズレ補正をす
る場合の手順を説明します。

管理者保守画面の表示のしかたは、
「管理者保守画面を表示させる」
（p. 11-20）をごらんください。

A 管理者保守画面を表示させます。

B ［環境設定］を押します。

環境設定画面が表示されます。

C ［エキスパート調整］を押します。

エキスパート調整画面が表示されます。

D ［色重ねズレ補正］を押します。

色重ねズレ補正画面が表示されます。

E ［シアン］を押します。

色重ねズレ補正（シアン）画面が表示されます。

ひとこと

テストパターンは普通紙がセット
されているトレイから、A3 w、
11 × 17 w、A4 v、8-1/2 × 11 v
の優先順で自動選択された用紙に
印刷されます。手差しトレイは選
択されません。

F トレイ1/2/3/4 に用紙をセットします。

G 【スタート】を押します。

テストパターンが印刷されます。
設定メニュー 11-24



11.7　 色重ねズレの補正をする
H テストパターンのXとY位置の、ブラック線の基準点からシアン
線までの距離を確認します。

X部の線が下図のようにずれている場合は、X値の［ ］
を押して補正値を減らしてください。

X部の線が下図のようにずれている場合は、X値の［ ］
を押して補正値を増やしてください。

Y

X

ひとこと

･［ ］または［ ］を
押しつづけると、数値が連続で
変化します。
･ -6 dot ～ +6 dot の範囲で設定
が可能です。
･ 1 dot 分補正すると、テストパ
ターンのX部、Y部のシアン線
は補正前の位置から0.042 mm
移動します。
･［元に戻す］を押すと、設定した
補正値は、今まで設定していた
値に戻ります。
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11.7　 色重ねズレの補正をする
Y部の線が下図のようにずれている場合は、［Y］を押したあ
とに、Y値の［ ］を押して補正値を減らしてくださ
い。

Y部の線が下図のようにずれている場合は、［Y］を押したあ
とに、Y値の［ ］を押して補正値を増やしてくださ
い。

基準点にずれがない場合は、手順 10に進んでください。

ひとこと

【スタート】を押すと補正値が確定
されます。設定を取消すには、【ス
タート】を押す前に、【リセット】
を押します。

I 【スタート】を押します。

補正されたテストパターンが印刷されます。

J 印刷結果を確認します。
ブラック線とシアン線のずれがない場合は、手順 11に進み
ます。
調整が必要な場合は、手順 8～ 9を繰り返します。

ひとこと

【リセット】を押すと設定は中止さ
れ、初期設定に戻ります。

K ［OK］を押します。
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11.8　階調補正

印刷画像の色階調が変化した場合に、階調を補正できます。
以下の項目の階調を補正できます。

圧縮優先：
メモリーへ保存する画像枚数を増やすことを重視して補正します。
階調優先：画像の階調表現を重視して補正します。

解像度優先：
文字や線などの再現性を重視して補正します。

ここではコピーの階調補正手順を説明します。

原則

･ 階調補正を行う前に、必ず本機を再起動してください。
･ イメージングユニット交換後は、必ず階調補正を行ってください。

管理者保守画面の表示のしかたは、
「管理者保守画面を表示させる」
（p. 11-20）をごらんください。

A 管理者保守画面を表示させます。

B ［環境設定］を押します。

環境設定画面が表示されます。

C ［エキスパート調整］を押します。

エキスパート調整画面が表示されます。

D ［階調補正］を押します。

階調補正画面が表示されます。

E 補正する項目のキーを押します。

F 【スタート】を押します。

･【主電源スイッチ】をOFF/ON
する場合は、主電源をOFFにし
て、10秒以上経過してからON
にしてください。間隔をあけな
いと、正常に機能しないことが
あります。
･ 階調補正を行う前に、画像安定
化を行ってください。

ひとこと

テストパターンは普通紙がセット
されているトレイから、A3 w、
11 × 17 w、A4 v、8-1/2 × 11 v
の優先順で自動選択された用紙に
印刷されます。手差しトレイは選
択されません。
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11.8　 階調補正
テストパターンが印刷されます。

G テストパターンが印刷された用紙を原稿ガラス上にセットしま
す。
画面を参考に、用紙の向きに注意してセットします。

H テストパターンと同じサイズの白紙をテストパターンの上に 10
枚以上セットします。

I ADFまたはオリジナルカバーを閉じます。

ひとこと

テストパターンを読込むと、読込
んだ画像を元に自動で階調補正が
行われます。

J 【スタート】を押します。

印刷されたテストパターンが読込まれます。

K 手順 5～ 10までの操作を 2回繰り返します。

L ［OK］を押します。

ひとこと

原稿が透けないよう、白紙 10枚
をセットします。透けてしまうと、
階調補正が正しく行われません。
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11.9　プリンタ調整

11.9.1 メディア調整
プリント画像不良を用紙種類ごとに調整できます。

A 管理者保守画面を表示させます。

管理者保守画面の表示のしかたは、
「管理者保守画面を表示させる」
（p. 11-20）をごらんください。

B ［環境設定］を押します。

環境設定画面が表示されます。

C ［エキスパート調整］を押します。

エキスパート調整画面が表示されます。

D ［プリンタ調整］を押します。

プリンタ調整画面が表示されます。

E ［メディア調整］を押します。

メディア調整画面が表示されます。

F 調整する用紙種類キーを押します。

片面コピー時に画像不良が発生した場合は、1 面目の用紙種
類を選択します。
両面コピー時のウラ面に画像不良が発生した場合は、2 面目
の用紙種類を選択します。

G ［+］、［-］を押してから、テンキーで調整値のパラメータを設定
します。（-8 ～ +7）
プリント画像に白抜けや白斑点がある場合、［-］側の数値を
設定します。 白抜けや白斑点の白点部分の大き

さが 0.5 mm以下のものに対して
調整が可能です。
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11.9　 プリンタ調整
プリント画像にザラツキがある場合、［+］側の数値を設定し
ます。

H ［OK］を 2回押します。

再度コピーを行います。

画像不良の度合いが悪化している
ようであれば、手順 7 の調整を
［+］、［-］逆方向に調整してくださ
い。

I プリント画像を確認し、画像不良がなくなっていれば調整を終
了します。
まだ調整が必要な場合は、手順 1 ～ 8 を繰り返します。

ABCDE
ABCDE
ABCDE
ABCDE
ABCDE
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11.10　認証設定

部門管理を設定すると、本機の使用を制限することができます。
また、部門別に出力や読込みのカウント管理ができます。

11.10.1 認証設定のしかた

A 管理者保守画面を表示させます。

B ［部門管理］を押します。

部門管理画面が表示されます。

C ［認証設定］を押します。

認証設定画面が表示されます。

D ［部門管理］を押します。

部門管理画面が表示されます。

E ［管理する］を押し、［OK］を押します。

「すべての管理データをクリアしますか？」というメッセージが
表示されます。

F ［はい］を押します。

部門管理データが初期化され、自動的に再起動します。

ひとこと

･ 本機では、部門を50件まで登録
できます。
･ 部門管理が設定されていると、
本機の待機中に認証画面が表示
されます。部門を指定して本機
を使用するには、部門名、パス
ワードを入力する必要がありま
す。詳しくは、「部門ごとに本機
の使用者を制限する（部門認
証）」（p. 1-20）をごらんくださ
い。

認証設定を行う前に以下の点を確
認してください。認証設定を行う
と、メモリに蓄積されている情報
が消失します。
･ 通信や、コンピューターからの
印刷が行われていないこと。
･ コピーやプリントのジョブが
残っていないこと（メモリ残量
が100 %であること）。

管理者保守画面の表示のしかたは、
「管理者保守画面を表示させる」
（p. 11-20）をごらんください。
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11.11　部門管理設定

11.11.1 部門登録
本機を使用する部門ごとに、部門名、パスワードを設定できます。

管理者保守画面の表示のしかたは、
「管理者保守画面を表示させる」
（p. 11-20）をごらんください。

A 管理者保守画面を表示させます。

B ［部門管理］を押します。

部門管理画面が表示されます。

C ［部門管理設定］を押します。

部門管理設定画面が表示されます。

D ［部門登録］を押します。

登録する部門の選択画面が表示されます。

E 目的の部門キーを押します。

部門登録画面が表示されます。

F ［部門名］を押します。

部門名画面が表示されます。

ひとこと

認証設定の［部門管理］を［管理
する］に設定している場合に、［部
門管理設定］が表示されます。

ひとこと

･ 本機では、部門管理を50件まで
登録できます。
･ 登録済のキーを押すと部門登録
の内容を変更または削除できま
す。
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11.11　 部門管理設定
G 部門名を入力し（英数字、記号で 12文字まで）、［OK］を押し
ます。

部門名が設定されます。

H ［パスワード］を押します。
パスワードを登録しない場合は、手順 13に進んでください。

パスワード変更画面が表示されます。

I ［新しいパスワード］を押します。

パスワード画面が表示されます。

J パスワードを入力し（英数字、記号で 8文字まで）、［OK］を押
します。

K ［新しいパスワード確認］を押します。

パスワード画面が表示されます。

文字の入力のしかたは、「文字を入
力するには」（p. 12-2）をごらん
ください。

ひとこと

すでに登録されている部門名は登
録できません。

ひとこと

パスワードを登録しない場合は、
ログイン画面でパスワードを入力
せずにログインできます。
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11.11　 部門管理設定
L 確認のため、もう一度同じパスワードを入力し、［OK］を 2回
押します。

パスワードが設定されます。

M ［出力許可］を押します。

出力許可画面が表示されます。

N それぞれの目的のキーを押します。
この部門の出力を許可する場合は、［許可］を押します。

この部門の出力を禁止する場合は、［禁止］を押します。

O ［OK］を押します。

出力許可が設定されます。

P ［ネットワーク情報］を押します。

ネットワーク情報の設定画面が表示されます。

ひとこと

･「カラー印刷」を禁止した場合、
オートカラー、フルカラー、2
色カラー、単色カラーでの印刷
ができません。
･「ブラック印刷」を禁止した場
合、オートカラー、ブラックで
の印刷ができません。
･「カラー印刷」、「ブラック印刷」
の両方を禁止した場合、正しく
認証されても「コピーは禁止で
す」と表示されます。
･「カラー送信」を禁止した場合、
カラーでのスキャン送信ができ
ません。

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSW で、電子
メールの from情報に部門設定
を「する」（モード366）を設定
している場合、［ネットワーク情
報］が表示されます。ソフト
ウェアDIPSW については、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
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11.11　 部門管理設定
Q 目的のキーを押して、ネットワーク情報の設定をします。

登録する部門のメールアドレスを設定する場合は、［from
メールアドレス］を押して、メールアドレスを入力します。
（英数字、記号で 64文字まで）
登録する部門のSMTP認証ユーザ名を設定する場合は、
［SMTP認証ユーザ名］を押して、ユーザ名を入力します。
（英数字、記号で 64文字まで）
登録する部門のSMTP認証パスワードを設定する場合は、
［SMTP認証パスワード］を押して、パスワードを入力しま
す。（英数字、記号で 32文字まで）
登録する部門にPOP3ユーザ名を設定する場合は、［POP3
ユーザ名］を押して、ユーザ名を入力します。（英数字、記
号で 64文字まで）
登録する部門にPOP3パスワードを設定する場合は、
［POP3パスワード］を押して、パスワードを入力します。
（英数字、記号で 32文字まで）

R ［OK］を押し、［↓］を押します。

ネットワーク情報が設定されます。

S ［上限設定］を押します。

上限設定画面が表示されます。

ひとこと

･ ソフトウェアDIPSWで、
SMTP認証機能を「使用する」
（モード380）、SMTP認証ユー
ザ名およびSMTP認証パスワー
ドをPOP3ユーザ名および
POP3パスワードと「共有しな
い」（モード380）を設定してい
る場合に、［SMTP認証ユーザ
名］、［SMTP認証パスワード］
が表示されます。
･ ソフトウェアDIPSWで、
SMTPの前に着信確認
（POP3）を「使用する」（モー
ド350）を設定している場合に、
［POP3ユーザ名］、［POP3パ
スワード］が表示されます。
･ ソフトウェアDIPSW について
は、「ユーザーズガイド ネット
ワーク管理者編」をごらんくだ
さい。
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11.11　 部門管理設定
T ［カラー］または［ブラック］を押します。

カラーまたはブラックの印刷枚数の上限設定画面が表示されま
す。

U テンキーで部数上限枚数を入力し、［OK］を押します。
「カラー」または「ブラック」の上限を設定しない場合は、
［無効］を押します。

V ［OK］を 2回押します。

上限枚数が設定されます。

W ［機能制限］を押します。

機能制限画面が表示されます。

･ 印刷枚数の上限値は1～
999,999 枚の間で設定できま
す。
･ 入力した数字を修正する場合は、
［←］、［→］で修正する文字に
カーソルを合わせ、［一字削除］
を押し、数字を入力します。
･ 入力した数字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
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11.11　 部門管理設定
X 目的のキーを押します。

制限できるのは、以下の機能です。
コピー操作

データ送信（ファクス /スキャナ操作）

プリンタ印字

蓄積文書

Y ［OK］を 2回押します。

機能制限が設定されます。

ひとこと

･「コピー」を禁止した場合、正し
く認証されても「コピー操作は
できません」と表示されます。
･「データ送信」を禁止した場合、
ファクス /スキャナの操作はで
きません。
･「コピー」、「データ送信」を禁止
した場合、正しく認証されても
「アプリケーション操作はできま
せん」と表示されます。
･「プリンタ印字」を禁止した場
合、コンピューターからのプリ
ントはできません。
･「蓄積文書」を禁止した場合、
ジョブリストの「文書」タブの
操作はできません。

･ ジョブリストについては、「ジョ
ブリスト画面について」（p. 10-
2）をごらんください。
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11.11　 部門管理設定
11.11.2 部門カウンタ
部門ごとに以下の項目を確認できます。
＜全プリント＞
コピー、プリンターの総印刷枚数が表示されます。

トータル：ブラック、フルカラー、モノカラー、2色、全色合計の
総印刷枚数
大サイズ：大サイズ用紙でのブラック、フルカラー、モノカラー、
2色、全色合計の総印刷枚数
上限値：部門登録で設定したカラー（フルカラー、モノカラー、2
色）、またはブラックの印刷枚数の上限設定値

＜コピー＞
コピーの総印刷枚数が表示されます。

トータル：ブラック、フルカラー、モノカラー、2色、全色合計の
総コピー印刷枚数
大サイズ：大サイズ用紙でのブラック、フルカラー、モノカラー、
2色、全色合計の総コピー印刷枚数

＜プリンタ＞
プリンターの総印刷枚数が表示されます。

トータル：ブラック、フルカラー、2色、全色合計の総プリンター
印刷枚数
大サイズ：大サイズ用紙でのブラック、フルカラー、2色、全色合
計の総プリンター印刷枚数

＜スキャン＞
トータル：スキャンでの、ブラック、フルカラーの総印刷枚数／
総読取り枚数、ファクス送信枚数
大サイズ：スキャンの大サイズ用紙での、ブラック、フルカラー
の総印刷枚数／総読取り枚数

＜その他＞
原稿枚数：読込んだ原稿枚数が表示されます。

用紙枚数：印刷時に使用した用紙枚数が表示されます。

･ 部門が特定できない印刷は［パ
ブリック］にカウントされます。
［パブリック］は部門登録画面の
「4」のタブを押すと表示されま
す。
･［パブリック］の使用を許可する
かどうかはソフトウェアDIPSW
（モード 835）で設定できます。
ソフトウェアDIPSW について
は、「ユーザーズガイド ネット
ワーク管理者編」をごらんくだ
さい。
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11.11　 部門管理設定
11.11.3 部門カウンタの表示のしかた

管理者保守画面の表示のしかたは、
「管理者保守画面を表示させる」
（p. 11-20）をごらんください。

A 管理者保守画面を表示させます。

B ［部門管理］を押します。

部門管理画面が表示されます。

ひとこと

認証設定の［部門管理］を［管理
する］に設定している場合に、［部
門管理設定］が表示されます。

C ［部門管理設定］を押します。

部門管理設定画面が表示されます。

D ［部門登録］を押します。

部門登録画面が表示されます。

E 目的の部門キーを押します。

F ［カウンタ］を押します。

各部門のカウンタの詳細画面が表示されます。

G 確認する項目のタブを押し、カウンタを確認します。

H ［OK］を押します。

･ 各部門カウンタ画面で表示され
ている［カウンタクリア］を押
すと、カウンタクリアの確認画
面が表示されます。確認画面で
［はい］を押すと、表示している
部門のカウンタがクリアされま
す。
･ 各部門カウンタ画面で表示され
ている［プリント］を押すと、
表示している部門の部門カウン
タリストを印刷できます。
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11.12　ファームウェアのバージョンを確認する

本機のファームウェアのバージョンを確認する方法を説明します。

A 管理者保守画面を表示させます。

B ［ファームウェアバージョン表示］を押します。

ファームウェアバージョン表示画面が表示されます。

C ファームウェアバージョンを確認します。

D ［OK］を押します。

管理者保守画面の表示のしかたは、
「管理者保守画面を表示させる」
（p. 11-20）をごらんください。
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11.13　セキュリティ設定をする

一度にコピーできる部数の上限を設定できます。

A 管理者保守画面を表示させます。

B ［セキュリティ設定］を押します。

セキュリティ設定画面が表示されます。

C ［管理機能設定］を押します。

管理機能設定画面が表示されます。

D ［部数上限設定］を押します。

部数上限設定画面が表示されます。

E テンキーで部数上限枚数を入力し、［OK］を押します。
コピー部数の上限を設定しない場合は、［制限しない］を押
します。

F ［OK］を押します。

管理者保守画面の表示のしかたは、
「管理者保守画面を表示させる」
（p. 11-20）をごらんください。

ひとこと

一度にコピーできる部数の上限は
ソフトウェアDIPSW（モード
417）でも設定できます。ソフト
ウェアDIPSWについては「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者
編」をごらんください。

･ コピー部数の上限値は1～ 999
枚の間で設定できます。
･ 入力した数字を修正する場合は、
［←］、［→］で修正する文字に
カーソルを合わせ、［一字削除］
を押し、文字や数字を入力しま
す。
･ 入力した数字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
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12.1　文字を入力するには

宛先登録や部門登録などで文字を入力するときに表示される、文字入力
画面の操作について説明します。数字を入力するときはテンキーから直
接入力します。

12.1.1 入力モードを切換える
目的の文字を入力するために、全角文字、半角文字の切換えや文字の種
類（ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字、記号）の切換えを行いま
す。

A 文字入力画面で入力モード切換えキーを押します。

入力モード画面が表示されます。

ひとこと

［半角］が選択されている場合は、
［ひらがな 1（あ）］および［ひら
がな 2（が）］は表示されません。

B ［全角］または［半角］を押し、入力モードを選択します。

C ［OK］を押します。

入力モードが選択されます。

12.1.2 ひらがなを入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
2）をごらんください。

A 入力モード画面で［ひらがな 1（あ）］を押して、［OK］を押し
ます。
濁音（「がぎぐげご」など）、半濁音（「ぱぴぷぺぽ」）、拗音
（「きゃきゅきょ」など）を入力したいときは、［ひらがな 2
（が）］を押します。

ひとこと

･ 入力モード切換えキーには選択
されている入力モード名（「全－
ひらがな1」など）が表示され
ます。
･ 文字入力画面によっては入力
モード切換えキーが表示されま
せん。
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12.1　 文字を入力するには
B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。

C ［確定］を押します。

12.1.3 漢字を入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
2）をごらんください。

A 入力モード画面で［ひらがな 1（あ）］を押して、［OK］を押し
ます。
濁音（「がぎぐげご」など）、半濁音（「ぱぴぷぺぽ」）、拗音
（「きゃきゅきょ」など）を入力したいときは、［ひらがな 2
（が）］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。

C ［変換］を押します。

変換候補画面が表示されます。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 文字数が制限を超えると、最後
の文字が入力した文字に置換え
られます。
･ 文字の削除のしかたはソフト
ウェアDIPSW（モード 478）
で設定できます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 文字数が制限を超えると、最後
の文字が入力した文字に置換え
られます。
･ 文字の削除のしかたはソフト
ウェアDIPSW（モード 478）
で設定できます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。
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12.1　 文字を入力するには
D 表示された候補の中から、入力したい漢字のキーを押します。

目的の漢字が表示されないときは、［↓］、［↑］を押して、目
的の漢字を検索してください。

12.1.4 カタカナを入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
2）をごらんください。

A 入力モード画面で［カタカナ 1（ア）］を押して、［OK］を押し
ます。
濁音（「ガギグゲゴ」など）、半濁音（「パピプペポ」）、拗音
（「キャキュキョ」など）を入力したいときは、［カタカナ 2
（ガ）］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 文字数が制限を超えると、最後
の文字が入力した文字に置換え
られます。
･ 文字の削除のしかたはソフト
ウェアDIPSW（モード 478）
で設定できます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

入力する文字の全角、半角の切換
えかたについては、「入力モードを
切換える」（p. 12-2）をごらんく
ださい。
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12.1　 文字を入力するには
12.1.5 英数字を入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
2）をごらんください。

A 入力モード画面で［英数（A）］を押して、［OK］を押します。
数字を入力するときはテンキーから直接入力します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。

･ 英数字の入力で大文字・小文字
を切換えたい場合は、［Caps］
を押します。解除する場合は、
再度［Caps］を押します。
･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 文字数が制限を超えると、最後
の文字が入力した文字に置換え
られます。
･ 文字の削除のしかたはソフト
ウェアDIPSW（モード 478）
で設定できます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

入力する文字の全角、半角の切換
えかたについては、「入力モードを
切換える」（p. 12-2）をごらんく
ださい。
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12.1　 文字を入力するには
12.1.6 記号を入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
2）をごらんください。

A 入力モード画面で［記号（！）］を押して、［OK］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。

12.1.7 文字コードで入力する

入力モードの表示方法については、
「入力モードを切換える」（p. 12-
2）をごらんください。

A 入力モード画面で［ひらがな 1（あ）］または［ひらがな 2
（が）］を押して、［OK］を押します。

B ［コード］を押します

文字コード入力画面が表示されます。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 文字数が制限を超えると、最後
の文字が入力した文字に置換え
られます。
･ 文字の削除のしかたはソフト
ウェアDIPSW（モード 478）
で設定できます。ソフトウェア
DIPSWについては、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

入力する文字の全角、半角の切換
えかたについては、「入力モードを
切換える」（p. 12-2）をごらんく
ださい。
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12.1　 文字を入力するには
C 入力する文字の文字コード（4桁）を入力し、［変換］を押しま
す。

･ 文字コードはタッチパネルの数
字キーまたは［ABC］、［DEF］
で入力します。［ABC］は押す
ごとに、「A」「B」「C」「A」の
順に文字が変わります。［DEF］
は押すごとに、「D」「E」「F」
「D」の順に文字が変わります。
･ テンキーで文字コードを入力す
ることもできます。【＊】で
「A」「B」「C」を、【＃】で「D」
「E」「F」を入力できます。
･［直接］を押すと、文字入力の画
面に戻ります。
･ 文字コードと文字の対応につい
ては、Shift-JIS コード表
（p. 12-9）をごらんください。
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12.2　入力文字一覧

入力画面

+ +

+

+

+

+

+ +

++

+

+

ひらがな

カタカナ（全角）

英数字／記号

カタカナ（半角）

英数字／記号

（全角）
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12.2　 入力文字一覧
Shift-JIS コード
（一部入力できないものもあります）
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12.2　 入力文字一覧
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12.3　用語集

本体コピー機能に使われる用語について説明します。

用語 説明

数字 2面目 片面に印刷されている用紙を使用して印刷するとき設定する機能です。

アルファベット ADF 自動両面原稿送り装置のことです。原稿を自動で読込ませることができます。
（ADF = Automatic document feeder）

AEレベル調整 原稿の下地を調節する機能です。設定値が大きくなるほど、原稿の下地が強
調されます。（AE = Auto Exposure）

ATS 自動トレイ切換え機能のことです。（ATS=Auto Tray Switch）

あ行 青色 水や空の色をより青々とさせたいときなど、青色の色合いを調整する機能で
す。

赤色 人の肌に赤みをつけたいときなど、赤色の色合いを調整する機能です。

か行 片面 /両面 原稿の読込み面と用紙の印刷したい面を片面にするか、両面にするか指定す
る機能です。

カラー 指定したカラーでコピーできる機能です。“2色カラー”機能を使うと、指定
したカラーとブラックの2色でコピーできます。

カラー画質調整 カラーコピーの原稿のイメージに合った画質でコピーするための設定ができ
ます。

カラーバランス シアン（C）、マゼンタ（M）、イエロー（Y）、ブラック（K）の色ごとに濃度
のバランスを調整する機能です。各色 -3 から +3 の間の 19 段階で微調整で
きます。

グループ コピーをページ単位で出力する機能です。1ページ目が指定した部数分出力
されたあと、2ページ目が指定した部数分出力されます。

原稿画質 原稿の文字や画像のタイプに合わせて機能を選択し、よりよいコピー画質に
調整できる機能です。

原稿のとじ代 セットした原稿の、片側の余白位置を指定する機能です。片面原稿を両面コ
ピーする場合や、両面原稿を片面コピーする場合に、コピーの上下が逆にな
らないように設定できます。

光沢コピー 画像の光沢度を向上させることができる機能です。

コピー濃度 コピー濃度を -3 から +3 の間の 19 段階で微調整する機能です。

混載原稿 異なるサイズが混じった原稿を、自動両面原稿送り装置にセットしても、原
稿ごとに原稿サイズを検知し、適正な用紙にコピーされる機能です。

コントラスト コントラストの濃淡を調整する機能です。

さ行 彩度 色のあざやかさの度合いを調整する機能です。

仕上り コピーを排紙トレイに出力するときの仕分け方法や仕上り方法を設定できま
す。

仕分け コピーを仕分けして出力する機能です。

下地調整 下地に色がついている原稿の下地濃度を9段階に設定してコピーする機能で
す。

自動倍率 ADFや原稿ガラス上に原稿をセットし、用紙のサイズを選択すると、適正な
倍率を自動で選択する機能です。

自動用紙 ADFや原稿ガラス上にセットされた原稿サイズを検知し、等倍のときは同じ
サイズの用紙を、変倍のときは倍率に対応したサイズの用紙を自動で選択す
る機能です。

シャープネス 文字のエッジ部分を強調して、読みやすくする機能です。また、原稿の印象
を調整する機能です。

集約 1枚の用紙に、複数の原稿を縮小し並べてコピーする機能です。集約する枚
数により 2in1、4in1 の機能を選択できます。

ズーム セットした原稿をテンキーで指定した倍率で拡大／縮小し、用紙にコピーす
る機能です。

選択トレイの設定
変更

給紙トレイにセットされていない用紙サイズや、普通紙以外の用紙にコピー
する設定ができます。

ソート コピーを部数単位で出力する機能です。1部目が出力されたあと、2部目の
コピーが出力されます。
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12.3　 用語集
た行 小さめ 原稿の画像をわずかに縮小しコピーする機能です。

な行 ネガポジ反転 原稿の濃淡および色（階調）を反転してコピーする機能です。

濃度 印刷画像濃度を 9段階で設定してコピーする機能です。

は行 倍率 コピー倍率を変更できます。

ま行 緑色 森や樹々の葉をより青々とさせたいときなど、緑色の色合いを調整する機能
です。

明度 明るさの度合いを調整する機能です。

文字再現 原稿の写真（図やグラフなど）と文字が重なっている場合（背景文字）など
に、コピー上の文字の再現性を設定する機能です。

や行 用紙 印刷する用紙の種類とサイズを設定できます。

用語 説明
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13.1　使用別索引

あ行

選ぶ
印刷カラーを選ぶ .............................................................................................................. 2-14
片面 /両面を選ぶ ............................................................................................................... 2-28
管理者保守を選択する ....................................................................................................... 11-14
仕上り機能を選ぶ .............................................................................................................. 2-41
集約コピーを選ぶ .............................................................................................................. 2-31
ユーザ設定を選択する ......................................................................................................... 11-5
ユーザ保守を選択する ....................................................................................................... 11-10

か行

かえる
操作パネルの角度をかえる ................................................................................................... 1-14

確認する
カウントを確認する .............................................................................................................. 9-5
コピー条件を確認する（設定内容） ............................................................................................ 3-2
設定メニュー .................................................................................................................... 11-2
動作中のジョブを確認する ................................................................................................... 10-3
プリント順を確認する ......................................................................................................... 10-5
プリントの状態を確認する ................................................................................................... 10-6
用語集 .......................................................................................................................... 12-15

紙づまり
「紙づまりです」と表示されたら .............................................................................................. 4-3

カラー
色についての知識 ................................................................................................................ 7-3
カラー画質機能 ................................................................................................................... 7-2
カラー画質を調整する ......................................................................................................... 7-19

消す
ジョブを削除する .............................................................................................................. 10-4

原稿
ADFにセットする原稿についての注意 .................................................................................... 6-17
ADFにセットできる原稿 ..................................................................................................... 6-17
折りぐせのついた原稿をセットする（Z折れ原稿） ...................................................................... 2-12
原稿ガラス上にセットする原稿についての注意 .......................................................................... 6-18
原稿ガラス上にセットできる原稿 ........................................................................................... 6-18
原稿と用紙の表示について .......................................................................................................11
原稿の画質を選ぶ .............................................................................................................. 2-34
原稿をセットする ................................................................................................................ 2-6
サイズの異なる原稿をセットする（混載原稿） ............................................................................ 2-11
複数枚の原稿を原稿ガラス上にセットする .................................................................................. 2-9

交換する
イメージングユニットを交換する ............................................................................................. 8-8
「…交換してください」と表示されたら .................................................................................... 4-34
トナーカートリッジを交換する ................................................................................................ 8-2
廃棄トナーボックスを交換する ................................................................................................ 8-5

さ行

指定する
用紙サイズを指定する（サイズ指定） ......................................................................................... 6-7
索引 13-2



13.1　 使用別索引
自動
ATS機能（自動トレイ切換え機能） .......................................................................................... 6-5
自動的に設定を取消す（オートリセット） ................................................................................. 1-18
用紙サイズを自動で検出させる（自動検出） ................................................................................. 6-6

準備する
「以下のユニットが交換時期に達しています」と表示されたら ........................................................ 4-33

セキュリティ
セキュリティ設定をする .................................................................................................... 11-41
認証設定 ....................................................................................................................... 11-31
部門管理設定 .................................................................................................................. 11-32
部門ごとに本機の使用者を制限する（部門認証） ......................................................................... 1-20

設定する
専用紙として設定する ......................................................................................................... 6-13
操作パネルの設定をする（ユニバーサル） ................................................................................. 3-10
不定形紙をセットする（不定形） .............................................................................................. 6-8
ワイド紙の設定をする ......................................................................................................... 6-11

節電
自動的に節電状態にする（スリープ） ....................................................................................... 1-19
自動的に節電状態にする（低電力） .......................................................................................... 1-19
タッチパネルを暗くする（LCDバックライトオフ） ..................................................................... 1-19

セットする
折りぐせのついた原稿をセットする（Z折れ原稿） ...................................................................... 2-12

掃除する
外装カバー ......................................................................................................................... 9-2
原稿押えパッド ................................................................................................................... 9-3
原稿ガラス ......................................................................................................................... 9-2
スリットガラス ................................................................................................................... 9-2
操作パネル ......................................................................................................................... 9-3
プリントヘッド ................................................................................................................... 9-4

た行

中止する
読込み・印刷を中止する ...................................................................................................... 2-44

調整する
プリンタ調整 .................................................................................................................. 11-29
文字の再現レベルを調整する ................................................................................................. 2-40

点検
「装置の定期点検時期です」と表示されたら ................................................................................. 9-7

電源
電源の入れかた ................................................................................................................. 1-16
電源の切りかた ................................................................................................................. 1-18

登録する
初期設定を登録する .............................................................................................................. 3-5
登録したコピー条件でコピーする（コピープログラム呼出し） .......................................................... 3-9
プログラムを登録する ........................................................................................................... 3-6
目的の倍率を登録する ......................................................................................................... 2-26
目的の用紙サイズを登録する（不定形） .................................................................................... 6-10
索引 13-3



13.1　 使用別索引
トラブル
簡単なトラブルの処理 ......................................................................................................... 4-36
「トラブルです」と表示されたら（サービスコール） ....................................................................... 4-2

な行

名前とはたらきを確認する
各部の名称とはたらき ........................................................................................................... 1-2

入力する
濃度を選ぶ ....................................................................................................................... 2-36
文字を入力するには ............................................................................................................ 12-2

は行

倍率
倍率を選ぶ ....................................................................................................................... 2-18

反転する
カラー反転や補色してコピーする（ネガポジ反転） ...................................................................... 7-18

表示させる
宛先登録画面を表示させる ................................................................................................. 11-12
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